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  人物紹介


  



  日向ひゅうが明あ日す太た


  主人公「俺」。高校二年生。女子と妹が少し苦手。趣味は座禅と写経。


  



  日向ひゅうが今日きょう子こ


  明日太の妹。高校一年生で水球部のホープ。ファン多数だが明日太にベッタリ。


  



  三み剣つるぎ凛りん世ぜ


  高校一年生。水球部で今日子の大親友。プチ凶暴なツンゴラ少女。


  



  草くさ野の小こ麦むぎ


  高校一年生。保健委員で粘菌オタク。男ギライなゆるロリ娘で腹黒い。


  



  根ね雪ゆき緋ひ影かげ


  高校一年生。ライバル校のヤンデレ水球部員。今日子のストーカー。


  



  比ひ叡えいと高たか野の


  明日太の親友で２年Ｃ組の仏像愛好会の仲間。最近青春してるらしい。
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  一話目　俺と妹が意識しすぎてギクシャクな件


  



  　最近、妹がおはようのキスをしてこない。


  　いや、俺だって、別にあの小生意気な妹に、キスなんかしてほしいわけじゃない。むしろ仏教の教えでは、接せつ吻ぷんなど、悟りをじゃまする悪魔マーラの所しよ業ぎようである。


  　俺の名は日向ひゆうが明あ日す太た。都立第三高校の二年Ｃ組で、座禅と写経と仏像プラモ作りが趣味の、どこにでもいる平へい凡ぼんな仏教男子だ。平凡な俺は、平凡で平へい穏おんな日々を望んでいるのだが、妹がそうはさせてくれないのだ。


  『ぐっもーにん兄あにっち、ちゅっ♪』


  　たとえば朝、俺が二階の自分の部屋から階段を下りてダイニングキッチンに向かうと、階段の下で待ち伏せしている妹にキス攻撃をくらう。


  　妹の今日きよう子こは一年Ａ組で、水球部のエースだ。小さいころから水泳を習い、中学から水球を続けているせいか、手足がすらっと長い。スポーツで引き締まった細身だが、ガリガリではなく、すべすべした肌の下にしっかりと中身が詰まっていて、とくに胸が最近成長してきたように思うのは、ひょっとして浮力をかせぐためだろうか？


  　そんな妹は、俺は全然そうは思わないのだが、かわいい部類らしくて、男子にも女子にも人気がある。だから、そんな妹に毎朝待ち伏せされてキスされるなんて「悩み」を誰かに相談しようものなら、「自慢かテメー！」など理不尽な怒りをぶつけられるため、今まで誰にも打ち明けられなかった。


  　もちろん、妹はしょせん妹であり、俺はお兄にいちゃんである。だから、妹にキスされたところで、別にドキドキするとかそんなことはない。俺は仏像専だから、仏像にキスされたらドキドキするかもしれないけど。特に、広こう隆りゆう寺じの弥み勒ろく菩ぼ薩さつなんかは、仏ぶつ罰ばち覚悟で言わせていただくならば、大変なまめかしい。あの指先を頬ほおにそっと当てられて頬にキスされたなら、その場で即そく身しん成じよう仏ぶつしてしまうだろうハアハア。


  　いや、今は仏像萌もえを熱く語っている場合ではない。俺が気になっているのは、今までこのようにウザったいほどベタベタしていた妹が、突然そっけなくなったことなのである。そっけないというより、むしろ避けられている。朝の待ち伏せがないどころか、そもそも姿を見ないのである。


  「お袋、今日子は？　二学期になってから、なんだか姿を見かけないんだけど」


  　さすがにちょっと気になってきて、ついに今朝納豆ごはんを食べながら、俺は母親に聞いてしまった。母親は、急きゆう須すから湯ゆ呑のみにお茶をつぎながら笑った。


  「母さんも、あまり見かけないわね。朝起きたらもういないから、ほとんど始発で学校に行ってるんじゃないかしら」


  「始発で学校に行って何してんだ？」


  「水球部の自主朝練だって。朝早いから、きょーちゃんのお弁当は前の晩に作って、冷蔵庫に入れておいてあげてるのよ。はい、梅こぶ茶」


  　母親が、俺の前に湯ゆ呑のみを置いた。甘あま酸ずっぱい梅の爽さわやかな香りが、ふわっと広がる。梅こぶ茶と納豆の相性は最強だ。納豆ごはんに、トッピングとして梅こぶ茶の粉をふりかけて食べるのもオツなものである。


  　だが、そんなふくいくたる梅こぶ茶の香りも、俺の心の中のモヤモヤをスッキリさせてはくれなかった。


  「今日きよう子このことだけど……」


  　話を引っぱって、ちょっとしつこいかな……と思いつつも、俺は母親に問いかけた。


  「あいつ、帰ってからも、風呂にも入らずに部屋に閉じこもってるよな？」


  「放課後に水球部で練習したあと、学校のシャワールームでシャンプーとかすませて帰ってくるから、今までも夜は入らずに朝風呂に入ってるほうが多かったでしょ」


  「晩飯はどうしてるんだ？」


  「部屋に持ってって食べてるわよ。あっくんも基本、部屋の中で仏像プラモとか作ってて、呼ばないとごはんに下りてこないから、顔合わせる機会ないんでしょ」


  「部屋に？　今まで、用もないのに台所を陣取って、いつ行っても座ってたのに？」


  　気持ちがモヤモヤして、俺はとりあえず梅こぶ茶を一口飲んで落ち着こうとした。沸騰するぐらい熱くて、俺は何度もフーフーしなければならなかった。というか、沸騰しそうなのは俺の頭のほうだ。


  「あっくん、きょーちゃんのこと心配してるの？　大きくなって何かそっけなくなったなあと思ってたけど、やっぱり心配なのねえ、仲良し兄妹ねえ♪」


  　母親が、子犬を見るようなほほえましい目で俺を見つめた。


  「いっ、いや、違う！　それは断じて違う！」


  　俺は梅こぶ茶の湯呑みを思いっきりテーブルに叩たたきつけて、力いっぱい否定した。べっべつに妹のことなんか、全然心配なんかじゃないんだからねっ！


  



  　……いや、あっさり前言撤回して申し訳ないが、実は、俺は最近の妹の変化について、すごく心配している。


  　なにせ、妹はモテる。男にも女にも著いちじるしく人気がある。中学校のときは女子校だったが、なんか高たか嶺ねの花「エーデルワイス様」とか呼ばれてたという、痛い過去も持っている。百ゆ合り趣味のない妹に胸を焦こがし、そのとばっちりで俺を拉ら致ちするような、ぶっ飛んだ女子たちに激しく恋れん慕ぼされているのである。


  　さらに、水球部つながりで妹に出会った、都立第四高校の根ね雪ゆき緋ひ影かげというストーカー娘もいる。最近はずいぶん丸くなったものの、こいつに至っては妹本人を誘ゆう拐かいしたことがある。


  　そういうわけで、いつもアッケラカランと能天気な妹のようすがふだんと違うと、また何かそういった困った女子モテがらみのトラブルがあるんじゃないかと、心配してしまうのは兄として当然のことである。


  「いーえ、お母様にはすべてお見通しよ！　あっくん、きょーちゃんが何か悩みでもあって顔合わせないんじゃないか、とか心配してるんでしょお～。ちっちゃいころから、妹思いの優しいお兄にいちゃんだったもんねぇ～？」


  　母親が、俺のほっぺたにぐりぐりと指ドリルを押しつける。痛い痛い、ほっぺたに穴が開あいて中から梅こぶ茶が出てきてしまう。妹も、よく俺にこういう指ドリルをするのだが、さては母親からの遺伝か？


  「まあたぶん、水球の試合が近いんじゃないの？　今日きよう子こはなんとかいう、点取るのにすごく大事なポジションなんでしょ？　だから人一倍練習しなくちゃなんでしょ？　お父さんが起きるころにはもう家を出てるから、お父さんも寂しがってるけど、チームの一員としての責任ってのもあるだろうし、高校生にもなるといろいろ責任が出てきて大変よねー」


  　母親は、あきらめ混じりの微笑を浮かべた。


  　たしかに高校生にもなると、部活やら何やら責任を背負うことがふえてきて、いろいろ大変だ。部活をやってない俺でも、自分たちで作った仏像愛好会でけっこう忙しいから、まして人数が多くて試合なんかもある部活をやってる妹は、いっそう大変なんだろう。


  　試合が近いという話は、聞いてはいないが……だが、ここしばらくの妹の態度の変化の原因が、試合に勝つための練習強化ってことなら安心はできる。


  　いや、くれぐれも「毎朝ほっぺにチューしてほしい」というわけじゃない。事件がらみとかじゃないなら安心だ、っていう意味だぞ。むしろ、ほっぺにチューに関しては迷惑だから、やめてくれてありがたいぐらいだが……。


  （む？）


  　妹のキスを思いだしたとき、突然俺の記憶の中の妹の顔が、別の少女のそれに変わった。妹よりも少しほっそりしていてやや大人っぽく、かわいい系というより美人系だ。長いストレートの黒髪は清せい楚そで、その肌は透き通るように白い。白いが、頬ほおがごくわずかに赤く染まっている。閉じたまぶたをふちどる黒いまつげは、硬質のペンで線を引いたようにくっきりと長い。


  （りりりりり、凛りん世ぜっ？）


  　なんで俺は、ここで凛世のことを思いだしたんだ？


  　三み剣つるぎ凛世は、妹の親友で、同じ水球部の部員である。親友というか、本人は妹に対して恋愛感情を抱いているが、それを百ゆ合り趣味のない妹には絶対の秘密にしている。


  　そんな凛世は九月のはじめ、幼いころうっかり結婚の約束をしてしまった婚約者に迫られた。そのゴタゴタに巻き込まれた俺は、凛世と駆け落ち状態で婚約者から逃げまわった。その逃避行の最後の日に、凛世はテーマパークのホテルの部屋で、最高級の香水と最高級のドレスに身を包み、俺に……。


  　いや、あのとき俺は疲れていた。たぶん夢か幻でも見ていたのだ、そうにちがいない。


  　だって、そもそも凛りん世ぜは男嫌いである。しかも、同じ水球部のチームメイトである妹のことが、恋愛対象的な意味で大好きである。そして、その妹は俺にやたらとベッタリである。すなわち俺は凛世に、「男であること」と「妹にまつわる恋こい敵がたきであること」の、二重の意味で嫌われている。そのはずなのである。


  　要するに、凛世が俺にキスをするはずなど、ぜったいにない、ありえない！


  「あっくん、顔赤いわよ。梅こぶ茶で酔っ払ったの？」


  　母親に指摘されて、俺はハッと我にかえった。


  　そうだ、俺はまだ朝食の途中だったのだ。そして、沸騰しそうな熱々の梅こぶ茶が入った熱々の湯ゆ呑のみを、いつの間にかぎゅううっと握りしめていた。


  「あちちちち、熱いーっ！」


  　俺は大急ぎでシンクの前に行き、蛇口をひねって真っ赤な手を冷やした。


  　悟りを目指すこの俺が、なんたる失態。完全に、煩ぼん悩のうに振り回されているじゃないか！　俺は手をふくと、よろよろと学生カバンを取った。


  「……じゃ、行ってきます」


  「え、もう？　ゆっくり食べていけばいいのに、まだ早いわよ？」


  「学校に着いてから、少し座禅を組む……」


  　煩悩を追い出さないと、授業に身が入りそうにない。


  　凛世が俺にキスしたのは、あれは夢だと、俺はそう思っていた。


  　けれども、「俺が凛世にキスされた夢を見た」次の朝、妹は俺の服をクンクン嗅かいで、そして「凛世と同じ香水の匂においがする」と言った。そのせいで、急に俺は、あの夢がほんとうに夢だったか、それとも現実だったのか、わからなくなったのだ。


  　いや、ほんとうに夢だったんだと思っている、だって凛世が俺にキスするなんていろんな意味でありえない。凛世は男嫌いだし、妹をめぐって俺を恋敵として敵視しているし、もしそれらの要素が全くなかったとしても、うちの学校で妹と並んでトップレベルの美少女と名高い凛世が、俺のような地味で平へい凡ぼんな男子にキスするというのが現実的にありえない。


  　ありえないから、夢だと思う。夢だったとしたら、そんな夢を見てしまった自分の煩悩に自じ己こ嫌けん悪おしてしまってモヤモヤする。で、心のどこかで、


  『もしかしたら夢じゃなかったかも？』


  　と思って、それが確かめたくて、モヤモヤする。かといって凛世に、


  『おまえ、俺にキスしたっけ？』


  　なんて、聞けない、それが事実でも事実でなくても聞けない！　確かめるすべがない疑問が胸に渦巻いている状態なので、とうぜんモヤモヤはつのるばかりだ。


  　女によ性しようは悟りをじゃまする悪魔マーラだと言い切ったお釈しや迦か様は、さぞかし苦労したんだろうなあと、あらためて思ったのだった。


  



  　妹の態度の変化にしろ、凛りん世ぜのキスにしろ、最近の俺はモヤモヤすることが多すぎる。こんな日は、朝のキリッとした空気の中で座禅でも組んで、悟りの気持ちを取りもどしたい。同じ仏像愛好会の高たか野のや比ひ叡えいといっしょに、昼休みには写経でもしようかな。


  　女子というものは、いろいろややこしくて気疲れしてしまう。気心の知れた高野や比叡に会って、癒やされたい。


  　世の中が男だけなら、さぞかしラクチンなんだろうなあと思う。お釈しや迦か様以後にできた仏教の教えによると、男しか成じよう仏ぶつできない、つまり極ごく楽らく浄じよう土どへは男しか行けない。女は男に変へん成じようしてから極楽浄土へ行く。すなわち極楽浄土は男の園なのである。そんな極楽浄土を考えた昔の僧侶たちの気持ちが、今の俺にはよくわかる。


  （せっかく妹から解放されたんだから、土日は久しぶりに高野と比叡を誘って、鎌倉あたりまで足を延ばして寺社仏閣を巡ろう。今まで、休日は妹に振り回されて、いつも高野と比叡だけで遊びに行って、俺は置いてけぼりだったからな。妹が俺に構わなくなって、その理由も部活というなんら心配のないものならば、俺があれこれ気にする必要はぜんぜんないじゃないか。スッキリと悟りを……）


  　自分自身を説得するように、そんなことを考えながら、俺は最寄りの駅から学校へ向かう電車に乗った。朝のラッシュアワーは、学生や会社員でごったがえしている。東京の交通事情は、ちょっとどうにかうまく分散してまんべんなくラッシュ回避できないものかと、いつも思う。


  　押し合いへし合いしながら電車に乗りこむとき、入れかわりにブラウススーツを着た、ＯＬっぽい女の人が降りてきた。どうやら、降りるタイミングが遅れたらしい。俺は足を止めて、先にその女の人を通した。その女の人は俺の横を通りすぎるとき、軽く会釈した。すると、長い髪がふわっと揺れて、かすかに香水の匂においが広がった。


  （あれ、この匂い……）


  　振り返ったときには、女の人はもう、雑踏の中に消えていた。


  （凛世がつけてたのと同じ匂い……？）


  　その瞬間、また俺の心は何かえたいの知れないモヤモヤにとらわれてしまった。ぼんやりしている俺を、人の波が自動的に電車の中へ運んでいく。おぼろげなあの夜の「夢」の記憶が、俺の心によみがえる。すると、もうだめだ。胸がドキドキして、頭がカーッと熱くなって、もう何も考えられなくなってしまう。お釈迦様のことも、仏像のことも、悟りのことも。


  （いかん、このままでは俺は堕だ落らくしてしまう。それに、なんかすごく気持ちが苦しくて、耐えきれない。何とかして、このモヤモヤした状況に決着をつけないと……！）


  　満員電車の中で、俺は悶もん々もんとした気持ちを胸に抱きつづけていた。苦しいのは、満員電車のぎゅうぎゅうのすし詰め状態のせいだけではなかった。


  



  　けれども、そんな俺の決意と勇気は、校門に到着する前にあえなく崩れた。


  　校門へ向かう塀へい沿いの道で、俺よりも三十メートルほど先を歩いている女子の姿に、俺は気づいた。登校ラッシュの時間で、ほかにも百人ぐらい生徒が歩いていたが、そんな雑踏の中でも、たとえ後ろ姿でも、一瞬で凛りん世ぜに気づいた自分に驚いてしまう。


  　いや、しかし一瞬で気づくのも当然かもしれない。水球で鍛えた、すらっと細く、だが骨と皮ばかりのガリガリとは違う、健康的に引き締まったスマートなプロポーション。一糸の乱れもないほど完かん璧ぺきに着つけられた、清せい楚そな制服姿。その背に揺れる長い黒髪は腰まで届き、絹糸のようにさらさらで、朝のまぶしい金色の光が反射して、粒子のようにはじけている。


  　凛世は他の生徒を追いこして、ぴんと背筋を伸ばし、スタスタと歩いていく。もちろん、凛世の歩くスピードが速い、ということもある。水球の基礎練習で走りこんで脚力は十分だし、生き真ま面じ目めな凛世の性格上、ぶらぶら歩いて遅刻など絶対に許されようはずもない。


  　だが、それ以上に相対的にまわりの歩みが遅いために、凛世が彼らを追い越していくのだ。そして、なぜまわりの歩みが遅いのかといえば、凛世が横を通り過ぎた瞬間、男子も女子も、思わず息をのんで足を止め、その姿をしばし呆ぼう然ぜんと見送ってしまうからである。


  「キレー……今の、一年生の三み剣つるぎさんよね？　近くで見たの初めて、信じられないぐらい綺き麗れい……」


  「何あの肌、三剣さんの肌チョー綺麗！　高校生女子のぶんざいで、顔にニキビが一粒も存在しないってどんだけ肌がきれいなの！　奇跡の美肌すぎる！」


  「すげー、三剣の横顔はじめて近くで見た、まつ毛すっごい長かった！　美人なのにツンツンしてるなあと思ってたけど、あれはツンツンでも仕方ない、むしろツンツンしてるからこそ美人度がアップするタイプだと理解した！」


  「だろだろ、あの長いまつ毛を伏せ気味にして、道端のゲロでも見るような目で見下されたいよな！」


  「いや、そこまで上級編でなくてもいいけど、でも美人すぎて面と向かって話とかはできないなあ。ぜったい緊張して、何も言えなくなる！」


  　凛世が通り過ぎたあとには、絶賛の嵐である。なんだろう、俺は関係ないのに、その絶賛の声が気恥ずかしくなってしまうのは。


  　そして、そんな声が渦巻く中で凛世に話しかける勇気は、俺にはなかった。「なんであんな地味な奴が、あんな美少女と親しげに？」と敵視されるのは、妹のときだけでじゅうぶんである。


  　それに何より、事実関係をはっきりさせたいとはいえ、やっぱり直接聞けるわけがないのである、『俺たちキスしたっけ？』なんて。そして、もし凛世のほうからその話が出たらと思うと、結果がどっちであれ聞くのが怖くて、俺は他の生徒と同じように、歩調を遅くしてしまった。


  　そう、あのキス（の夢）の日から一か月ちょっとが過ぎ、制服は半はん袖そでから長袖に変わって、そんな時間が流れたというのに、俺がまだ凛りん世ぜと話せていないのは、俺のほうがこうやって、ついつい凛世を避けているからである。


  　今日もやっぱり勇気が出せずに、俺はぐずぐずと歩いていた。そのとき、俺の背後から甲かん高だかい元気な声が聞こえた。それとほぼ同時に、凛世が俺のほうを振りかえった。俺はドキッとして足を止めた。


  「りんりーん！」


  　手を振りながら俺の横を通り過ぎていったのは、小柄な一年生で保健委員の草くさ野の小こ麦むぎだ。


  （ああ、何だ。小麦の声で、凛世は振り返ったのか……）


  　俺はひどくホッとして、思わず自分の胸をさすっていた。


  「あっ、お兄にい様。おはよーございますですぅっ♪」


  　小麦が、俺の横をとてとてと走っていく。遅い。小麦は水球部ではなく、保健委員だが、それにしても遅い。五十メート走なら十五秒ぐらいのスピードだ。


  　それで、なかなか進まない小麦を待ってるその間、凛世はずっとこちらを向いていた。小麦を見ていたが、ふと視線が動いて、俺がいるのに気づいたようだった。


  　俺と凛世の視線が合った。その瞬間、俺はあの夜の（夢の中の）、凛世の唇くちびるの感触や、俺の顔にわずかにかかった息の感触までよみがえって、顔がカーッと熱くなった。
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  　そして、突然凛りん世ぜはこっちに歩いてきた。遅い小こ麦むぎを自分のほうから迎えに来たようだが、凛世との距離が近くなっただけで、俺はあたふたととまどってしまった。距離を取りたい、離れたい、と思ったが、いくらなんでも目の前で逃げるのは失礼であるという礼儀は持っている。


  　とりあえず視線は外したかったが、目が動かせない。こんなに凝ぎよう視ししていたら、いつもの凛世ならぜったい「何をじろじろ見てるの、ケンカでも売ってるの？」と来るだろう。凛世は大金持ちのお嬢様だから「ケンカならいくらでも買うわよ、お金に糸目はつけないわ！」と来るかもしれない。


  　いや、でもそのほうがいい。あの夜の（夢の）ことについて語られるよりは、罵ば倒とうされるほうがずっとましだ。でも、できればこのまま、俺のことは道端の石ころぐらいに思って、見て見ぬふりをしてくれればいいのに……と、ドキドキしていた。


  　のだ、が。


  「おはよう、兄あに貴きさん」


  　当たり前に、凛世はそう言った。ごく自然に。……ほほえんで？


  　次の瞬間には、凛世の視線は俺より少し先にいた小麦にうつされていた。


  「おはよう、小麦」


  「りんりん、おはよーですぅ～！　いつも以上に髪サラッサラですぅ、シャンプー変えたですぅ？」


  「ううん、変えたのはヘアブラシ」


  「えーどこのですぅ、教えてほしいですぅ～」


  　二人はそのまま、他愛もない会話をしながら、俺に背を向けて歩いていった。


  



  　俺は完全に固まってしまって、その場を動けなかった。凛世が俺に向かって、ほほえんであいさつするなんて？


  　ありえない。凛世が俺にキスをした（かもしれない）ことも、ほほえんであいさつすることも、あの引っつき虫よりもベタベタした妹が俺と距離を置くことも、何もかも今までとはありえない状況である。


  「……そうか。解げせたぞ！」


  　アニメの「一休さん」の「ポクポクチーン」の音が、俺の頭の中に鳴りひびいた。


  「これは、パラレルワールドだ！　ツンゴラ凛世は愛想よく、ベタベタ妹はそっけないということは、どう考えてもパラレルワールドに違いない！　俺は悟りを開こうとして精神修行をしすぎて、悟りを開くかわりに超能力を手に入れてしまったのだ！　そして、パラレルワールドに迷い込んでしまったのだ！」


  　これほどパーフェクトに矛む盾じゆんのない答えは他になかろう。ということは、さてどうやって元の世界へ帰ればいいだろうか……と、俺がはるか遠い故郷への切ないノスタルジーを抱きつつ考えていると、後ろから高たか野のと比ひ叡えいが追いついてきた。


  「日向ひゆうがくん、どうしたですか～？　そんなとこで止まってたら、遅刻してしまいますですな～」


  　仏像のように目が細く、高こう僧そうのように悟りを開いた柔にゆう和わな表情の、小柄なほうが俺に話しかけてきた。


  「やあ、高野」


  　俺は、その小柄なほうに返事をした。小柄なほうは、わずかに焦あせって自分を指さした。


  「えっ？　い、いや、ぼくは比叡ですな～」


  「高野はぼくでありますな～、日向くん。夜よ更ふかしして寝ボケてるでありますか～？　身長と語尾で、見分けがつくはずでありますな～」


  　仏像のように目が細く、高僧のように悟りを開いた柔和な表情の、大柄なほうが俺に話しかけてきた。俺は、そいつに返事をした。


  「やあ比叡、おはよう」


  「だから、ぼくは高野でありますな～！」


  「比叡はぼくですな～、顔でわからないですか～？」


  　いや、顔では正直、二人の見分けはつかないが……。しかし、ここまで必死に否定するということは、やはり背が高いほうが高野で、低いほうが比叡か。そういえば高校に入ってはじめてこいつらと友達になったとき、なかなか見分けがつかなかった俺は、


  『高野の高は背が高いの高、比叡のひは低いのひ』


  　と、〝いい国作ろう鎌倉幕府〟に匹敵するほどの完かん璧ぺきな語ご呂ろ合あわせ記憶法を開発したのではなかったか。


  「ほんとに、高いほうが高野で、低いほうが比叡？」


  　俺が二人を指さし確認すると、二人ともこくこくとうなずいた。


  「……そっか。悪い、ここはパラレルワールドだから、二人は逆かなと思ったんだ」


  「何をいきなり朝っぱらから、素すっ頓とん狂きようなことを口走ってるですか？　家に脳ミソを忘れてきたんだったら、先生に言っておいてあげるので取りに帰ったほうがいいですな～」


  　比叡のやつ、悟りを開いた高僧のような穏やかな顔をしているのに、けっこうキツいことを言う。やはりここはパラレルワールドなんだな、こいつらこんな仏のような顔をして、この世界ではすっごい悪いのかもしれないぞ。


  「なあ二人とも、今日学校が終わったら、血しぶき飛び散る残酷で暴力的なスプラッタホラー映画でも観に行かないか？」


  　俺は笑顔で二人をさそった。この世界の二人なら喜んでついてくるかと思ったんだが、なぜか二人ともドン引きしている。


  「何言ってるでありますか、そんなの観たらせっかく悟りを開くために日々写経とかをがんばっているのに、心が悪魔マーラの手の中に堕おちてしまうでありますよ～。同じ見るなら、お寺で涅ね槃はん図ずの屏びよう風ぶでも見て悟りを開くでありますな～」


  「日向ひゆうがくん、今日はいったいどうしたですか～？　なんだか変ですな～、何か悟りの妨げになるようなものがあるなら相談してほしいですな～」


  「そうでありますよ～、三人でずっと仲良く悟りの道を目ざすと誓ったでありますからな～」


  　二人の親切な言葉を聞いて、俺はハッと気づいた。こんなにいい友達が、他にいるはずがない。


  「ここは……もしかするとパラレルワールドじゃなくて、もとの世界なのか？」


  「もしかしなくてもそうですな、ほんとに何があったですな？」


  　比ひ叡えいが真剣な表情で俺に聞き、隣では高たか野のも真剣にうなずいている。


  　この二人なら、相談したら答えを与えてくれるかもしれない。


  　凛りん世ぜのことを話すのは、「俺は凛世とキスをした夢を見てしまった」という話をしなければならないため、さすがの親友たち相手でもはばかられる。だから、そっちは黙っておくことにして、俺は、妹が最近俺と距離を置いてる、ってことを二人に話した。


  「そんなこと今までの妹からするとありえなくて、それでここはパラレルワールドじゃないかという結論に達したんだよ」


  「いやいや、いきなり一番突とつ拍ぴよう子しもない遠いところの可能性にいかずに、もっと『考えられそうな理由』から考えるでありますよ」


  　高野が、教え諭さとすように俺に言った。


  「考えられそうな理由って、たとえば何だ？　妹が誰かとゴッツンコして、精神が入れ替わってしまったとか？」


  「いや、それもかなり遠いでありますな～。ＳＦから離れるでありますな。たとえば日向くんが悟りに近づいてるから、という理由はどうでありますな？」


  「俺が悟りに近づくのと、妹が疎遠になってるのと、何か関係あるのか？」


  「お釈しや迦か様の時代から、女によ性しようは悟りの道をじゃまする悪魔マーラの化け身しんでありますな。それに構われなくなったということは、日向くんが煩ぼん悩のうから解げ脱だつしつつあるということで、よい傾向でありますよ～」


  「そうそう、妹さんが日向くんに近寄ってこないというのであれば、それは日向くんが悟りに近づいている証拠かもしれないですよ～」


  　比叡も言った。驚くべき視点からの新鮮な意見に、俺の目からポロッとウロコが落ちた。


  「俺が……悟りに近づいてる？」


  「そうですな、だから悪魔マーラの化身の女によ人にんは、日向くんに近づけないのですな～。完かん璧ぺきな推理ですな！」


  「うおお～、完璧な推理でありますよ、さすが比叡くんでありますな！」


  　そうか、俺が悟りに近づいているから妹がくっついてこないのか！


  　菩ぼ提だい樹じゆの下で修行していたお釈しや迦か様を悪魔マーラたちが誘惑しようとしたが、お釈迦様は強い精神力でそれを拒絶し、悪魔マーラたちはあきらめて去った。そもそも悟りの道を突き進む強い精神力があったからこそ、悪魔マーラたちはお釈迦様にふれられず、腕ずくでどうこうできなかったから誘惑するしかなかったのではなかろうか。


  「なるほど、すごく納得した。やっぱり相談すべきは仏教に詳しい親友だな、ありがとう！」


  　妹が俺を避けてる理由がわかって、俺はのどにつっかえていた骨が取れたような爽そう快かい感かんを感じ、二人の手をそれぞれ固く握った。


  「いやいや、迷いは悟りの道をじゃまするですな～。ともに悟りの道を目ざす僧職男子として、またいつでも相談に乗るですな！」


  「そうでありますよ～。日向ひゆうがくんはこのあいだ、ぼくがみーなちんに会ってもらえなくて心配しまくってるときに、相談に乗ってくれたでありますから、お返しに相談に乗るぐらい朝飯前でありますよ～」


  　そういえば高たか野のも、ガールフレンドのみーなちんに避けられムードで落ちこんでいたっけ。みーなちんは三年生で年上で、でも年下男子を翻ほん弄ろうする肉食お姉様というタイプではなく、物静かでおっとりしたタイプである。高野が背が高いこともあって、あんまり年上彼女っぽいつきあい方ではなく、わりとふつうな感じだった。


  　だから二学期になって大学受験が意識されはじめると、受験生のみーなちんは高野より年上という事実が強調されるのが嫌いやで、高野を避けてたっぽい。無事に仲直りできたようなので、やれやれである。


  （そうだな、高野も仲直りできたわけだし、妹のことはあんまり気にしなくて大丈夫か）


  　妹にどう思われてようがどうでもいいと俺は思っていたけれど、なぜかホッとしている自分がいた。


  　高野が、俺に言った。


  「あっそうだ、朝飯前で思いだしたでありますが、みーなちんの相談に乗ってくれたお礼と、日向くんが悟りを開きつつあることを祝って、今日の帰りはどこかに食べにいかないでありますか？」


  「おお、いいですな～！　では、精しよう進じん料理でも食べにいくですな？」


  「ほほう、精進料理！　それはナウでヤングでありますな～！」


  「うんうん、いいな！　学校帰りに寄り道して飲食しちゃうなんて、ちょいワルな感じでドキドキするな！」


  　やっぱり、持つべきものは友達だ。俺が悟りを開きつつあることと、凛りん世ぜのほほえみは全くつながらないからそっちの問題は解決してないが、何はともあれ、妹の謎が解けただけでも少しは気が楽になった。


  　ふと、比ひ叡えいが俺の背中の後ろに回って、俺の上着を引っぱった。何かと思って振りかえると、上着に鼻をくっつけてくんくんやっている。


  「な、なんだ？　ひょっとして、汗くさい？　きょ、今日は暑いから、でもちゃんと洗濯はしてるから！」


  　焦あせって言い訳してる俺に、比ひ叡えいは涼しい顔で答えた。


  「じゃあなくて、妹さんの話で思いだしたんですな。ぼく妹さんに、きのう話しかけられたですよ～」


  「えっ、妹が……比叡に？」


  　なんでまた比叡に？　俺が悟りを開きつつあって近づけないというなら、比叡ならなおさらじゃないのか？


  　そういえば、比叡は地味な仏教男子ではあるが、彼女のるかにゃん（一年生）がかなりかわいい系の美少女なので、


  「あんな地味な糸目で背も低くて、かっこいいとこ全然ないっぽいのに、るかにゃんみたいなかわいい子に好かれるってことは、ぜったいそれを補ってあまりあるほど性格いいんだよ！」


  　みたいな話になって、最近、下級生の人気が急上昇している。ひょっとして、妹も比叡のことを、そう思ってるってことか？


  　俺は、妹に対する態度はいつもめんどくさそうだったりじゃまくさそうだったりで、あまり優しい兄あにではなかったかもしれない。いっぽう、るかにゃんに対する比叡の態度は紳士そのもので、たしかに女子はあの優しさや柔らかい物腰にグッときそうだということも認める。


  　でも、俺は兄なのに、兄の俺とは話さないのに、比叡には話すのか……？　って、な、なんで俺は、胸がチクチクしてるんだっ？　妹なんて、ベタベタしてうっとうしいといつも思ってたのに？


  「あ、あの、比叡……」


  　心の半分では気になり、心の半分では何か怖いから聞きたくないなあと葛かつ藤とうしながら、俺は比叡にたずねた。


  「あの……さ、妹、その、何を言ってた？」


  「確か、香水がどうの、ですな」


  　比叡は、思いかえすように額を人さし指で押さえながら答えた。


  「香水？」


  　また凛りん世ぜの香水の匂においが鼻の奥によみがえってきて、俺は条件反射でドキドキした。顔も熱くなってくる。それを、高たか野のに冷静に指摘された。


  「どうしたでありますか、日向ひゆうがくん。顔が赤いでありますよ～？」


  「あ、い、いや、何でもない」


  　俺は必死に深呼吸して、乱れる自分の気持ちを抑えつけようとする。まったく、妹のこととか凛世のこととか、なんで俺はこんなにいろいろとっ散らかってるんだ？　ついこの間、ようやく兄としての自覚を持って、妹や妹の友達とつきあえる気分になったというのに、なんで今またぶんぶん振り回されてるんだ？


  　この俺の迷走っぷりって、ぜんぜん悟れてない気がするんだが、ほんとに俺は悟りに近づいてるんだろうか？


  「と、とりあえず妹は、比ひ叡えいに香水のことを聞いたってことか？」


  　ややもすれば乱れかける呼吸を整えつつ、俺は比叡にたずねた。


  「そうですな、いい匂においするけどなんていう香水をつけてるのか、って聞かれたですな」


  「比叡くん、香水つけてるでありますか？　おしゃれさんでありますな～」


  　高たか野のが感心している。俺もびっくりした。比叡め、ともに悟りの道を極めようとしているはずなのに、彼女ができたからって色気づいて、軽けい佻ちよう浮ふ薄はくにもほどがあるぞ！


  　すると、比叡はあわてて首をぶんぶん横に振った。


  「いやいや、ぼくは香水なんかつけてないですな！　ただ、白びやく檀だんの線香を制服にたきしめて、香りをとめてあるですよ。仏教系男子のたしなみですな」


  「そっか、だからいつも比叡くんは仏壇っぽい香りがするでありますな。おしゃれでありますな～」


  　ほほう、いいなそれ。俺もマネしてみようかな。トニックシャンプーのハードミントの香りは、僧職男子にあまり似合わないなあと思っていたところだったのだ。


  　いや、それはともかく、妹の話だ。


  「なんで妹は、香水の話なんて聞いたのかな」


  「さー、わからないですな。妹さんはいきなり、ぼくの制服の背中を三十秒ほどクンクンかいでから、『んー、比叡さんの香りとは違うなあ』とつぶやいたですな。それでぼくが『どうしたですな？』って聞いたら、『比叡さんのこの香水ってお寺とかの匂い？』って聞くから、『線香は、もともと葬式で死臭をごまかすために使われていたけれど、座禅のときとかに、瞑めい想そうにいざなうアロマテラピー的な効果もあるですな。ちなみに、ぼくが使ってるのは白檀のお線香ですな』と返事をしたら、『座禅のとき、フローラルっぽいお香をつけることってあるの？』と、聞かれたですな」


  　フローラルっぽいお香……？　なんで妹は、そんなものを探しているんだ？


  「フローラルって、何でありますかな～？　伽きや羅らも桂けい皮ひも丁ちよう子じもウッディ系だし、茴うい香きようは高級中華料理系の香りでありますなあ。しいて言えば最近出てきた、ラベンダーやローズの線香でありますかなあ～？」


  　高野が、虚こ空くうを見上げながら考えこむ。


  「しかしながら、どうして日向ひゆうがくんの妹さんは、そんな質問を比叡くんにしたのでありますかな？」


  「ぼくの香りが、よっぽどよかったんだと思うですな。それでぼくは、フローラル系のお香を探してるなら、日向ひゆうがくんに仏具店に連れてってもらって、好きな香りの線香を選んでくればいいですな、ってアドバイスをしたですな」


  　そうだ、線香のことなら俺に聞けばいいじゃないか。比ひ叡えいがさっき言ったように、線香は香りの強い花を飾るのと目的は同じ……だからフローラルなお香でもぜんぜん罰ばち当あたりじゃないんだよとか、そんなことから事細かに仏教について教えてやるというのに。


  「妹は、俺にそんなこと一言も聞きにきてないぞ」


  　別に不服じゃないけど。不服なんかじゃないんだからねっ！


  「ほう、やっぱりそうだったですな？」


  　比叡が首をかしげて言った。


  「やっぱり、ってなんだ？」


  「妹さんにアドバイスしたあと、『いや、兄あにっちには聞けないの。この質問を比叡さんにしたことも、兄っちには内緒にしててね、かわりにこれあげるから』って、小袋入りのビスコをもらったですな」


  「おまえ、口どめされてるのに言っちゃってますよ？」


  　信じられない、こいつ！　いや、聞けてよかったけど。


  「はうあ、しまった！　ビスコの小袋ぐらいでは、うっかり口が滑ってしまったですな。これでは、懺ざん悔げした人の告白をぜったいにもらしてはならない神父さんとかにはなれないですな、仏教でよかったですな」


  　いやいや比叡、お坊さんだって口の軽いのはダメだろう。とは思いつつ、俺は比叡の肩をポンと叩たたいた。


  「結果的には、話してもらえてよかったけどな。妹が最近、何を考えてるのかよくわからなくて、なんかモヤモヤしてたから……少しでも、妹が何考えてるのか聞けてよかったよ」


  「それにしても、妹さんがなんでいきなりお香に興味を持ったのか、ふしぎでありますな～。女子力アップのため、アロマテラピーでも始めるつもりでありますかな～？　で、なんでそれを日向くんには内緒なんでありますかな～？」


  　高たか野のは長い腕を組み、首をかしげる。比叡が、ぴんっと人さし指を立てて意見を出した。


  「そこんとこですが、今までの話を総合すると、日向くんの妹さんが目指してるのは女子力アップではなく、仏教力アップではないかと、ぼくは思うですな」


  「何だよ、仏教力って。勝手に変なパラメーター作るな」


  「つまり、今まで日向くんは、妹さんの悪魔マーラにも匹敵する所しよ業ぎよう、平たく言えば煩ぼん悩のう攻撃に困らされてきたですな。廊下ですれちがったらいきなり、あいさつがわりに耳ひっぱってほっぺにチューとか、はたで見てるぼくたちもたまにドキッとして、悟りの心を乱されそうになったですな」


  　うわああああっ、それ見られてたのかあああ！


  　思わず頭をかかえて穴があったら入りたい気分になった俺に、比ひ叡えいは続けて言った。


  「しかし、日向ひゆうがくんもご存じのとおり、お釈しや迦か様も再三悪魔マーラによって煩ぼん悩のうの幻を見せられ、瞑めい想そうのじゃまをされたにもかかわらず、断固としてそれをはねのけたですな。それで、悪魔マーラはついに屈したわけですな。日向くんもそれと同じく、仏の道を逸いつ脱だつすまいという血のにじむような強い意志と努力によって、妹さんの煩悩をはねのけ続けたですな。それで、ついに妹さんの心の中の悪魔マーラが敗北を認めた、とぼくは推測するですな～」


  「ほほう！　さっきの話では、妹さんが悟りを開いた日向くんに近づけなくなったという結論だったでありますが、それだけではなく、仏に帰き依えする気にすらなったということでありますかな？」


  　ぽむ、と高たか野のが手をたたいた。比叡は、こくこくとうなずく。


  「そのとおりですな、お釈迦様の話に『央おう掘くつ摩ま羅らの改心』があるけど、あんな感じですな」


  　央掘摩羅の改心……俺はその故事を思いかえしてみる。


  



  　央掘摩羅はコーサラという国の修行僧であり、もともと高潔な人物であったが、陥れられた怒りから殺人鬼となった。人を殺してはその指を切り取り、首飾りにしていた。


  　人々は恐れてコーサラ国の王にどうにかしてくれと直じき訴そし、噂うわさを聞いた釈迦も人々を救うために立ちあがり、央掘摩羅のもとへ向かった。


  　央掘摩羅はすでに九十九人を殺していて、百人目の犠牲者を物ぶつ色しよくしているところだった。そこに釈迦が来たので、彼は殺そうとして向かってきたが、釈迦は全く動揺せずに静かに立ちつくしている。以下、わかりやすく少年漫画風にまとめると、


  『なんだこの坊主ッ、殺人鬼のこの俺を前にして微動だにしやがらねえとは！　不気味ッ、あの余裕があまりにも不気味だ！　俺ごときいつでも虫ケラのように粉砕できるとでも言いたそうなその余裕、何か反撃の策でもあるのか、もしやあの托たく鉢はつ用の鉢に何か秘密がっ？　すっごい重い鉄でできてて頭ず蓋がい骨こつをブチ割る勢いで殴ってくるとか、まさか飛ばして遠距離攻撃を仕掛けてくるとか？　とにかく警戒だ、奴の手がわからなければ、危なくて攻撃できねえッ！』


  『これこれ、央掘摩羅とやら』


  『ひいいいい！　うっ動くなテメー、動いたらブッ殺すぞ！』


  『わたしは動いてはいないぞ』


  『ううううう嘘うそつけええええ動くなあああああ！』


  『わたしは無の境地にいて微動だにしてはおらぬ。動いて見えるのは貴様が動いているからだ、その殺意が貴様を動揺させておるのだよ』


  『ぐうう参りましたッ、弟子にしてください！』


  　とまあ、こんな感じの話である。


  「妹さんも央掘摩羅のように、日向くんの無の境地に感銘を受けて仏門に帰依したいと思い、線香をたいて座禅でも組もうと考えたんだと思うですな～」


  　と、比ひ叡えいが言った。ふうむ、一理ある。今の比叡の仮説なら、妹の行動の全てが納得できる気がする。


  　すなわち妹は今までの行いを反省し、座禅でも組んで悟りを開こうと思った。


  　ところで何度も言うように、男子にとって、女によ性しようは悟りの道をはばむ悪魔マーラである。それで俺は、妹が俺にベタベタしてくるのを、とても迷惑に思っていた。


  　そこで妹も、女子にとっては男が悟りの道をはばむ悪魔マーラだと考えたのではないだろうか？　それで、かつて俺が妹を避けていたように、俺を避けだしたのではないだろうか。そう考えると、ものすごく納得がいく。


  　比叡だって男子じゃないか……と、思うかもしれない。だが仏像愛好会は俺たち三人しかいないから、線香を買いたければ嫌いやでも、三人のうちのだれかに相談することになる。そこで、比叡と高たか野のは俺より悟りを開いているし、比叡は小柄だからあまり異性であることを意識せずに話しかけられるため、質問相手に選ばれたとすれば、つじつまがあう。


  「なるほど、妹は悟りを開こうとしていたのか……！　気づかなかった！」


  　今まであんなに小生意気で俺をてこずらせていたあの妹が悟りを開いてくれるなんて、兄としてこんなにうれしいことはない！　いや、嫌われて避けられていたわけじゃなかったのがうれしかったなんて、そんなことは、俺はちっとも思ってないんだからねっ？


  「ようし、そういうことなら兄として、また仏教の先輩として、妹に仏教入門セットをプレゼントしてやらねばなるまい！」


  　がぜん元気が出てきた俺に、比叡が言った。


  「いいですな。ぼくたちも、ナウいギャルにぴったりのイケてる仏ぶつ具ぐのお見立てをつきあうですな」


  　どんな仏具だ、それは。


  　そこで予鈴が鳴ったので俺たちは立ち話をやめ、あわてて校門へすべりこんだ。そして放課後、俺たちは三人で、仏壇・仏具店へと向かったのだった。


  



  　原宿や裏原宿にファッションの店が立ち並んでいるように、仏壇・仏具店が立ち並んでいる場所、といえば、何といってもご老人の原宿・巣す鴨がものとげ抜き地蔵がある商店街であろう。


  　俺たちは路面電車を降りて、商店街をとげ抜き地蔵のほうへと進んでいった。商店街のゆるキャラ、白いカモの「すがもん」のグッズがあちこちで売られている。線香や数じゆ珠ずを売ってる店、赤い下着を売ってる店、地蔵最も中なかや地蔵せんべいの店などなど。それにソバ屋がとても多い。


  　あと、オーダーメイドの耳かきを作ってくれる露店があった。耳のサイズにぴったりの手作り耳かきに気持ちがグラグラきたが、今日は兄として、妹を悟りの道へ導くために買い物に来たのである。耳かきは、今度来たときにしよう。


  「仏教入門といえば、まずは数じゆ珠ずですな～」


  「あっ、日向ひゆうがくん。この数珠、チョーカワイイでありますよ～！」


  　仏具店の前で高たか野のが立ちどまり、長い腕を生かして、高いところにかかっている数珠を手に取った。どうでもいいが、無理した若者言葉が不自然極まりないぞ、高野。


  「ふむふむ、数珠は一番大事ですな～。ブレスレットと勘違いしてる人が多いけど、数珠はそもそも、何回お経を読んだか数えるためのカウンターなんですな」


  「そうそう、すなわち読ど経きようの必須アイテムとして、数珠選びは特に慎重にならざるを得ないでありますな。日向くん、妹さんにこの数珠、どうでありますか～？」


  　高野が持っているのは、薄いピンクの薔薇水晶ローズクオーツの珠たまが連なった数珠だ。数珠にはところどころに、何度お経を読んだかの数の目安になる、色の違った小さめの珠たまが入っているのだが、この数珠のそれは紫水晶である。いかにも女子向きの、かわいい色合いだなあと思った。比ひ叡えいも、目を輝かせて言った。


  「高野くん、それすごくいいと思うですよ！　先週、るかにゃんがデートに着けてきたブレスレットも、ピンクの薔薇水晶ローズクオーツだったですな～。るかにゃんが言ってたけど、薔薇水晶ローズクオーツは恋愛成じよう就じゆのおまじないなんだそうですな」


  「サラッとのろけるのはやめていただけるでありますかな、比叡くん。ぼくはみーなちんが三年生で受験なので、みーなちんの受験勉強のじゃまにならないよう、学食でのランチデートだけでがまんしてるというでありますのに」


  　高野は下唇くちびるを噛かみしめて言った。それで最近、高野は昼休みに教室にいないのか。いついつまでも、それこそ弥み勒ろく菩ぼ薩さつが降臨する五十六億七千万年後の未来までも、仏像愛好会の三人で仲良く机を寄せ合って、お弁当のおかずを交換しあおうねって約束していたのに。男の友情ってそんなものだったのか、および、ランチデートで毎日会ってるんなら文句ないと思いますが？


  「薔薇水晶ローズクオーツの数珠はかわいいかもしれんが、仏教の道に恋愛成就関係ないだろ？　俺としてはこの、菩ぼ提だい樹じゆの種をつなげたやつが功く徳どくがありそうで、いいかなと思うんだが。何たって菩提樹は、お釈しや迦か様が悟りを開いた木なんだし」


  　俺が、銀ぎん杏なんぐらいの大きさの実をつなげた数珠を手に取ってそう言うと、比叡はぶんぶんと首を横に振った。


  「菩提樹の種って、女子の手にはちょっとゴツすぎるですな～。それに、お釈迦様への恋愛成就イコール悟りを開く、的な感じでいいと思うですな」


  「そ、そうかな」


  　そう言われると、そんな気もしてきた。それで俺は、薔薇水晶ローズクオーツの数珠と、お祈り用のちっちゃい仏像と、薔薇水晶ローズクオーツとおそろいのローズ線香と、あと「はじめてシリーズ☆よいこの仏教入門」という手引書を買うことにした。


  　数じゆ珠ずは、水晶だけにかなり高かった。おかげで特大仏像プラモを買うはずだった俺の貯金が、一気に消えてしまった。


  （でも、妹の悟りの道のためならこれぐらい……。これでもう、妹がらみのあれこれの厄やつ介かいから解放されるなら、安いもんだ）


  　俺はそう自分に言い聞かせながら、泣く泣くお金を払った。プレゼント包装にしてください、というと、紫の包み紙に金のリボンという、いかにも高こう僧そうっぽいありがたいラッピングをしてくれたのだった。


  



  　俺はプレゼントをかかえて、家に帰った。買い物に時間がかかって、もう夕食の時間はとっくに過ぎていた。


  「ただいま、今日きよう子こは？」


  　家に帰ってすぐ、俺は母親にたずねた。母親は、階段のほうを指さして答えた。


  「いつもと同じよ。学校から帰ったらすぐ自分の部屋にこもっちゃって、出てこないの」


  　そんなに、俺に会いたくないんだな。でも今の俺には、妹が俺を避けてる理由がちゃんとわかってる。妹は悟りを目ざし、男子である俺に近づくまいとして、がんばって顔を合わせないようにしているのだ。


  　部屋までプレゼントを渡しにいこうかな……とも思ったんだが、わざわざ妹の部屋まで押しかけるなんて、悟りを開こうとしている妹の気持ちをむげにすることになる。


  　だから、学校で自然に顔を合わせたとき、声をかけて渡せばいい……と思って、俺はプレゼントの包みを学生カバンにしまってから、その日は眠ったのだった。


  



  　翌日、俺は学校で妹と「自然に」顔を合わせる機会をうかがって、一日中プレゼントの袋を持って校内をウロウロしていたんだが、ちっとも会えなかった。クラスまで押しかけていくのも、妹にベタベタした兄みたいに見えて不本意だし。


  　それで俺は放課後、屋内プールの前で妹を待つことにした。水球部の妹は、必ずここに来るはずだからだ。


  　果たして、妹が水着の入ったボストンバッグを肩に引っかけ、歩いてきた。


  「……あれっ……」


  　妹は、俺が待ってるのを見ると、明らかにとまどっていた。ひょっとして迷惑だったのか、と胸がドキドキした。ともあれ、ここは兄として、俺のほうからにこやかに話しかけるべきであろう。


  「やあ今日子！　これから部活かい？」


  「……どうしたの、兄あにっち。笑顔がうさんくさいんだけど」


  　妹がめちゃくちゃ警戒している。そんなこと言われても、仏教男子である俺は無表情がデフォルトなので、笑顔は難しいのだ。だって、僧侶がこぼれるような笑顔で木魚たたきながら念ねん仏ぶつ唱となえてたら、それはそれで怖いじゃないか。


  「別にうさんくさくなんかないぞ。おまえ、比ひ叡えいに香水のことを聞いたんだってな？」


  「えっ！」


  　妹の顔が、カッと赤くなった。


  「比叡さん、兄あにっちにはだまっててって言ったのに！　やっぱり、ビスコは箱ごと渡すべきだった？」


  「箱ごと持ってたのに小袋一個しかあげなかったのか、ケチだな」


  「だって全部あげたら、あたしが部活のあとでおなかすくじゃない」


  「まあまあ、おかげで俺にはおまえの考えてることが、よく理解できた」


  「え！　あ、あたしの考えてること、って……？」


  　妹は真っ赤になって、頭を押さえる。


  「いや、別にテレパシーとかそういう意味じゃないから。最近、おまえが俺を避けてるっぽい感じがして、それなりに気になってたんだ。比叡に話を聞いて、あーなるほど、って理解できた」


  「り、理解って……何のこと？」


  「悪かったな、兄なのに気づいてやれなくて」


  「な、何に気づいた、っての？」


  　妹が思いっきり警戒している。うーん、これではまともに話せそうにない、どうしたものか。


  　考えていると、ふと、妹のほっぺに米粒を発見した。


  「あ、今日きよう子こ。その米」


  「はっ！」


  　俺が指さすと、妹はあわててほっぺたを押さえた。その拍子に、米粒がはがれてポロリンと地面に落っこちる。


  「あー、落ちちゃった。しかたない、アリさんに寄付寄付」


  　いや、しゃがんで道行くアリのほうに米粒を指先で押してやってる場合か。


  　だが、なんとなくこれで、妹の緊張が少し解けたような気がした。妹は俺を避けてるし、距離を取ろうとしてるし、警戒している。だから、メシでもおごって、まず警戒心を解いて、それからプレゼントを渡して仏教についていろいろアドバイスしてやろう、と俺は考えたのだ。


  「なあ、今日子。きょう、部活休めるか？」


  「えっ、どうして？　何か用事？　あたし一年生だから、先輩たちの手前サボるわけにいかないんだけど？」


  　妹は、今いち気乗りしなさそうな顔をしている。とりあえず、この妹に対しては、食い物で釣るのが一番確実だろう。


  「おまえも知ってのとおり、おまえはラーメンが好きだ」


  「いやまあ知ってるわよ、ふつうに。自分のことだし」


  「うまいラーメン屋を見つけたんだ。おごるから、食くいにいかないか？」


  「えええー！　今までさんざんラーメン屋につきあうのを嫌いやがってた兄あにっちが、わざわざ誘うということは、よほどおいしいに違いない！　期待値←アゲ←アゲで行かせてもらっちゃいますよォォ～ン！」


  　両手を胸のところでグーにした妹の目が、キラッキラに輝いた。さすが、女子高生の食い意地はすべてに優先するようである。


  



  　そういうわけで、妹は部活に「急用で休みます」の連絡を入れたあと、俺といっしょに駅の東がわにあるラーメン屋へ移動した。


  　そこは「京都ラーメン」の店だった。京都というと和食のイメージが強いから、麺めん類といっても和風のウドンとかソバとかそうめん・にゅうめんな感じだが、実はラーメンも名物である。俺も京都タワーの中華料理店のラーメンを初めて食べたとき、そのおいしさに思わず落らく涙るいする勢いだった。


  「うっわー、おいしー！　何これ、こんなの食べたことないー！」


  　妹は、食欲大全開で京都ラーメンに舌した鼓つづみを打った。


  　京都ラーメンの特徴は、関西風の和のだしの深いコクがそのまま中華になったような、魚系のほのかな甘みのあるスープである。そこに黄金比率の適量の背せ脂あぶらが投入されているため、あっさりしているのにコクが舌にまとわりつき、塩味の後からじんわりと舌の上に甘みが広がる。味が、魔法のように変化するのだ。


  　俺のおごりだからといって決して遠慮することなく、ネギとチャーシュー大盛りを注文するあたり、妹らしいといえば妹らしい。しかも、俺がシンプルなふつう盛りの塩ラーメンを頼んだのを見たあとでも、怯ひるまず我わが道を行くのが、いかにも妹らしい。最近よそよそしかった妹だったが、この食欲を見ると、やっぱりいつもと変わらない妹だな、と安心する。


  「お姉さん、ええ食べっぷりどすなー。作ったほうも、うれしおすわ」


  　カウンターの中で、タオルを頭に巻いた京都弁のおじさんが、ラーメンの湯切りをしながらニコニコしている。


  「だってほんとにこのラーメン、ずるる、すっごくおいしいどす、ずるるん」


  　妹は左手でラーメン丼どんぶりの縁をもち、ラーメン丼の上にのしかかるような勢いで食べている。なんか肉食動物が、獲物を逃がさないようにつかまえながら食べてるようなイメージだ。


  　気持ちいいぐらいの食いっぷりに、周りにいた客も思わず妹を注視していた。


  「やべー……あの娘この食い方、超いい食いっぷり、超かわいい！　あんな娘の隣でラーメン食いたいなあ、ウマイだろうなあ」


  「そうか、あの娘このショートカットと、星の模様のパッチンどめの理由が今わかったぞ！　ラーメンに髪の毛が落ちず、両手でガンガン食くえるようにするためだ！」


  「な、なるほどぉ！　女がラーメン食うときって、サイドの髪かき上げながらラーメン食ってるもんな！　あれは無理だ、柳の下の幽霊みたいで辛しん気き臭くさい！」


  「おおっ、レンゲをわきに置いて両手でラーメン丼どんぶりをがっしとつかみ、スープを一気にいったあ！　丼から口を離したとき、熱々のスープで熱されて赤く染まった唇くちびるが、背せ脂あぶらでコーティングされてツヤプル質感に！　どんな高級化粧品の口紅よりも、美しいぞ！」


  　騒がしい客の多いラーメン屋だなあ。


  　そして妹はというと、ラーメンに集中しまくって、そんな声など全く聞こえていない。そこまでラーメンに集中できるラーメン愛は、ある意味見事である。


  「おい、そんなに必死に食わなくてもラーメンは逃げんぞ」


  「逃げないけど、のびるどすもん、ずるるん！」


  「あと、なんで京都弁になっとるんだ。京都ラーメンを食ったからか？　フランス料理を食べたら、おまえはフランス語をしゃべるのか？」


  「そんなわけあるはずヌーヴェル・ヴァーグ」


  「フランス語の発音いいな！　今食ってんのはラーメンだから中国だろ、いや、ラーメンとは中国の麺めん料理に日本独自のアレンジを加えた麺料理ゆえに、その発祥は日本ということになるのか！」


  [image: ]


  「今食べてんだから歴史のウンチク披露は後で聞いてあげるどす、兄あにっち」


  「なんで俺が、構ってもらいたい子みたいに、やんわりとあしらわれてんだ？」


  「ラーメンはゆであがったその瞬間から、後はのびていく運命さだめどす。だから、ラーメン屋さんがゆであげてくれた最高の瞬間のラーメンを最大限に楽しむためには、なるたけ短い時間で完食する必要があるどすえ？」


  　もうもうとわき上がるラーメンの湯気の上に妹が覆おおいかぶさっているため、蒸気が顔にくっついて、妹の顔がいやに汗ばんでいる。そしてがんこにも、誰も得しない京都弁モードは続いている。


  「ああ、こんなことしゃべってるあいだにも麺めんがスープを吸収してしまうどす、ずるるるるん！　きゃー熱くて上あごの裏のところの粘膜の皮がむけたどすー！」


  「そりゃそーなるわ。フーフーして食くえよ」


  「フーフーしてる時間がもったいないもんどす！」


  　そう言った妹は、ふとキランと目をかがやかせて、ラーメンから視線を離し、俺を見た。


  「いいこと考えたどす、兄っち♪」


  「ろくなことじゃないから聞きたくないどす」


  　しまった、うつった。


  「ものすごくいいアイディアなんだから！　これ聞いたら兄っちは、ぜったいに『俺のかわいい妹は超天才すぎる！』と言う！」


  「死んでも言わん」


  　ついでに、俺がうつったタイミングで京都弁に飽きやがったな、こいつ。これじゃあ、なんだか俺一人がお調子者みたいに見えるじゃないか。


  　そして妹は、思いっきりドヤ顔で自論を披露した。


  「兄っちがフーフーする係をやって、あたしが食べる係をやるの。ザ・分業体制！　どう、いいアイディアでしょ？　どやどやぁ？」


  　うわあどうしよう、俺の妹が予想をはるかに超越したおばかさんすぎる。


  「おい、ドヤ顔で俺の顔の前にラーメンはさんだ割り箸ばしを突きだすな！　フーフーとかしないから！」


  「ほら早く！　こうしている間にも、刻一刻とラーメンがのびちゃう！」


  「熱い熱い！　むりやり俺の口に熱々ラーメンを押しつけるな！　ついでに俺は、ラーメンはちょっと時間がたってやや冷めて食べやすくなって、麺にスープがちょっとしみこんで微妙に煮込みラーメン風に味が濃くなったほうが、おいしいと思うぞ！」


  「おっ、それは新提案」


  　妹は、あっさり割り箸を引っこめた。俺はずいぶんホッとした。


  　でも、ラーメンを食くうタイミングにここまでこだわっている妹の食事を中断して、「ところでこれ数じゆ珠ずと線香なんだけど」って話を切り出しにくい。そもそも、食べ物屋で香りの強い線香を袋から出すというのも、周りの人に迷惑な話だ。


  （まあいいや、帰り道でゆっくり話せば。どうせ同じ家に帰るんだし、時間はたっぷりあるさ）


  　俺はそんなことを考えながら、自分用に頼んでいた塩ラーメンをずるずる食べたのだった。


  



  　店を出たときには、もう外は暗くなっていた。


  「うわー、毎日暑いからまだまだ夏だって感じだったけど、やっぱ秋なんだねー。もう暗いよ、兄あにっち」


  　制服のおなかのところをポンポンたたきながら、妹は月を見上げた。おまえは証しよう城じよう寺じのタヌキか。


  「そりゃあ、秋の彼ひ岸がんも過ぎてるしな」


  　いつ線香と数珠を渡そうか……タイミングをはかりながら、俺は妹と、駅に向かって歩きはじめた。妹が、俺の横にぴったり並んで、たずねてきた。


  「秋のひがん……ってなーに？」


  「秋分の日をはさんで、前後三日の合計七日間だ。彼岸とは仏教で言うあの世、極ごく楽らく浄じよう土どのことで、それは秋分の太陽が沈む真西の彼方かなたにある。だから彼岸のあいだは、その極楽浄土に思いを馳はせて、墓参りをしたり極楽へ行けるように悪い行いをしないようにしましょうってことだ」


  「ほほう！　お盆のすぐあとで、またお墓参りがあるのはどうしてかなと思ったら、それなんだね」


  「まあ彼岸の時期に限らず、人間は常に煩ぼん悩のうと闘い瞑めい想そうで悟りを開いて、極楽浄土へ行けるよう日々精神修行をがんばらなきゃいけないわけだけどな」


  　だからこの線香と数珠で妹も……と、うまく話を繋つなげようとしたんだが、


  「えーっ、そんなのやだ！」


  　いきなり妹は、話をぶった切ると、俺の体に横から抱きついてきた。ずっと俺を避けてたはずの妹の突然の急接近に、俺はびっくりしてしまう。ついでに、まだ七時過ぎぐらいなので、あちこちに会社帰りのサラリーマンとか部活帰りの学生とかがウロウロしていて人が多く、俺たちは思いっきり目立ってしまった。


  「な、なんだあいつ、こんな交通量の多い往来でカノジョに抱きつかれて、見せつけやがって！　死ねばいいのに！」


  「なんであんな地味男に、あんな美少女がくっつくんだ？　死ねばいいのに！」


  　見知らぬ人々に死の呪のろいをかけられるのは慣れっこだが、恥ずかしくて仕方がない。それに、ラーメンを食ってすぐ水球部エースの腕力でぎゅうぎゅう抱きしめられたら、胃袋の中身が出てきてしまいそうだ。


  「おっ、おいやめろ！　抱きつくな！」


  「兄あにっち、極ごく楽らく浄じよう土どか何か知らないけど、あたしの知らないとこに行っちゃやだ」


  「いや、別にすぐ行かないから。極楽浄土ってのは、死んでから行くところだから」


  「天国でも地じ獄ごくでも、どこにも行っちゃだめだよ！」


  「なんで、どこにも行っちゃだめなんだよ。そもそも、俺のこと避さけてただろ？」


  「そ、それは……」


  　妹は、俺に抱きついたまま、赤い顔で黙りこんだ。黙りこんだということは、避けられてたのは俺の勘違いとかではなくて、ほんとに避けてたんだな、と俺は確信した。


  　そして、妹が俺を避ける理由を、俺はよーくわかっている。


  （今、このタイミングだっ！）


  　俺は、学生カバンの中に入れてた包みを出した。中身は数じゆ珠ずと線香、どちらも小さくて薄べったい箱に入ったものだから、そんなに大きな包みではない。仏具屋で「それプレゼント包装でリボンをかけてください」と頼むのは勇気が要いったけど、例の紫の包みに金のリボンですっごくありがたそうなラッピングである。


  「今日きよう子こ、これ」


  「えっ……」


  　俺に抱きついてる妹の目が、包みを凝ぎよう視しした。


  「だからさっき言った、おまえが比ひ叡えいに香水のことを聞いたって話」


  「え、あ、そ、それは……っ」


  　妹は、焦あせりまくっている。やっぱり女子高生が仏教に興味を持つ、ってちょっと照れくさいものなのかなあ。そりゃナウでおしゃれで渋谷・原宿で大流行中、というわけにはいかないが、仏教もよく知れば、けっこうかっこいいんだけどな。仁に王おう像のポージングとか、超スタイリッシュだし。まあそれも、俺がこれからゆっくり仏教の先輩として教えてやればいいことである。


  「何もそんな照れることはないぞ。ごめんな、わかってやれなくて」


  「えっ？」


  　妹の顔が、カアッと真っ赤になった。


  「どどどどどどーゆーことっ、兄っち、あたしの何がわかったっていうのっ？」


  　そんなに焦らなくてもいいのに、と思いながら、俺は仏像のような慈じ愛あいのほほえみを浮かべて、妹に優しく語りかけた。


  「もちろん、線香のことさ」


  「せんこー？」


  　妹の目が点になった。ふふふ、俺がなんでもお見通しなもので、びっくりしてるな。


  「比叡や俺が、座禅のときになんの香りの線香を使ってるのか知りたかったんだろ？」


  「はい？」


  「今度、いっしょに禅寺に連れてってやろう。とりあえずは、これ、おまえ専用のマイ数じゆ珠ずとマイ線香、やるよ」


  　俺は妹に包みを渡した。妹の目が、まだ点のままだ。そんなにうれしいんだろうか。


  「まいせんこー？」


  「フローラルの香りのが欲しかったんだろ？　巣す鴨がもで見つけてきた、ローズの香りの線香だ。座禅には心が落ち着くラベンダーのほうがいいかな、とか迷ったんだけど……」


  「フローラルの線香？　へ？　どうしてフローラル？　なにゆえ線香？」


  　妹は呆ぼう然ぜんとしている。俺がプレゼントするなんて珍しいから、よほど驚いているんだろう。それから、妹はハッとしたようすで、顔を上げた。


  「……ひょっとして！　兄あにっち、それはもしかして、大々的にカン違いしてるんじゃ……」


  　妹は一度、何かを言いかけて口を開こうとした。でも、ぴたっとそれを止め、きゅっと口をつぐんだ。妹の目がうるんでいて、目のふちが少し赤く染まっていた。


  「どうした？　今、『大々的に』なん……て言ったんだ？」


  「う、ううん……いいの」


  　妹は、プルプルと首を横に振る。何だろう、言葉を濁されるとモヤモヤしてしまう。


  　ふと、妹は思い出したように俺のあげた包みを見つめた。


  「あっ、そういえば……これ、兄っち、わざわざ巣鴨に買いに行ってくれたんだよね？」


  「ああ、巣鴨は仏具の品ぞろえがいいからな」


  「わざわざフローラルの香りの線香を探しに行ってくれたんだよね。で、あたしが兄っちを避けてたから、きっかけを作るために、ラーメン食べにわざわざ誘ってくれたんだよね？」


  「異性と交流を持つことは、悪魔マーラの誘惑に身をさらすことになるから、避けたい気持ちはよくわかる。よくわかるが、俺も悟りを目ざす者だから、避けるよりは相談してくれたほうが、いろいろ手助けできると思うんだ。線香選びとかさ」


  「それで、線香買ってきたんだ……」


  　妹は、包みをぎゅっと両手で胸に抱きしめた。


  「よかった。兄っち、いつもの兄っちだ」


  「え、何が？　俺はいつでも同じだろ？」


  「いつでも同じだけど、いつまでも同じかどうかは、わからないじゃん」


  　妹の目が、少し寂しそうになる。何を言ってるのか、よくわからないんだが。


  「俺が仏教から心変わりするかも、って意味か？　そんなことあるはずないだろ、悟りを開くまで俺は……」


  「ううん、そうじゃないけど」


  「じゃあ、なんなんだよ」


  「もういいよ。今がいつもの兄あにっちなら、とりあえずそれだけでいいんだ」


  「何を言ってるかさっぱりわからんのは、禅問答の練習か？　それなら最初に、『作麼生そもさん』『説せつ破ぱ』ってやり取りを……」


  　俺は妹に仏教をしっかり理解させてやろう、という気概をこめて熱心に教えようとするのだが、妹がなんだか知らんがくすくす笑っているので、バカにされてるような気がして、気が抜けてしまった。


  「なんなんだ、仏教の勉強をしたいんじゃなかったのか？」


  「ごめんごめん、ほんとにいつもと変わらない兄っちだなと思って」


  「俺がいつもと同じで、何がおもしろいというんだ」


  　箸はしが転げてもおかしい年ごろなんだろうが、いつもと同じ状態の俺で笑ってるってことは、転がってもいない箸で笑ってるっていうことだぞ？　それはさすがに、笑いの閾いき値ちが低すぎはしないか？


  「おまえ、まさかラーメンで酔っ払ったんじゃないだろうな？」


  　あまりにも妹がずっと笑ってるので、俺は心配になってきた。妹はそれに答えず、俺の質問をはぐらかすように、俺たちが行く先の、西のほうの低い空を指さした。


  「あっ見て、兄っち、一番星！」


  「話がバラバラにとっ散らかってるな」


  　俺も妹が指さすほうを見た。ビルの間に、低く星が見える。地上の光にまぎれて、今にも消えそうに弱々しく光っていた。


  「子供のころ、一番星探し競争したよね。ぜったい兄っちが勝ってたけど」


  　妹は、包みを胸に抱きしめたまま、俺に話しかけた。そういえば子供のころ、よく一番星を探したっけ。あのころ、妹はもうちょっぴり生意気になりかけていたが、俺が一番星を先に見つけたときだけは、「兄っちすごーい！」と、本気モードの尊敬の目で見つめて大絶賛してきたので、俺はちょっとばかり気分が良くて、しょっちゅう一番星を探していたのだ。


  「兄っち、一番星探すのうまかったよね。視力は、あたしのほうがよかったと思うのに」


  「あー、あれは裏ワザがあるんだ。一番星はたいてい金星で、金星は太陽の近くにあるから、日没後の西の空をまず探せばすぐ見つかるんだよ」


  　俺が種明かしをすると、妹はものすごいびっくり顔になった。


  「ええー！　何それ、知らなかった！」


  「おまえいつも、一番星せっかく見つけたのに沈んじゃったー、って怒ってただろ。夕方の一番星は西の空に出るから、見つけてもすぐ地平線に沈むって因果関係、ひょっとして気づいてなかったのか？」


  「ぐぬぬー、気づいてなかったー！　ふつうに兄っち探すの速いって思って尊敬してたのにぃー！　だまされたー！」


  「別にだましてないだろ、おまえの観察力の問題だ」


  「よーし、次からあたしもその裏ワザ使うもんね！」


  「次からって、この年になってまだ一番星探し競争するつもりかよ」


  「別にいいじゃん、何歳になったってこうやっていっしょに……」


  　そこまで言った瞬間、突然、妹のテンションが固まった。今まで大騒ぎしていたのに、突然、表情が硬くなる。胸に抱いていた包みを、ぎゅっと力を入れて抱きしめたので、俺はあわてて声をかけた。


  「おい、そんなにきつく持ったら、線香が折れるぞ」


  「兄あにっち、あたしが兄っちを避さけてたの……ずっと、聞きたいことがあって……」


  「へ？」


  　妹にいきなり真剣な目で見つめられて、俺はとまどった。今の今までふざけてたのに、いきなりどうした？


  「食い過ぎで腹でも痛くなったのか？」


  「ちがうの。兄っちの、あの香水……」


  「線香か？」


  　俺がたずねると、妹は少し迷うように視線を泳がせていたが、キッと唇くちびるを嚙かみ、首をぶんぶんっと横に振った。


  「あ、ううん。やっぱりいいよ、今はまだ聞かなくていい」


  　何を言ってるのか、やっぱりさっぱりわからなくて俺がとまどっていると、妹が俺の手に、スッと手をすべりこませてきた。


  「今は、いっしょに手をつないで帰ってくれるだけでいいよ」


  「なんだ、それ」


  「あたしが兄っちのこと、大好きだってこと」


  　妹が照れもせず、いつものふざけてからかうような口調でもなく、真剣な表情で言ったので、俺はとまどってしまった。


  「なななな、なんだいきなり？」


  「でも、今こんなに兄っちのことが好きでも、いつかあたしも、兄っちより好きな人ができる日が来るのかな。兄っちをこんなに好きだったことも、忘れちゃうのかな……何もかも、変わっちゃうのかな……」


  　俺と並んで歩く妹の横顔は、寂しそうだ。


  「人間ってのは、変わるから成長するんだろ。そうやって、未来が来るんだから」


  　俺は説せつ法ぽうのつもりで、正論で答えた。


  「そっか……。星座とかも、時が流れると、形が変わっていくんだもんね。人間も、未来に向かって変わっていくのは、しかたないのかな……？　そんなのやだけど、ぜったいにやだけど……」


  　妹は空を見上げる。一番星は時とともに低くなり、地上の灯あかりの中に飲みこまれようとしていた。かわりに漆しつ黒こくの高空には、二番星三番星、数々の星が次々に現れて、強い光を放ちはじめていた。


  「でもまだ、一番星は出てるから……あたしと兄あにっちが探した一番星が、まだ出てるから、今はまだ手をつないでていいんだよね」


  「一番星と手をつなぐのと、どう関係があるんだ」


  「今日はまだ、兄っちはここにいるってこと」


  　まるで引きとめるように、妹は俺の手を、切ないほどひしっと力を入れて握りしめた。妹が言ってる意味がさっぱりわからないんだが、ずっと俺を避けてた妹が今俺の手を握ってるっていうことは、まあうまくいったってことなのかな？


  「今日はありがとう、兄っち」


  　ほほえむ妹の頬ほおが、ほのかに赤かった。なんだか、線香やラーメンに対する感謝にしては、ちょっと違うような気がする。何が違うのかよくわからないけれど、お礼を言われているのに、一瞬胸が切なくキリッと痛んだのが、自分でもなぜだかよくわからなかった。ただ、人ごみの中で妹がつなぐ手を、ふだんなら少しうっとうしく感じてしまうのだが、今日はなぜだかそんな気持ちにならなかった。それも、自分で自分が不思議だった。


  （ひょっとして……妹が聞きたかった『香水』っていうのは、『線香』のことじゃなかったんじゃ？　もしかすると、俺と凛りん世ぜの香水が同じ匂においだとか言ってた、あれか？　でも、それならふつうに聞けばいいのに、なんでよそよそしかったんだろう？）


  　まあ、それを聞かれると俺は、凛世とキスをした夢を見て、それが夢かほんとかわからないから、もし俺に凛世の移り香があったんだとしたら、あれは夢だったんだろうかと、そのことでまた悩まないといけないし、そんなこと妹に聞けるわけもない。だから今は、とりあえず妹の機嫌も直って、妹との距離も元通りになったことだし、今はとりあえずこれでいいんじゃないか、と俺は思った。


  　妹とつないだ手も、今はとりあえずこれでいいんだろう……この先、いずれ大人になれば、手離す日は確実に来るけれども。


  　それはきっと、あまり遠くない未来だ。家族にはまだ言ってないが、俺は仏教の研究者を目ざして、奈良の大学に行こうと考えている。考古学の発掘をして、仏教美術の歴史についての専門家になりたい。つまりあと一年半ほどで、俺は妹と離れるわけである。だから今ぐらい、手ぐらいつながせてやっててもいいかな、と思った。


  「ねえ兄っち、次はお返しに、あたしが見つけたおいしそうなラーメンのお店に連れてってあげる。『地じ獄ごく漆黒イカスミラーメン』って言うんだけど、ラーメンに濃厚にからみつくイカスミの潮の香りに、スープの材料の鯖さば節ぶし系の香りが合わさって、一口で口の中が磯の香りでいっぱいになるという玄くろ人うと向けの……」


  「それ明らかに、お返しじゃなくて、地じ雷らい臭しゆう漂ってるから一人で行ってハズレだったときの保険のために、俺を誘ってるよな？」


  「やだあ兄あにっち、人を疑うなんて仏の道に反するよぉ～？」


  「疑ってるんじゃない、これは学習の結果というんだ。『激辛レッドホットチリペッパーラーメン』を食わされた次の日に、ケツの穴がどれだけ痛かったことか！」


  「あれはたまたまハズレだったけど『地じ獄ごく漆しつ黒こくイカスミラーメン』はずぇったいおいしいって保証するから、ずぇったいに二人で行こーねんっ♪」


  　うぬ、仏ほとけ心ごころを出してしまいはしたが、やっぱりこの手を振り払って逃げるべきか？


  　俺たちの行く手に光る一番星は西の空、町の光と夜の闇やみの中へ、淡く溶けて消えていこうとしていた。
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  二話目　小麦とお兄様が映画館デートな件ですぅ


  



  　こむぎゅう～っ！　小こ麦むぎのかわいい粘ねん菌きんたち、おはようですぅ！　今日も保健室ですくすく元気に分裂しているようで、何より何より。


  　おやおや、ムラサキタマホコリカビのタマむーが分裂して、新しい子し実じつ体たいちゃんができているです。これは、はじめましてのごあいさつをしなくては。


  　ぺこりんぐ、草くさ野の小麦と申します。小麦はこの都立第三高校の一年生で、保健委員です。保健委員だから、こうして保健室で朝一番に掃除と粘菌の世話をしてるです。


  　あとは休み時間と放課後に、保健の先生のお手伝いをしてるです。ピンクのナース服と、ドクターキャビネットに並んだ色とりどりの粘菌のシャーレは、ケガや病気でやってきた生徒のための癒やしアイテムです。ほら、スライムみたいなこのヌチャッとした感じが萌もえポイントです。


  「草野さん、シャーレに向かって何をブツブツ言ってるのかな？」


  「こむぎゅぅぅぅ～っ？」


  　いきなり背後から胸のあたりに腕を回されて、小麦はびっくりしたです。しかし、こんな突然のびっくりに際してもこの小麦は、あざとい感嘆詞「こむぎゅう」を流は行やらせるため、地道でサブリミナルな努力を忘れないのです。


  　振り返ると、ロングヘアでナイスバディな保健の先生だったです。白いブラウス、黒いタイトスカート、白衣にメガネ……と、知的コーデでまとめた保健の先生は男子の憧あこがれです。小麦的には、キョコたん……小麦が心から熱い想いに胸を焦こがす、日向ひゆうが今日きよう子こちゅわん以外の人間は、男であれ女であれまったく関心ないですけど。


  「こっ、こむぎゅっ……せ、先生、くすぐったいですぅ。毎日胸のあたりをモソモソモミモミするのはやめていただきたいですぅ～、こむぎゅうぅ～！」


  「ンッン～♪　大丈夫、気にしないで♪」


  　何が大丈夫なのか全然意味不明です、鼻歌まじりで語尾に「♪」がつく勢いのテンションの高さも意味不明です。それに、気にするなって言われても後ろから胸をモミモミされてたら……。


  「ふつう超気になるですぅ！」


  「チッチッチ、これは科学的観察なの」


  「おっぱいモミモミのどこが、科学的ですぅ？」


  「草野さんが毎日粘菌たちの成長を観察してるのと同じよ。一般的に乳ガンは二十代から増えていくけれども、十代だからといって油断はできないわ。早期発見・早期治療のためには、こうして触しよく診しんをしてシコリがあるかどうか観察するわけなの」


  　きゅんっ、と先生が両手に力を加えたので、小麦は痛くて、思わず悲鳴を上げてしまったです。


  「こむぎゅうううううっ！　そ、そんなに強くされると痛いですぅ～！　ふぇぇ～……」


  「ごめんごめん、若いおっぱいは硬いから、あるていど力を入れないとシコリがわからないし、かといって力を入れると今みたいに痛いでしょ？　だから、痛くなく触しよく診しんできるよう、草くさ野のさんに練習台になってもらってるわけ」


  「なんでご自分の胸で練習しないですぅ？」


  「だから、若いおっぱいは硬いんだって。先生の完熟おっぱいとは触しよつ感かんが違うでしょ？」


  　そう言って、先生は自分のたわわんぷるるんなおっぱいに小こ麦むぎの両手を持ってったです。うむう、たしかに全然ちがうです。なんか、キイロタマホコリカビみたいにプニプニとやわらかいです。たとえるなら、小麦の胸は冷蔵庫の中のバターみたいな触感で、先生のは室温に置いて軟らかくなったバターみたいです。触ってると、なんか気持ちいいです。


  　それでふと思ったけど、キイロタマホコリカビの子し実じつ体たいってロケットおっぱいみたいな形をしてて、ちょっぴり性的な気がするです。


  「そうか、先生のおっぱいがやわらかいのは、キイロタマホコリカビと同じロケットおっぱいだからですぅ？」


  「いろんな意味でいろいろ間違った推測ね、あとわたしの自慢のビューティフル・バストを粘菌なんぞと同列視するな。とりあえず、そういうわけだから、これからも練習台におつきあいお願いね♪」


  「語尾に音符とかつけてかわいくお願いされても、おつきあいお願いされたくないですぅ！　すっごく痛いし、そもそもこれってセクハラですぅ！」
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  　小こ麦むぎは思いっきり後ずさって、両腕で自分の胸をがっちりガードしたです。


  「えっ、どこがセクハラ？」


  　先生が、小首をきょとんとかしげたです。本気でわかんない、みたいな顔しないでほしいので、小麦はビシッとはっきり言いきったです。


  「どこからどこまで！　徹てつ頭とう徹てつ尾びセクハラですぅ！」


  「わからんなあ」


  「何がわからないのか、小麦には先生の性格のほうがわからないですぅ！」


  「だって、草くさ野のさんは男子が苦手なのよね？」


  「そうですぅ、小麦は全ての男子が生理的に苦手ですぅ」


  「なら、女のわたしがさわっても、セクハラにならなくない？」


  「小麦は別に、女子なら誰でもいいってわけじゃないですぅ！」


  　小麦は、思いっきり力いっぱい否定したです。小麦は別に百ゆ合り趣味なんじゃなくて、相手がキョコたんだから好きなだけです。キョコたん以外の女子に興味なんかないし、まして胸もまれるとかぜったい嫌いやだし。


  「好みにうるさいのねえ。草野さん男子にモテてるのに、全員失恋確定ってことだわねえ、カワイソ」


  「こむぎゅぅ～っ、モテてるとか気持ち悪いこと言わないでほしいですぅ！」


  「だって事実だもの。小柄で華きや奢しやで、フトマユなところも平安美人みたいなしとやかさを感じさせるとかで、保健室に来た男子によく『草野さんって彼氏いるんですか、募集してませんか、募集条件とか募集枠は特に何かありますか？』って聞かれるわよ？」


  「男子にモテるとかやめてくださいですぅ、ほんと無理ですぅ！」


  「どうしてそんなに苦手なのかなあ？　高校生ぐらいの男子ってピチピチしてて、すっごくおいしそうなのに」


  「それは先生の趣味であって、小麦はぜったい無理ですぅ！」


  　男子なんて、ほんと苦手です。小麦は中学生のころからずっとやたらと不良に「つきあえ」とか「デートしろ」とか絡まれたりつきまとわれたりしてたので、こりごりです。そのおかげで、キョコたんに助けてもらえて出会いがあったわけですけど、だからといってそれはそれ。今でもしょっちゅう絡まれて怖い思いをすることが多いし、今年の夏祭りのときもよその高校の不良にとっつかまって神社の裏に連れ込まれて、ほんとにほんとに怖かったです。


  （……でも、あのときはお兄にい様が助けにきてくれたですぅ。正直、意外だったですぅ）


  　地味でおとなしそうな顔をしてるお兄様だけど、小麦を助けにきたときのお兄様は本気で怒ってて、小麦はそんなお兄様を初めて見たです。


  　とはいえ非暴力不服従主義な仏教系男子のお兄様が、暴力至上主義な不良系男子に殴り合いで勝てるはずもなく、小こ麦むぎの前でボコ殴りにされてしまったです。で、そいつらをブチのめしたのは、緋ひ影かげっちさんこと、キョコたんのヤンデレストーカー・根ね雪ゆき緋影だったです。けれどもお兄にい様は結果的に敵かなわなかったとしても小麦を助けようとしてくれたし、というよりむしろ、敵わないとわかっていたのにそれでも小麦を助けようとしてくれたっていうことのほうに、小麦にはすごく感動してしまったわけで……。


  「どうしたの草くさ野のさん、顔赤いわよ。微熱？」


  　先生に指摘されて、小麦はびっくりして、自分の顔を押さえたです。た、確かにすごく熱いです。


  「びびび微熱とかじゃないですぅ」


  「たしかに。このまっかっかな赤さはまちがいなく、高熱だわ」


  「高熱でもないですぅ、ほんとに大丈夫ですぅ！」


  　そうです、小麦がお兄様のことで赤くなったりするはずがないです。だって小麦がお兄様に抱いている感情って、ただの感謝であって、それ以上でもそれ以下でもないし。もし赤くなっていたとしたらお兄様に対してじゃなくて、話のもうちょっと前のとこ、そう中学時代にキョコたんが小麦を不良から助けてくれたときの思い出に対して、赤くなっているのです。アイドルみたいにかわいいのに、水球部で鍛えた身体能力から繰り出される徒と手しゆ空くう拳けん、そう、小麦がときめくのはキョコたん以外にありえないです。


  　キョコたんは、完かん璧ぺきにノーマルのノンケで、百ゆ合り趣味はまったくないし、理解もできないみたいです。それで、女子校だった中学校では「手の届かない高たか嶺ねの花」と呼ばれていたです。もし勇気ある百合娘がそれを手た折おろうとすれば崖がけから落ちて死ぬことも覚悟せねばならない「エーデルワイス様」と呼ばれたりもしてたです。


  　けれど小麦は、男子のことは怖くても、そんなことを恐れはしないです。むしろ難なん攻こう不ふ落らくだからこそ落としがいがあるというものです、デュフフ。


  



  　そんなふうに、朝からヘブン状態の幸せ気分でキョコたんのことを妄想していると、廊下のほうから声が聞こえてきたです。


  「あいたたたた、あいたた」


  「兄あにっち大丈夫、死なないで！」


  　おっと、噂うわさをすれば朝一番にキョコたんのご尊顔を拝めるとは、今日はラッキーです。いっしょにいるおじゃま虫に関しては、こないだ助けてもらった感謝はそれはそれとして、ほんとじゃまなので、死ねばいいのにです。


  「こ、小麦、おまえ今、『死ねばいいのに』みたいな目でこっち見ただろ……」


  　ぬぅ、キョコたんのお兄様め、ボンヤリした仏教男子のぶんざいで、ときどきカンが鋭いです。小麦はもう少し殺意を隠す修行をせねばならないです。


  「どうしたのかな、日向ひゆうがくん？　朝イチから妹に肩を貸されて保健室なんて、おだやかじゃないぞ？」


  　保健の先生が、スツールの上で無駄に足を組みかえたです。男子の前で必ずそれをやって動揺を誘うのは、悪趣味だからやめてほしいです。


  　しかし、お兄にい様はそれにはまったく反応しなかったです。さすが悟りを開いた仏教男子……と言うよりは、苦痛やら苦悶やらで、それどころじゃなさそうです。


  「足っ……首がっ……」


  　苦しそうにそれだけ言うと、あとは言葉にならず、お兄様はうめきはじめたです。


  「うわああああん、兄あにっちが死んじゃう、先生助けてえええええ！」


  　キョコたんは、お兄様の背中を支えながらベッドに寝かせると、そのおなかの上に覆おおいかぶさってわんわん泣いたです。


  「あたし駅の階段でつまずいてころびそうになっちゃって、兄っちがそれを捕まえてくれたんだけど、そのときに足首をぐいーっとひねっちゃったんです。病院はまだどこも開いてないみたいだし、とりあえず駅から学校まで連れてきたんです。兄っち、死なないでー！」


  「重い、どけ。むしろおまえの重みで死ぬ」


  　お兄様が真っ青な顔で、かすかに声を絞り出したです。ぬうう、足一本ていどでキョコたんにここまで思ってもらえるなんて、お兄様ズルいです。小こ麦むぎだって、キョコたんのためなら足の二本や三本かんたんにくれてやるわーッです。


  「なるほど。日向くん、患部を見るから少しじっとしててね」


  　先生はそう言うと、ベッドの端に座って、寝ているお兄様の左足の靴くつと靴下をてきぱきと脱がせはじめたです。触られるたびにお兄様は痛そうに顔をゆがめ、うめき声がもれそうになったです。でも、それでキョコたんが心配そうにお兄様のほうを見ると、お兄様はそのたびにぐっと息をのんで、うめき声を殺していたです。


  　ぬぬ、どうやらお兄様は（恐らく無意識に、あるいは脊せき髄ずい反射的に）キョコたんが心配しないよう、声を出さないようにしているようです。キョコたんに対して冷たく接してるとばかり思ってたけど、もしかしてお兄様、けっこう妹に優しいです？


  　いや、お兄様はわりとそう、優しいところがあるです。ふだん地味でおとなしくて無口で、たまに口を開くと照れ隠しみたいな感じで少々ぶっきらぼうになるので、うっかり忘れかけてしまうですが、ちょっとした声かけとか態度とかで、あっなんか今優しかったな、とふと思うことがあるです。いやいや、小麦はあくまでも男子に関してはアウトオブ眼中なので、特別な感情は持ってないですけど？


  　そりゃまあ、神社で助けてもらったことは感謝してるですけど？　それはあくまでも感謝であって？　だって小麦のためにお兄様がボコボコにされたんだから、感謝するのは当然だし？　だからって特別な感情とかそういうのとは違うです、断じて！


  「ぐぅ！」


  　声を殺していたはずのお兄にい様が、うっかりうめき声を上げたので、頭の中でいろいろ考えてぼんやりしていた小こ麦むぎは思いっきりびっくりしたです。先生がお兄様の靴下を脱がせたあと、左足のくるぶしを指先で触って、そのときに声が出たようです。そこには赤黒いアザができていて、かかとから足の甲のほうまでボヤーンと広がってるです。


  「きゃあああ！　兄あにっちの足が変色してる、死なないで兄っちー！」


  「ちょっと黙れ、おまえが発するその超音波が骨にひびいてジンジンする」


  　完全に目がウルウル状態になってるキョコたんに、お兄様は苦しそうな声で言ったです。保健の先生は、確かめるようにくるぶしを触って、


  「ひどい内出血ねえ、でも骨折はしてないみたい。捻ねん挫ざね」


  「捻挫？　それって死ぬんですか？」


  　キョコたん、死の心配をしすぎです。小麦は優しい包容力により、キョコたんを安心の翼で包んであげようと思って、説明したです。


  「だいじょぶですぅ、キョコたん。とりあえず応急処置で冷やして病院に行ったら、一週間ぐらいで治るですぅ」


  「ほんとに？　死なない？」


  　うるうる目で鼻が真っ赤になってる泣き顔キョコたんが、下した唇くちびるをぎゅむっと嚙かみしめながら小麦を見上げたです。ぐぬぬ、鼻血が出るほどかわいすぎる、キョコたんマジ天使です。この涙まみれのエンジェルにチューしたい衝動に駆られたけど、だめだめ、小麦とキョコたんはあくまでも友達なのです。一線を越えれば、それは今のほのかな関係すらも失うことになるので、がまんがまんです。


  「先生は、診みてくれる病院を探すわ。草くさ野のさん、冷やしてあげて」


  　先生が、インターネットで検索を始めたです。


  「はいっ、わかったですぅ」


  　小麦は冷蔵庫から氷を取って袋に入れて、氷ひよう嚢のうを作ると、お兄様の足に当ててあげたです。


  「もうこれで大丈夫なの？　オロロ～ン、小麦がいてくれてよかった～！」


  　キョコたんが、号泣しながら小麦に抱きついてきたです。ひょほほ、水球で鍛えられた、程よい弾力とボリュームのあるキョコたんのおっぱいが小麦の脇わき腹ばらに当たって、至し福ふく至福です♪　ところがそのとき、お兄様が起きあがって、氷嚢を自分で持ったです。


  「ありがとうな、小麦。でも冷やすだけなら自分でできるから、二人とも教室行けよ。そろそろ一時間目始まるぞ」


  　ぐぬぬ、お兄様め。このままお兄様の捻挫を冷やすのを口実にキョコたんと二人だけの時間を過ごすつもりだったのに、余計な気を回さないでほしいものです。小麦とキョコたんはクラスが違うから、教室に帰ったらもう会えないではないですか。


  「うわーん、兄あにっちったら自分が捻ねん挫ざで死にそうなのに、かわいい妹の心配だなんて、優しすぎる～！　オロロ～ン！」


  「いや、捻挫では死なないから。あと、さっきからなんか泣き方変だぞ」


  　ぬぬぬぬぬ！　最近キョコたんは学校でぜんぜんお兄にい様といっしょにいないので、てっきりじゃま者のお兄様とは疎そ遠えんになったものとばかり思っていたのに、小こ麦むぎのカンちがいだったようです。あいかわらず、思いっきり仲良しベッタリのブラコン状態です。


  　これは策を打たねばならないようだと思いながら、小麦は保健室を後にしたです。


  



  　小麦は教室で、キョコたんとお兄様にまつわるもろもろのことを思い出しながら、今まで以上に仲良くなってしまった二人について考えていたです。


  　まず、今までのお話をおさらいしましょう。キョコたんは筋金入りのブラコンなので、小麦たち「日向ひゆうが今日きよう子こを愛めでる会」にとって最大の敵はお兄様でした。そこで、お兄様さえいなくなれば、もしかしてキョコたんは女子同士の恋愛もいいかなっと思うようになるかなっ、との期待を込めて、かつて小麦たちはある計画を立てたです。


  　その計画とは、お兄様にガールフレンドを作って、キョコたんから引き離してしまう作戦。ところが草食系男子を通りこした僧職系男子なお兄様は、女によ性しようは悟りのじゃまをする悪魔マーラの化け身しんだとかなんとか、「俺は勇者の生まれ変わりで周囲の人間は全員正体がモンスター」系の中二病的発言を連呼して、小麦たちの渾こん身しんの誘惑にちっともなびかなかったのです。


  　でも夏休みが明けて、キョコたんがちょっとお兄様を避さけてるかな、という感じがあったです。それで、小麦はついにキョコたんがお兄様離ばなれしたかな、と期待したです。お兄様が最近、りんりん（三み剣つるぎ凛りん世ぜ）と（偽装）駆け落ちしたので、それで心が離れたのかな、と思ったのです。


  （でも、今日のキョコたんの仲良しこよしな雰囲気を見ると、キョコたんがお兄様を避けてるというのはカン違いだったようですぅ。ぐぬぬ、期待して損したですぅ……）


  　小麦は悔しさのあまり、先生が説明している三角関数などまったく上の空で、消しゴムを鉛筆でぷすぷすと刺していたです。


  （ん？　待てよ、ですぅ。カン違いだとしても、「りんりんとお兄様が仲良くなり、その結果、キョコたんが疎遠になる」という方向性自体は、いい線いってるですぅ）


  　すなわち偽装駆け落ちだったとしても、あの男嫌いのりんりんがわざわざ駆け落ちの相手に選んだ時点で、お兄様にちょっとは気があるってことでは？


  （りんりんは男嫌いだから他の男とはまったく接触してないけど、お兄様とはキョコたんがらみでいろいろ触れ合う機会があるし、案外お兄様は優しいとこがあるから、男嫌いの純情娘が心ひかれる要素はあるような気がするですぅ）


  　小麦が思うに、男好きというかノーマルな女子は、相手が男であるからこそ好きになるので、イケメンとか背が高いとか、そういう「男ならではのカッコよさ」に惹ひかれるもの。でもりんりんみたいに男嫌いな女子にとっては、男ならではの特性には魅力を感じないわけだから、イケメンも長身も意味なしです。


  　逆に言えば、お兄にい様はイケメンでもないし身長も百七十センチちょいぐらいで、平均身長か微妙にちょっとだけ低めかな、という感じだけど、そんなのはりんりんには関係ない分野なわけで。あとは仏教が好きとか、女子を寄せつけないとか、かなり変わり者だけど、でもさっきみたいに無意識で妹のキョコたんにはけっこう優しいし、最近は小こ麦むぎたちにも妹っぽく接してるし、なんかそういう優しいところ、基本的に男子が怖い小麦ですら近づきやすい感じです。


  　さっきだって、他の男子だったら小麦、先生に頼まれたって氷ひよう嚢のう持って近づいたりできないし、ましてや足を冷やしてあげたりできないです。キョコたんに感謝されたいという気持ちもありつつも、でもやっぱりお兄様だったからこそ平気だったという部分はあるし。


  （ということは、りんりんだって小麦同様、お兄様ならけっこう大丈夫だから、それで駆け落ちに誘ったんだと思うですぅ。だからうまく策をめぐらせて、二人をもっと仲良くしてしまえば、キョコたんをめぐるライバル、それも「兄」や「親友で水球部のチームメイト」といったアドバンテージを持った最強のライバルが、一気に二人減るですぅ。そこで漁ぎよ夫ふの利りを得るのが、この小麦ですぅ！）


  　デュフフ、小麦ったら天才すぎ。


  　お兄様だって、僧職系男子のくせにりんりんの駆け落ちにつきあったということは、いつもケンカばかりしてるようには見えるけど、まんざらでもないのかも？　基本的にりんりんは性格は凶暴だけど、ルックスだけは美人度が高くて、キョコたんと並んでうちの学校のトップクラスだし。


  （すなわちっ！　これはチャンス、今がチャンス、テイクアチャンス！　うまいこと押してやれば、二人はくっつくかもしれないということですぅ！　デュフフのフ！）


  　我ながら素晴らしき策士っぷり！　三角関数もそっちのけで、小麦はさっそくノートに作戦を書きまとめたです。名付けて「映画館でバッタリ☆ドッキリ大作戦」！　デュフフフフフフ！


  



  　まず、小麦は昼休み、りんりんの教室に行ったですぅ。りんりんは長い黒髪の色白の女子で、男嫌いなのは学校じゅうに知れ渡っているから話しかける男子はいないけど、とにかく姿が美しいので、遠くからうっとりと眺めている男子は数知れずですぅ。


  「小麦、何か用？　これから学食に行くんだけど……」


  　キョコたんにはベッタリのくせに、りんりんは小麦に対してはすっごくそっけないです。恋こい敵がたきゆえに、ちょっぴり警戒も入ってると見た。そこで小麦は油断させるため、ものすごくフレンドリーな笑顔を作って言ったです。


  「まあまあ、少し話につきあってほしいですぅ。何も学食に行くのに、そんなに急ぐことはないですぅ。それとも何か、狙ねらってる限定メニューがあるですぅ？」


  「そういうわけじゃないけど……」


  　りんりんは、少し言葉を濁にごしたです。どうやら、学食へ行くことに関して、何か小こ麦むぎに秘密の理由があるようです。


  　ま、おそらくは今日の先着三十名限定の「ストロベリー・パンナコッタ」が狙いなのでしょう。それをだまってるのは、食いしん坊と思われるのが恥ずかしいか、あるいは小麦にそれを取られまいとしてナイショにしているのでしょう。小学校とかでも頭のいい女子って、たとえばＡくんを好きになったとしたら、


  『Ｂくんってカッコいいよねー、ぜったいつきあいたくなっちゃうよねー』


  　とブラフをかまして、みんなの目をＢくんに向けているあいだにちゃっかりＡくんをゲットしたりしてたし。ぐぬぬ、りんりんめ、友達の小麦にブラフをかますとは大した性格です。いや、今はストロベリー・パンナコッタのことなぞどうでもよいのです。


  「それじゃ、手っ取り早く話をすませるですぅ。日曜日、りんりんといっしょに映画に行こうと思って誘いにきたですぅ」


  　小麦はりんりんに、そう話を切りだしたです。


  「日曜日？　どうしてわたしを誘うわけ？」


  　りんりんの眉み間けんのしわが険けわしいです。ぬぬ、ふだんあんまり親しくないのに小麦が誘うのは、さすがに疑われてるです。


  「だ、だってキョコたんは日曜はいつもお兄にい様といっしょだから誘ってもこないし、一人で暗い映画館に行くのは小麦怖いんですぅ～」


  　思いっきりぶりっ子して、小麦は両手の人さし指を糸巻き巻きしながら、上目づかいにりんりんを見上げつつ、猫なで声で媚こび媚びに甘ったれたです。


  「……映画って、何？　ジャン＝リュック・ゴダールかフランソワ・トリュフォーなら、行かないでもないけど……」


  　りんりんはちょっと引きながらも、とりあえず聞いてきたです。セリフの後半は何言ってるのかさっぱりわかんないけど、やはり小麦の読みどおり、お嬢様育ちのりんりんは押しに弱いっぽいです。あと一押しとばかりに、小麦は力強く言ったです。


  「『恐怖のグチャドロモンスターズ』シリーズ最新作『グチャモン ＶＳ グロドロゾンビーズ～腐ふ臭しゆうの墓場と惨ざん殺さつの赤い雨～』ですぅ」


  「行かない」


  　ぬおっ、いきなりの拒絶。


  「どうしてですぅ～？　グチャドロしたネバネバモンスターがいっぱい出てきて、おもしろそうなのにぃ～」


  「わたし別に、小麦みたいに粘ねん菌きんが好きじゃないもの」


  「でも小こ麦むぎ、この映画すっごく観に行きたいんですぅ～。おつきあいお願いですぅ～」


  「おーこーとーわーりっ。他の人を誘ったら？」


  「お姉ちゃんは下宿に帰っちゃったし、小麦一人で暗い映画館とか、すごく怖いですぅ」


  「じゃあ、ブルーレイの発売を待てばいいじゃない」


  　ぐぬぬ、ＤＶＤではなくブルーレイとは金持ちめえ！　頑固なりんりんは、なかなか乗ってこないけれども、小麦もこれしきで引きはしないです。


  「でもでもっ、小麦どーしてもこの映画観たいですぅ！　公開をずーっと楽しみにしてたですぅぅ～！」


  　小麦はりんりんの目を盗んで、人さし指をベロと目の間に何度も往復させて、ウソ涙を作って哀願しまくったです。よし、りんりんは困った顔をしている、もう一押しです。


  「ちょ、ちょっと、泣くことないでしょ」


  「らってぇぇぇぇ～、観たいんですぅぅうううぅぅ～！」


  「わ、わかったわよ。つきあうから、泣かないでよ」


  　よっしゃ！　温室育ちのお嬢様など超チョロいです、ゲッゲッゲッ。


  「ありがとですぅ♪　じゃあ日曜楽しみにしてるからぜったい来るですぅ、約束ですぅ」


  「わかったわかった、これで用は終わり？　わたし、学食に行くわよ？」


  「はいですぅ、行ってパンナコッタでも何でも食べるがよいわですぅ～」


  　小麦はひらひらと手を振り、りんりんはそそくさと大急ぎで廊下を走っていったです。あの、キレるときは爆発的だけどふだんは冷静なりんりんが、あんなにも焦あせって走っていくなんて、よっぽどパンナコッタがおいしいのか？　これはぜひ今度、小麦も食べてみなければならないです。


  　しかし、今はそんな余裕はないです。これで目的の半分は達成したので、次はお兄にい様の番なのです。


  



  　次の日、小麦はお兄様の教室へ行ったです。きのうお兄様はケガして病院に行ったですけど、果たして今日は来てるでしょうか？


  　上級生の教室へ行くのは、さすがの小麦も少々緊張したです。


  「あ、あのぅ……」


  　ドキドキしながら戸を開けると、戸の近くにいた背が高くて菩ぼ薩さつ像みたいな顔をした高たか野のさんという男子が、教室の奥のほうに向かって呼んだです。


  「お～い、日向ひゆうがくん～。妹さんのお友達が来てるでありますよ～」


  「今日きよう子この友達？」


  　お兄様が、まわりの机に手をつきながら、ちょっと苦労して歩いてきたです。途中から、気づいた高野さんが肩を貸してたです。おや、これはけっこう捻ねん挫ざは重傷のようです。


  「あっ、小こ麦むぎ！　悪い、まだ先生に診断書持ってってなかった」


  　お兄にい様は本気で申し訳なさそうに謝ったです。ひょっとして、保健の先生に言われて足のことを聞きに来たと思ったです？


  「診断書って、これですかな～？」


  　比ひ叡えいさんが気をきかせて、お兄様の机の中からゴソゴソと茶封筒を取りだし、廊下で待ってるお兄様のところへ持ってきたです。お兄様は比叡さんに軽くお礼を言ってから、茶封筒を小麦に渡したです。


  「手間かけて悪かった、これ診断書。きのう病院に行って、[image: ]じん帯たい断裂まではいってないけどけっこう重傷だから、しばらくテーピングしとけって。でもしっかりテーピングで固めておけば、ちょっと痛いけどまあまあ歩けるし、小麦が冷やしてくれたおかげだと思う。ありがとう」


  　ほえ？


  　ど、どうしてそんなにすなおに小麦にお礼を言っちゃうです？　お兄様、いつもキョコたんやりんりん相手には、ぶっきらぼうな感じだったのに……いや、よく考えてみると、そうでもなかったです。お兄様って、基本的に優しいし気をつかう性格です。


  「べべべ、別に小麦が冷やしたのは、そんな関係ないと思うですぅ。捻ねん挫ざしてからだいぶ時間がたってたし……」


  　顔が熱くて、汗がいっぱい出て、小麦は焦あせってしまったです。


  　小麦の目的はお兄様を映画館に呼び出し、りんりんとハチ合わせさせて、二人で映画を観させることです。ホラー映画をチョイスしたのも、二人がキャーキャー言って怖がって抱きあうことを狙ねらっているです。医学用語では吊り橋効果というのですが、男女が二人でいるときにスリルを味わったりしてドキドキすると、それを恋愛のドキドキと錯覚して、くっつく確率が上がるです。


  　それを狙ってお兄様を映画に呼び出しに来たというのに、小麦がドキドキしてしまってどうするです？　すーはーすーはー、とりあえず深呼吸して呼吸を整えるです。


  「いや、診みてくれたお医者さんも応急手当がよかったって誉めてたぞ。悪かったな」


  　お兄様の声が、いつになく優しいような。すーはーすーはー、落ちつけ小麦。


  「な、何かお兄様、小麦に悪いことしたですぅ？」


  「だって、男嫌いなのに保健委員だから俺の足を冷やしてもらって。男に近づいたりするの、嫌いやだっただろ？」


  「えっ、あのそのっ……」


  　そんな突っ込まれた質問をされると、答えに困ってしまうです。お兄様だから嫌ではなかったけど、それを答えるのは死ぬほど恥ずかしくて嫌です。呼吸を落ちつけたいのに、さっきから小麦はとまどいっぱなしです。これは急いで話を変えなければ、なんかドキドキしすぎて心臓が痛くなってくるです。


  「そ、そんなことよりお兄にい様、捻ねん挫ざけっこう痛いですぅ？　ちょっとぐらいなら、歩いても大丈夫ですぅ？」


  「え、何か用事か？」


  「はい、まあその、ちょっと……」


  　小こ麦むぎが歯切れ悪く答えると、お兄様はちょっと考えてから、


  「うんまあ、テーピングで足首を固定すればそこそこ歩けるし、大丈夫だけど」


  「ほほう！　じゃあ、けっこう歩いても大丈夫ですぅ？」


  　すなわち、映画館へ行けるということですね？


  「まあな。それで、何の用事なんだ？」


  「デュフフ、大丈夫、怪あやしいことじゃないですぅ」


  「その笑いがすでに怪しいんだが」


  「歩けるなら、日曜日にいっしょに映画に行かないですぅ？」


  　小麦がお兄様にそう言った瞬間、いままでひと気がなかった廊下がわの窓に、一気に男子が群がってきたです。


  「な、なんだってー！　草くさ野の小麦といえば、三み剣つるぎ凛りん世ぜや日向ひゆうが今日きよう子こなど超絶レベルの美人の陰にかくれて今イチ目立たないが、ふつうの学校ならまぎれもなくダントツトップのキュートさ！　その草野小麦が！」


  「あんな地味でパッとしない日向を、あの草野小麦が、わざわざ放課後デートに誘うだと～っ？　日向めええ、妹のおかげで妹の友達とも仲良くなれていいな！　しかも、その妹がグンバツにかわいいとか最高だな！」


  「その上日向の奴、一学期にものすごい一瞬だけだけど、妙に女子にモテてたよなぁ～。死ねばいいのに！　奴が好きな仏教的に言えば、成じよう仏ぶつすればいいのに！」


  　お兄様、いきなり他人に死を願われるとか、お気の毒です。そして一学期にモテてたのはお兄様がモテてたのではなく、小麦たちがキョコたんを狙ねらうためにじゃまなお兄様を引き離そうとしていただけなので、そのことで逆恨みされてちゃ、いっそうお気の毒です。


  「いや待て、逆に考えるんだ、あんな地味な日向がそうまでモテるのはその仏教のせいだと考えるんだ。悟りを開き成仏を目指すその癒やしが、女子に好かれる原因ではないだろうか？　とくに草野小麦みたいなおとなしい女子って、優しい系の男子が好きそうだし！」


  「そ、そうかもしれない！　同じ仏像愛好会の高たか野のと比ひ叡えいもかわいい彼女ができたし、時代は仏像愛好会かああああ！」


  　はひはひっ、別に小麦はお兄様が好きでここに来たわけじゃないです！　小麦が好きなのはキョコたんであって、ここに来たのはあくまでも小麦とキョコたんのラブラブ大作戦の一環であって、お兄様を映画館に呼びだしてりんりんとくっつけるためなのであって。


  「ごめんな、小麦。こういうこと言われるの俺は妹で慣れてるけど、男嫌いの小麦には迷めい惑わく千せん万ばんだよな」


  　だからっ、なんでそこでお兄にい様が謝るのか理解不能ですぅぅ！　困ったような遠慮がちな笑顔とか、小こ麦むぎのお兄ちゃんでもないのに保護者みたいな見守るような優しいまなざしとか、何だかものすごく婉えん曲きよくにふんわり全身を包みこまれてるようで、息苦しくてたまらなくて、小麦は今すぐにお兄様の前から逃げだしたくなったです。


  「お兄様っ、ではこれ前売りで買ったチケット二枚、時間はチケットに書いてあるです、小麦が持ってたら忘れそうだから、お兄様が両方持っててくださいですぅ！」


  　小麦はお兄様のブレザーの腰のポケットに映画のチケットをねじこむと、大急ぎでダッシュして逃げたです。お兄様が小さな声で「お、おう」と答えたのが、はるか後ろで聞こえたような聞こえなかったような気がしたけど、確認しに戻ることもできなかったです。


  



  　どうして、この小麦が「こむぎゅう」の一言も言えずこんなにうろたえてしまったのか、自分でもよくわからなかったです。お兄様を映画に誘ったのはキョコたんとの恋愛を成じよう就じゆさせるための作戦の一環のはずなのに、こんなに胸をばくばくさせていては、まるで小麦がお兄様を映画デートに誘った勇気ある恋する少女のようではないですか。


  　それはそうと、小麦は自分の教室まで逃げ戻ってから、重大なことを思いだしたです。


  「はわわわわ～っ！　小麦、お兄様に映画のことをくわしく説明するの、忘れてたですぅ～っ！」


  　はわわじゃなくて、ここの感嘆詞は「こむぎゅう」にして地味に流は行やらせねばならなかったはずなのに、今の小麦にはそのようなあざとい作戦を遂行するだけの余裕もないほどに焦あせって、頭をかかえたです。


  　小麦にいきなり「日曜日にいっしょに映画に行こう」と言われて、お兄様が来なければならない理由など何ひとつないです。むしろ、お兄様は仏教を極めて悟りを開くため、女子は悪魔だと思って避さけてるタイプの人です。それがデート的なものに誘われたら、ふつうは断りそうです。


  　りんりんだってさいしょは断ったから、小麦は「一人で観にいくのが怖い」だの「どうしても観にいきたい」だの、必死に訴えてやっと首を縦に振らせたです。そんな理由など何も説明しないまま映画のチケットだけあげたって、お兄様が来るとは限らないし、来なければならない義務なんて何もないし。まして、小麦はお兄様の同意を得ないまま、逃げてきてしまったわけで。


  「はわわ～っ、どどどどうしようですぅ、もしお兄様が来なかったら作戦は失敗ですぅ～」


  　かといって、もう一度お兄様のところに戻って確認しようか……と顔を上げた瞬間に、とつぜん心臓がドキドキドキッとすごい勢いで打って、小麦は苦しくて胸を押さえ、机に突っ伏してしまったです。


  「ふにゃああぁぁ……こ、小麦、いったいどうしちゃったですぅ？　ひょっとして不治の病ですぅ？」


  　原因不明の胸が苦しすぎて、こむぎゅうも言えず、お兄にい様にもう一度会いに行く勇気も出ないまま、小こ麦むぎは一日を過ごしたです。


  



  　そして、心臓が痛いまま日曜日がやってきたです。この心臓の痛みは、大好きな粘ねん菌きんたちと触れ合ってすら癒やせなかったので、ほんとに不ふ治じの病っぽいです。


  　小麦は今までこんな痛みを感じたことがなかったので、嫌いやだったけど土曜の夜に、大学に通うため家を出て下宿してる小麦のお姉ちゃん（あざみ）に電話して相談したら、


  『あーそれ肋ろつ間かん神経痛だわ、若いときはなりやすいのよ。ビタミンＢ12飲めば治るから。ビタミンＢ12にも二種類あって、安いシアノコバラミンじゃないから、高いメチルコバラミンのほうを飲むのよ。それにしてもいいなあ小麦、若いんだ、フレッシュピチピチなんだ。こんどお姉ちゃんにプニプニさせてね♪』


  　と、貞てい操そうの危機を感じる展開になったので、小麦は光の速さで電話を切ったです。その後、大急ぎで閉まる寸前の薬局に行ってビタミンＢ12（メチルコバラミンのほう）を買ってきて飲んだけど、胸の痛みはおさまらなかったのです。


  　それで、小麦はいよいよ死の危険を感じながら日曜日、映画館があるショッピングセンターまでやってきたです。お兄様に「行く」と確認さえ取っていれば、病の体を押してこんなところまで来なくてもすんだのに……とは思ったけど、お兄様と話す勇気が出なかったので、仕方がないです。


  　で、小麦は映画が始まる十五分前に映画館の前のロビーにやってきたです。もちろんお兄様にバレてはいけないので、髪の毛は帽子の中に隠して、サングラスかけて、他にも伊達メガネとかつけヒゲとかカツラとか、変装用の小物をいっぱいバッグに詰めて、スパイファッションでの潜入です。


  　ここの映画館はシネコンという、ショッピングセンターでよく見られるやつで、建物の中に映画館が何個もあって、いろんな映画が上映されているです。それらの映画館の入り口は駅の改札みたいになっていて、映画の上映が近づくと入れるです。


  　それまではロビーで待つことになるけど、ロビーには売店があるので、映画が始まる前に、ここでグッズや食べ物などを買えるです。


  「すみません、これください」


  　映画待ちの人でいっぱいのロビーの彼方かなたから聞きなれた声が聞こえてきて、小麦はあわてて太い柱の陰に隠れたです。変装してるからバレはしないとは思いつつも、隠れんぼみたいでドキドキしてしまうです。


  （はわわっ、お、お兄様っ？　すでに来てたですぅ？）


  　お兄様が来ててホッとしたというよりも、映画が始まるより十五分も前にお兄様が来てたことに、小こ麦むぎはびっくりしたですぅ。びっくりしすぎて、あいかわらず感嘆詞「こむぎゅう」を差し挟む余裕もなかったです。


  　ついでに今日のお兄にい様の私服は、あいかわらず地味な、ほうじ茶みたいな色のカーディガンです。あの色お兄様はよく着てるけどお気に入りでしょうか、似たような色の微妙にデザインが違う服を何着も持ってる気がするです。確かにおとなしいお兄様らしい色で、ほんとに地味だけど見慣れるとけっこうきれいな色だなとか、カーディガンってちょっと知的に見えるんだなとか……なんて、いやいや、男子の服装なんか小麦はぜんぜん興味の範はん疇ちゆう外がいですからあああ！


  　そして売店はけっこう人が並んでたので、お兄様の番が来るまでかなり待ったはずで、十五分前どころか、ずいぶん前から来てたはずです。


  （お兄様、そんなにこの映画を楽しみにしてたですぅ？　あまりにも意外ですぅ……！）


  　むしろすっぽかされてもおかしくないと思ってたので、小麦は信じられない気持ちで、柱の陰からのぞいていたです。でも、とりあえずお兄様は来ているので、あとはりんりんが来れば作戦成功です。りんりんにはあれだけしっかり言い含めておいたし、りんりんもちゃんと来ると言げん質ちを取ってあるので、たぶん大丈夫だと思うけど、せっかく来たんだから最後まで見届けて帰るです。


  「どうもありがとうございました」


  　ぬぬ、お兄様、売店の人から何か品物を受けとったときにお礼を言ったです。何買ったのかは、薄暗いロビーの中でサングラスなんかかけてるから、遠いとよく見えなかったです。とにかくぶっきらぼうに受け取る人が多い中、物腰の柔らかさが目立つです。お兄にい様って女子をそばに寄せつけずにぶっきらぼうなところはあるけど、基本的に礼儀正しいし、基本的に頼まれたら断らないし、けっこう優しいところあるような気がするです。


  [image: ]


  （あ、いやいや、お兄様のことなんかどうでもいいですぅ。りんりんはまだですぅ？）


  　小こ麦むぎはロビーの中を見回したけど、りんりんはまだ来てなかったです。シネコンは開演前でないと入れないから、合理的なりんりんのことだから効率を考えて、待ち時間がないように入場開始になる十分前ぐらいに来るかな、と思いながら、小麦は待ってたです。


  　いっぽう、早く来てたお兄様のほうは、まだ入場が始まらないので、ベンチに座って待ってるです。映画待ちの人でごったがえしているので、ベンチも端っこのほうにお尻しりを半分ぐらいしか引っかけられなくて、きゅうくつそうですぅ。


  　で、そんなきゅうくつな状態だというのに、小麦がサングラスをちょっと上にずらして見てみると、お兄様は左右の手にジュースの紙コップを一個ずつ、握りしめていたです。


  （はうあ！　お兄様、さっき売店で買ってたのは、映画観ながら飲むためのジュースだったですぅ？　そうか、ホラーだから絶叫してのどが渇かわくのが想定済みなのですぅ。しかも二人分あるっていうことは、小麦のぶんまで買って待っててくれてるですぅ？）


  　ぎゅううぅっ、と心臓が雑ぞう巾きんしぼり状態で苦しくなったですぅ。お兄様、ぼんやりしてるくせに、なんでそんなに気がきいてるです？


  （ハッそうか、キョコたんといっしょに映画に行ったりして慣れてるから、こういうの自然にサラッとできるですぅ？）


  　とは言え、小麦のお姉ちゃんは小麦のことをベタベタかわいがってるわりに、周りが見えなくて計画性がないタイプの人です。だからいっしょに映画に行っても、入っちゃってから「あージュース買っておけばよかった！」とか言っちゃうです。


  　その点お兄様って、夏休みにみんなで四国まで旅行したときも、電車の乗り換えとかきちんと調べてたし、けっこうしっかりしてるし、空気読めてなさそうで意外に気を回すタイプなのです。


  （でも、今日待ち合わせしてるのはキョコたんじゃなくて小麦なのに……それでも、ちゃんと買って待っててくれるですぅ？）


  　お兄様は、ベンチの端っこに座ってぼんやり待ってるです。その横顔は、何を考えてるのかわからない無表情だったけど、一人で二人分のジュースのコップを握って座ってる姿は、何だかご主人様を待ってるハチ公みたいに見えたです。ときどき壁の時計を気にして視線を横にずらしているので、来ないなーと思ってるなーというのがわかったです。


  　小麦の心臓が、ぎゅうぎゅう痛んだです。お兄様はジュースまで買って小麦を待ってくれてるのに、小麦はもう来てるのに、出ていかずにじっと隠れてて。それはお兄様を利用するためであって、小こ麦むぎは出ていかずにりんりんを待っている状態で。なのにそんな小麦を、お兄にい様はじっと待ってくれてるわけで……あうあう、心臓が痛みまくるですぅ。


  （あうう……りんりん、小麦が死亡確認されてしまうまえに、早く来るですぅ～！）


  　お兄様がちょっとばかり切なそうに見えたって、本来小麦は男子などに全く興味ないんだから、気になるわけなどないはずなのです。なのに、どうして小麦はこんなに焦あせった気持ちでりんりんを待ってるのです？


  「♪りんりんりりん♪　♪りんりりん♪　♪りりりりりん♪」


  　びくうぅっ！　突然の着信音に、小麦は大気圏を脱出しそうな勢いで飛びあがったです。次に、お兄様に聞こえてこっちに気づかれなかったか、焦って確認したけど、当然この人ごみとこの距離では聞こえてはいなかったです。そして、この着信音は……。


  「り、りんりんですぅ？」


  　小麦は携帯の口元に包むように手を添えて、柱の陰にしゃがんで、お兄様に聞こえないようヒソヒソ声で電話に出たです。小麦はホッとして、なんか泣きそうな気持だったです。


  「よかったですぅ～、りんりん待ってたですぅ～。今、どこにいるですぅ？」


  『あのね、小麦。今、今日きよう子この家にいるんだけど、今日やっぱりボウリングにしない？』


  「へ？」


  　てっきり、りんりんは映画館の人ごみの中から小麦を捜すために電話をかけてきたと思っていたので、小麦は一瞬何を言ってるのか理解できなかったですぅ。


  「ぼ、ぼうりんぐ？　キョコたんの……家？　何がどーゆーこと、ですぅ？」


  『話せば長くなるんだけど、映画に行くために準備してたら、今日子から電話がかかってきて……』


  「きょ、キョコ……たんから？」


  　な、なんか嫌いやな予感がするですぅ。じんわりと脂汗が全身に湧わき出てくるですぅ。


  『今日、兄あに貴きさんが出かけてるんだって。どこに行ったのかわからないらしいけど、たぶんお寺とかよね？　あの高たか野のさんとか比ひ叡えいさんとかといっしょに座禅でも組みに行ってるんじゃないのって今日子に言ったんだけど、足が痛いのに座禅組むわけないって言うし、まあそれなら写経とかじゃないのって思うんだけど……まあそれは置いといて、今日子、きのう駅でボウリングのタダ券もらったんだって。で、週末かぎりでもったいないし兄貴さんもいないし、いっしょに行かないかって誘われて』


  「ほえほえほえ？　そ、それはもしかしてっ？」


  『うん、今日は小麦と映画に行くはずだったんだけど、って言ったら、じゃあ小麦もボウリングに誘おうって今日子が言って』


  『そうだよそうだよ、小麦、いっしょにボウリング行こー♪　それで、その映画はまだ公開中だから、来週また三人で行こーよ♪』


  　電話の向こうから、キョコたんの声もいっしょに聞こえてきたです。そそそそそりゃキョコたんの誘いなら、小こ麦むぎだってぜひ喜んで、ってなもんです。それに何より、キョコたんとりんりんを二人っきりにするなんて、恋こい敵がたき的にありえないです。


  「ももももももちろんですぅ、お供するですぅ！」


  『よかった、じゃあ現地で合流ってことにしましょう。〈ラウンドアバウト〉の五階のボウリング場、たぶんわたしたちのほうが先に着くから先に始めておくわ』


  　りんりんが言ったです。ラウンドアバウトは大型の屋内型スポーツセンターで、ここから電車で二駅ほど戻ったところです。それなら急げば一時間以内で行けるかな、と小麦は頭の中で、百ます計算するときよりも猛烈なスピードで計算しながら、


  「おっけーですぅ、可か及きゆう的てき大急ぎで駆けつけるで……」


  　すぅ、のセリフは声じゃなくて、思わず吸い込んだ息の音となって消えたです。


  　それは、電話しながら手持ち無沙汰で何気なく柱の陰から売店のほうに流した小麦の視界のはしっこに、まだじっと待ってるお兄にい様の姿が入ったから。


  　小麦が電話してるあいだに時間が流れて入場が開始され、さっきまであんなに人でにぎわっていたロビーはもう誰もいなくて、なのにその中でお兄様だけ、まだぽつんとベンチに座って待っていたです。


  『わかったわ、じゃあ後でね』


  『待ってるね小麦ー♪』


  　ぷー、ぷー、ぷー。


  　りんりんの電話が切られても、小麦は動けなかったです。


  （お兄様……ど、どうしてまだ待ってるです？）


  　小麦は柱の陰から、信じられない気持ちでお兄様を凝ぎよう視ししていたです。入場も始まってることだし、もう小麦が来ないだろうってふつうは思うはず。なのにどうしてまだ、ジュースを二つとも手に持って待ってるです？　手が疲れるどころか、氷で手が冷たくなって感覚なくなってるレベルなのに。


  　どうしてお兄様は、ここまで待っても、小麦が来るって思えるです？


  　誰かがお兄様のところへ行かなくては、このままだとお兄様は映画が終わるまで……もしかしたら映画が終わっても、あそこで待ち続けてる可能性大です。誰かが……といってもりんりんは来ないわけだし、誘ったのは小麦だし、お兄様は小麦が来ると思ってるし、ここには小麦しかいないし、とすれば小麦が行くしかないわけだけど、小麦的には男子と二人で映画なんて絶対に無理です。


  （お……お兄様には悪いけど、小麦、このまま帰らせていただくですぅ……）


  　小麦はお兄様に見つからないよう両手で帽子をぐいっと下げて、ショッピングセンターの通路に出る出口のほうへそそくさと移動したです。暗いロビーから明るい通路に出ると、そこは別世界みたいに見えたです。あまりにも別世界すぎて、小こ麦むぎはなぜかとまどって、一度、まだ暗いロビーの中にいるお兄にい様を振りかえってしまったです。


  　お兄様は、ロビーの薄暗い闇やみの中で独りぼっちで、やはり座って待ってたです。焦あせるでもなく、きょろきょろするでもなく、ひたすらじっと待ってるのは、悟りを開いて心が少々のことでは揺るがないのか……それとも、小麦は必ず来ると信じて疑っていないのです？　どうして大したつきあいもない上に、いつもお兄様にロクなことをしてない小麦のことなんか、信じられるです？


  　それとも……もしかして？　足が痛くて、それでずっと座ってるのかも？　座禅が組めないぐらい足が痛いって、そういえばさっきりんりんとの電話で聞いたです。そもそもお兄様は捻ねん挫ざが「けっこう重傷」だって言ってたはずなのに、小麦が映画に誘うつもりで歩けるかって聞いたあとには「まあ大丈夫」って話が変わってたです。小麦はそれを「大丈夫なんだ」って自分に都合よく解釈してたけど、じつはお兄様は小麦が用事がありそうだったから、ほんとは足が痛いのに無理して答えてくれてたのかも？　そして、小麦のわがままのために黙ってここまで来てくれたのかも？


  　それとも、その両方かも。


  　あうあうあう～、どどど、どうしましょう～。小麦はいったいどうすれば～。


  　小麦が映画館のロビーとショッピングモールの廊下の間で右往左往してると、ふと、お兄様のところに映画館の人が来たです。


  「『恐怖のグチャドロモンスターズ』のお客様でしょうか？」


  「はい」


  　お兄様は、静かに答えたです。小麦の足が、この場から逃げたいはずなのに、ぴくっと止まって動かせなくなったです。


  「お席の予約は……」


  「済んでます」


  「ではあと三分ほどで会場を閉めますので、ご入場をお願いします」


  「すみません。友達が来るので、待ってるんです」


  　その友達とは、まぎれもなく小麦のことです。待ってる、と当たり前に答えたお兄様の声に、また心臓がゾウキン絞りにいいぃ。


  「お荷物もありますし、中で待たれては？」


  　映画館の人が、やんわりとうながしたです。


  （そうですぅ！　お兄様が先に入ってくれて小麦の視界から見えなくなってしまったら、小麦もこの呪じゆ縛ばくが解とけて、ここから離れられそうな気がするですぅ。とっとと中に入っちゃうですぅ！）


  　小麦は必死に念じたのに、お兄様は断固として首を横に振って、


  「いえ、ここで待ちます。ぼくは携帯電話を持っていないので、ここにいないと後からきたとき、連絡が取れなくて困るでしょうから」


  　はうう！　お兄にい様って、一人称は「俺」なのに、ていねいに話すときは「ぼく」って言うですぅ？　なんだかイメージがガラッと変わって、ふしぎな感じですぅ。いや、そんなこと言ってる場合ではなく、そういえばお兄様は携帯を持ってないですぅ。だから小こ麦むぎに確認の電話をかけることもできず、ひたすら待ってるですぅ？


  「それに心配もあるんです、不良にでも絡まれてたら助けに行かないといけないですし」


  　……お兄様、ひょっとして夏祭りのことがあったから、小麦を守ってくれるつもりで映画につきあってくれたですぅ？　でも小麦そんな、お兄様に守ってもらう資格なんてないですぅ、だって、だって小麦は……！


  　……だって、小麦は。


  　だって小麦は、お兄様を利用しようとしたのに。なのにお兄様は、自分を犠牲にしても小麦を助けてくれるつもりでここに来たというですか？


  　小麦はお兄様をだましたのに、そのうえ逃げようとしてるのに、お兄様は小麦が来ると信じて待ってるですか？


  「だって、小麦は……！」


  　小麦は、そんな資格ないですぅ。お兄様に待ってもらう価値も、守ってもらう値打ちもない女の子なのに、キョコたんみたいに妹でもないのに、どうして？　どうしてお兄様は「妹の友達」っていうだけで、今までさんざん小麦に困らされてきたこともあったのに、小麦を信じて、小麦を守ろうとして、一人でそうやって待ってるです？


  　足だって捻ねん挫ざしたばかりで、歩けば痛いはずです。小麦だって保健委員なんだから、それぐらい知ってたです。知ってたのに知らないふりして、お兄様の優しさに甘えて大丈夫って返事に甘えて呼びだしたです。しかも、だますつもりで。利用するつもりで。


  　なのに、足ケガしてるのに、そんな体なのにお兄様は万一のとき小麦を助けるつもりで待ってくれてたというです？　夏祭りのとき小麦のせいであんなにボコボコにされたのに。小麦、お兄様に助けてもらうような値打ちないのに。そんな資格、ぜったいにないのに。


  　なのに、お兄様は小麦を待ってくれるですか？


  「上映時間です。入り口を閉めさせていただきますが、よろしいですね？」


  　ついにあきらめて、映画館の人が入り口のほうへ向かうのを、お兄様は静かにほほえんでうなずいて応えたです。


  



  　その瞬間、小麦の手がサングラスと帽子をむしり取って、バッグに押しこんでいたです。


  



  　小麦は。


  　小こ麦むぎは、行かなくてはならないです。


  　小麦を信じてくれるあの気持ちに、応えなければならないのです。


  　小麦は悪い子だし嫌いやな子だし、お兄にい様の前に顔を出す資格なんてないけど、でもここで小麦が出て行かなければお兄様はこのまま待ちぼうけで、小麦のために買ってくれたジュースはぬるくなるばかりで、それはぜったいによくないことです。


  　小麦が男子が苦手とか、そんなことは、あのジュースがぬるくなることに比べれば、ぬるいジュースを両手に持ってお兄様が映画が終わるまで二時間でもあそこに座って待ち続けるであろうことに比べたら、そんなことはノミの屁へよりも些さ細さいなことに過ぎないのです。


  　あの信頼を、優しい思いやりを、小麦は裏切れないし、決して裏切ってはならないのですうううぅッ！


  「待ってくださいですぅっ！　入場するですぅぅぅーっ！」


  　小麦は、自分でもびっくりするぐらい大声で叫んで、ロビーへ駆けこんだです。


  　お兄様は、その声にびっくりして顔を上げて、それから、少し眉まゆを下げて、ホッとした表情になったです。


  「よかった。遅れてたから、何かあったんじゃないかと思って心配してたんだ」


  　お兄様ったら、こんな小麦の心配なんかしてちゃだめです。そんなことじゃ、悟りを開かなくちゃならないのに悪魔マーラにあっさりだまされちゃうです。


  「お兄様、足痛いですよね？　ジュース小麦が持つから、チケットお願いするですぅ」


  　小麦がジュースを片方取ると、お兄様はスッとズボンのポケットからチケットを取りだして、小麦に渡したです。


  「もう座席券と引きかえてあるからこのまま入れる。小麦がこっち持ってくれ。ジュース大きいの買っちゃったから、女子には重いし」


  　ふだんはぼんやりして頼りないと思ってたのに、そのとき小麦は、自分の手首が細いことと、お兄様の手首が、細いけれども小麦の腕とはぜんぜん違ってて、筋ばってることに気づいたです。


  　そのとき小麦は、お兄様は男子で、小麦は女子なんだと、ぼんやり感じたです。そして、男子は乱暴で怖くて大嫌いなのに、とくに体が大きかったり力が強そうだったり運動神経のよさそうな男らしい男子って怖くて仕方ないのに、お兄様のその手首や大きな手を見たとき、小麦はそれを怖いとは感じなくて、「頼もしい」と感じたのです。


  「さ、行こう。暗い中で下りエスカレーターに乗るみたいだから、足元気をつけろよ」


  　自分だって足が痛くて足元が危ないのに、お兄様は小麦に足元の注意をしながら、しかも両手にコップを持って、こんなに待たされたのに当たり前に「行こう」なんて言いながら、入り口へ入っていったです。


  　小麦はチケットを手に、先に行くお兄様の背中を見て、入り口で一度足を止めたです。


  　もしりんりんが来ていたら、「男は嫌いだけど、ジュースとチケットがもったいないから、別に兄あに貴きさんと映画が観たいわけじゃないけど、いっしょに観てあげるんだからねっ！」とか、言ってたのかな、と思ったです。


  　でも、小こ麦むぎは。


  　ここにりんりんが来なかったことに、どうして今、自分がこんなにホッとしてるのかわからないけど。


  　でも少しだけ、キョコたんがお兄にい様をあんなに追いかけてる理由が、お兄様の背中を見て、わかったような気がしたです。


  　お兄様は小麦の恋こい敵がたきではあるけれど、でもどういうわけか今は、キョコたんがお兄様を好きな理由がわかるし、闇やみの中に消えていくお兄様の背中を見ていると、


  「……お兄様！」


  　そのまま消えていっちゃうような気がして、小麦はあわてて走って、お兄様のひじのあたりの袖そでをつかまえたです。これって、キョコたんがときどきお兄様にこうしてて、小麦はそれを見るたびに「お兄様めえええキョコたんに袖をさわっていただけるなんて許さんッ！」と思っていたのに、どうしてだかわからないけど、今の小麦はキョコたんと同じことをしてるです。


  「暗いところ、よく見えないか？　大丈夫か？」


  　お兄様が、小麦に合わせて少し歩みを緩ゆるめたのがわかったです。小麦がお兄様の袖をつかまえたのが、暗くて足元が見えないせいだと思ったみたいです。


  「あ、いえ、大丈夫ですぅ」


  　とは言ったけど、ほんとはぜんぜん大丈夫じゃないし、お兄様のくせにそんな優しい態度取られたら、小麦ぜんぜん大丈夫じゃないし！　たぶん、お兄様はそんなふうに自分が優しいことに気づいてなくて、だからキョコたんがあんなにお兄様のことを好きな理由にも気づいてなくて、だからキョコたんがどうして自分をそんなに好きなのか理解できなくて、迷惑そうな顔をしてるけど、でも悪いのはお兄様が優しすぎるせいだし。


  「暗いところで目が見えにくい場合はビタミンＡ摂とったほうがいいぞ、ニンジンとかホウレン草とか。夏休みにうちに泊まりに来たとき大胆に野菜残してただろ、見てたぞ。パセリはとくにビタミンＡが多いから、ちょっぴりでもちゃんと食べろよ」


  　ぐぬぬ、なぜゆえこのムードの中で豆知識披露＆説教モードに入るですか、お兄様！


  　でも、キョコたんにもいつもこんなふうにお説教というか、保護者気取りのお節介というか、そういうのを言ってるなあと思い出すと、ああなんだか小麦、いま、お兄様に守られてるんだなあ、みたいな気もして、胸がじんわりしてしまったです。


  　りんりんがキョコたんと二人で遊びに行ったことが、こんなにも悔しくないなんて、自分でも意外だったです。そして、りんりんが来なかったことが、心のどこかでちょっぴりだけうれしかったことにも、小麦は気づいたです。


  「わかったですぅ。小こ麦むぎ、パセリもきちんと食べるですぅ」


  「よしよし、緑黄色野菜はちゃんと摂とらないとな」


  　暗いのと、小麦がお兄にい様の袖そでをつかんで半歩下がって歩いていたのでお兄様の顔がよく見えなくて、それに映画館の廊下は完全防音でほかに全く音が聞こえなかったせいで、それで声だけが小麦の耳に響いてきたです。お兄様の声は優しくて、でも豊かな声量と不思議な響きがあったです。これってたぶん、いつもお経を読んでるからだと思うけど、すごく心地よい声だなと思ったです。


  「お兄様、今日は映画に連れてきてくれて、ありがとうですぅ」


  　自分でもびっくりするぐらいすなおに、そのことばが口から出たです。ずっと痛かった胸は、ふと気づくと、もう痛くなくなっていたです。思い出してみると、変装ルックを投げ捨て、ロビーで待ってるお兄様のところに勇気を出して飛びだしていったあのときから、痛みはなくなっていた気がするです。今はただ、じんわりと胸が、包みこまれるような温かさで満たされていたです。


  「どういたしまして」


  　お兄様の優しい声を聞いたとき、小麦はどういうわけだか、


  （キョコたんはいいなあ……）


  　と、思ってしまったです。でも、映画を観ている二時間だけはお兄様は小麦といっしょで、小麦のお兄様で、それがちょっとだけ、うれしいような気がしたのです。


  



  　え？　映画の感想？


  



  　……い、いや、まわりの人はけっこうキャーとか言ってて、一般的には怖い映画みたいだったですね？　フツーの人には、怖かったんじゃないですか？　ま、小麦レベルになると、別に全然怖くなかったですけどね？　むしろ冷静に、特殊メイクやＣＧの出来を評価する的な目線で見てたっていうか？


  　ああ、でもお兄様は、すごく怖がってたですね。ゾンビがバァーンッて出てきたところで小麦の腕にしがみついて、ジュースこぼしそうになってたですね（笑）。
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  三話目　わたしが入ふ浴ろを盗の観ぞく所わ以けが虚無ない件です


  



  　鮮血ちに塗ま布みれた死骸むくろにも似た、真くれ紅ないの夕焼けが天そ空らを焼き焦こがす時と刻き。古いに代しえの人々がこの時と刻きを「黄たそ昏がれ」と呼んだのは、薄暗い闇やみにまぎれて、道行く人の顔がよく視みえず、「誰たそ彼かれ」すなわち「あの人は誰だ」と質問とうことが語はじ源まりと伝つ説たえられています。


  　その鮮血ちの色い彩ろの天そ空らを背景うしろにそびえ立つ家い屋えを、わたしはゆっくりと看み上あげました。


  　わたしは現世このよにおける仮の名前なを根ね雪ゆき緋ひ影かげといい、今は都立第四高校に通う平へい凡ぼんな高校一年生の姿を借りて、わたしがまだ知るよしもない運命さだめの仇て敵きから姿を隠しています。しかし、その永と遠わにも近しい暗や黒みの中を彷徨さまよう呪の詛ろわれた運命さだめの中を揺蕩たゆたう怨の嗟ろわれたわたしにも、ひとすじの光明ひかりだけは許ゆ容るされていたようです。


  　その陽光ひかりの現世このよでの仮の名前なを、日向ひゆうが今日きよう子こといいます。彼女は都立第三高校の一年生で、水球部のエースフローター、わたしは第四高校の水球部のフローターバックで、すなわち彼女をマークして彼女の得点を妨さま害たげることが任務つとめでした。


  　わたしは彼女を一目観みただけで、わたしと彼女の狭間あいだを血流ながれる数億万年におよぶ永と遠わの因縁さだめに気づきました。わたしと彼女は幾兆回もの輪廻うまれかわりの中を縁む結すばれ、一と緒もに永と遠わの時空間ときを生い存きる因縁さだめの存も在の……それはこの宇宙せかいが開始はじまるよりも久遠はるかな過去むかし、宇宙創生ビツグバンよりも久遠はるかな原始むかしから刻き印ざまれていた運命さだめなのである、と。


  　ゆえに、わたしは今、日向家の玄関前まえに立って、二階建ての家い屋えを仰観みていたのです。


  「チョロチョロチョロ……」


  　道み路ちの中まん央なかにある下水マンホールから微弱かすかな水音が聞こえたので、わたしはその冷ややかな鋼て鉄つの円い盤たに耳み殻みを付着つけました。その水音は確実たしかに、日向家から流れてくるものでした。


  「入浴……始まりましたね」


  　わたしは普段いつものように、日向家を包か囲こむブロック塀べいを乗りこえました。なぜならば、一階のそこに浴室ふろばがあることをわたしは既知しっていたからです。


  　そう、わたしが今日、日向家に訪問きた目的は、浴こ室れでした。わたしは日向さんの入浴中の姿態すがたをじっくりと観察みるために、学校から現世このよにおける仮かり初そめの家い庭えに帰か宅えったあと、超特急おおいそぎで私服に着替えて、日向家にやってきたのです。


  「それにしても……予想していたよりも、ずいぶんと早い入浴時間ですね。長時間待たずにすんで、助かりますが……」


  　わたしは壁とブロック塀の細い間隙すきまを移動しながら、浴室の窓の近そ接ばまで到つ達きました。硝子ガラスの窓ごしに水音が聞こえ、その奥にはたしかに人ひ間との気配がありました。


  「フッ……日向さん、その入浴中の姿を観察みさせてもらいますよ……？」


  　わたしの胸む郭ねの血潮こころが、焦げつきるほどの荒ぶる高鳴りに翻弄みだされました。


  　ここで唯ひ一とつ注釈いっておくべきことは、観こ察れは断け固つして猥わい褻せつ行為の類例たぐいではないということです。敵チームのエースフローターの肢体からだの骨格や筋肉をつぶさに、事細かに、詳細くわしく観察することで、その身体能力を推は測かり、試合の勝利に役立てようという、フローターバックの任務の一環であり、純然たる間諜スパイ行為にすぎないのです。


  　水着姿ならば、すでに水球部の試合で幾度も観察みてきました。しかし、どんなに体躯からだにジャストフィットした水着とはいえ、水着は水着、体躯からだを隠か蔽くす障壁でしかありません。より正確かつ詳細に日向ひゆうがさんの体躯からだを観察みるために、仕方なく全裸の姿態すがたを観察みなければならないのです。ですから決して、日向さんの生き生きと張りつめたすべらかな肌は理だを観みたいとか、そのような下げ衆すじみた卑小なる欲望のためではないのです。


  「ひゅ・う・が・さァァ～ン♪」


  　気づかれないよう、わたしはごくごく弱い力でそーっと、浴室の窓を一センチだけすべらせて開けました。そこから中を覗くと、雲の大う海みにも似た白い湯気がもやもやと霧のようで、明るい照明あかりを反射しまくって、よく観みえませんでした。


  　けれども湯気の後方むこうに、確実たしかに動う作ごく人影すがたが存在ありました。わたしは水球の試合中、常い時つもややもすれば試合の勝敗すら忘わ却すれるほどに魅了されてしまう、日向さんの美うつ麗くしい姿態すがたを観察みてきたので、それがあらゆる障ふ壁くを消な失くした様子すがたを空想かんがえました。


  　恐らくは母胎より出う産まれたままの日向さんの姿態すがたというのは、深海に睡ね眠むる真しら珠たまのように磨かれた髑髏されこうべにも似た純し白ろく滑す々べらかな肌と、成長途上で微妙わずかに豊ふく満よかになりつつある胸部の双丘、水練により引きしまった臀し部りの双丘など、人類至高の芸術品とも見まがう美神ヴイーナスのごとき姿態すがたでしょう。わたしはこれから、その美の目撃者となるのです……あ、違った、これはそういう目的ではなくて、あくまでも水球の敵情視察スパイでした、失言失言。


  　とまれ、わたしは近傍ちかくの庭石などを積みあげ、水滴しずくに曇った浴室の窓の隙すき間まから、わたしの邪眼を封か印くす眼帯をしていないほうの眼球めをのぞかせたのです。


  「ザアアアアアッ」


  　シャワーの音が聞こえています。シャワーの湯気で、ますます視界は純し白ろく曇っています。その間に、うっすらと肌色が透けて動う作ごいています。フローラルの芳香かおりが立ちのぼっているところから推測すると、シャンプーをしているのでしょう。焦じらされたわたしは、何とかその湯気のむこうを透視しようと、目蓋めを細めました。


  「ザアアアアアッ……キュッ」


  　蛇口をしめた音。湯気が静かに沈し降ずんでいきます。わたしは息を呑のんで庭石の上でつま先立ちました、日向さんのまだ未あ熟おい果実のような魅惑の肢体からだ……もとい、第三高校水球部のエースフローターの、強烈なシュートを生み出す肩けん甲こう骨こつの筋肉とか背筋とかの筋肉の発達とその連携した動きの流れを観察みるために。


  「さむっ」


  　湯気の中から声がしました。


  　ん？　日向さんの声にしては、少しばかり低いような……？　いえでも、そんなはずは、だってフローラルの香りですし……。


  「おかしいな、風入ってくる。窓閉めたはずなのに……閉め忘れてたかな」


  　おや？　あれ？　声が低いですよ？　そして肌色の影が、白い湯気の後ろから窓のほうへ……こちらのほうへ……近づいて。


  「あ、やっぱり開いてた」


  　わたしがのぞいていた窓に、指がかかりました。繊細な雰囲気ではありますが、日向ひゆうがさんのものにしては、いささかごつごつした感じの指。そして、窓から吹きこんだ風が白い湯気を散らして、そこに現れた肌色の影の正体は。


  「……あれ？」


  　声をもらしたその人と、視線めが合いました。目元だけなら、日向さんに似ている。意外にも、まつ毛がけっこう長い、それに虹彩めの色が少し淡いところに夕陽の光が入って、黄き金ん色に輝いていて、わたしはそれを美うつ麗くしいとさえ感じた自分自身に驚愕おどろきました。


  　しかしながらそこにあったのは、わたしが期待した胸のふくらみの双丘ではなく、のっぺりとした水平な胸板、思わず視線を泳がせて双丘を探しましたが、その平原にも似た胸板のどこにも、目指す双丘は観み当たりません。


  「きゃあああああああっ！」


  「うわあああああああっ！」


  　わたしとその人物が絶さ叫けびを上げたのは同時でした。


  　その人物とは、日向さんの一歳年上の兄、日向明あ日す太たでした。明るく活発でスポーツ万能で人懐っこくコミュニケーション能力も高い日向さんに対して、血脈ちのつながった実の兄とは思えないほど、地味で物静かで趣味は仏像プラモ作りと写経で、無口で人とあまりコミュニケーションを取りたがらず、自分の世界の中にいるタイプ……おや、このように列挙していくと、まるでわたしのことのようです。


  　それに、今まで日向さんの実の兄とは思えないと思っていましたが、意外にも目元がそっくりであることに、今回初めて気がつきました。インドア派のためか肌も日焼けしておらず、僧職系男子は草食系男子なので野菜中心の精しよう進じん料理的な食生活のためか、このわたしですらたまに苦悩なやまされるニキビがひとつもなくて、驚愕おどろくほどの美肌です。そういえば仏像というものは、すべからくスベスベの美肌であった記憶が存あ在ります。


  　絶さ叫けびながらも、湯上がりのゆで卵のようなその顔か貌おをわずか十五センチほどの距離で観みて、心臓が一秒に五回ほどの急激な拍動を始めたこともまた事実でした……水球の試合が佳境に入り過酷な運動を強しいられる局面ですら、鍛え抜かれたわたしの全身の筋肉および心筋すなわち心臓の筋肉は平おち静つきを保ち、心拍数は一秒に二回から決して上がりはしないというのに。なぜこのわたしの鍛え抜かれた心筋が、今この一瞬、貧弱なハムスターの心筋のごとき急速な拍動を行うほど惰だ弱じやくに堕だしたのか？


  「おまっ……緋ひ影かげ！　何やってんだ！」


  　男になど興味はなかったわたしは、興味がなさすぎて、筋肉達磨ムキムキマツチヨな男子水球部員がブーメランパンツ一丁でプールサイドを走り回っていたところで、わたしにとっては空気も同然でした。空気も同然ということは、透明状態で観みえていなかったということなので、意外にも目の前のこれは、わたしが初めて観みる男子いせいの裸体はだかでした。


  　そのためわたしは物珍しさのあまり、視線をそらしたいと思う気持ちが迷って、しばし視線を留めてしまいました。わたしがあまりにもじっと眺な望がめていたものだから、お兄にいさんはどうしたらいいか判わ断からないようすで、湯上がりということもあり、真っ赤な顔をしていました。そして近くにあった濡ぬれタオルを腹の前に当て、自分の体の面積を少しでも多く被お覆おい隠か蔽くそうとしました。


  「さては、妹が風呂に入ってると思ってのぞきに来たな。ハズレで残念だったな、緋ひ影かげ」


  　お兄さんにそう言われて、わたしはハッと我にかえりました。


  　ハズレ……確かに日向ひゆうがさんの裸体はだかを期待していた時点で、このお兄さんのヌードはハズレなのですが、何かスペシャルアイテムを引き当てたようなワクワク感を感じたのも事実で、男子いせいに興味などないはずなのになぜ自分がそう感じたのかが著いちじるしく謎でした。


  「いえ、別にのぞきにきたわけではありません」


  　とりあえず、盗の観ぞきだと言ってしまうと軽犯罪法で逮捕されてしまうし、「日向さんの風呂をのぞこうとした」など百ゆ合り趣味のない日向さんに知られて嫌われたら困ります。


  　お兄さんは、日向さんのことを邪じや険けんにしているように観みえながら、実は親友にそんな目で観みられていたと知って傷ついたり人間不信になったりすると可哀かわい想そうとの思いで、わたしたちの劣情にまみれた下心については、知っていても黙ってくれていますから、今回の盗の観ぞきについても、もちろん誰にも言わないでしょうけれども……それは理わ解かってはいましたけれど。


  　それでもわたしが言い訳してしまったのは恐らく、お兄さんの裸体を必要以上に凝ぎよう視ししてしまい、結果的に本気で盗の観ぞき行為になってしまったことへの罪悪感ゆえかもしれません。


  「わたしは……その。えーと」


  　必死に言い訳を考えて、わたしは怪け訝げんそうな顔をしているお兄さんに返こ答たえました。


  「あ、そうそう。わたし、日向さんにＤＶＤを借りにきたんです」


  「ＤＶＤ？　こんな夕方遅くに？」


  「あの、いろいろ用事があって、来る時間が遅くなってしまっただけなんです」


  「玄関のチャイムを鳴らせばよかったのに？」


  「あの、水音がしたので、直接日向さんに会ったほうが早いかなっと思いまして」


  　自分でもかなり無理のある言い訳で、お兄さんもずっと苦虫を噛かみつぶしたような顔をしていましたが、ふっとため息をつくと、


  「……わかった。緋影がそう言うならそうなんだろう、人を疑うことは御み仏ほとけの心に反するからな」


  　と、納得してくれました。ちょろいです。


  「なんていうＤＶＤなんだ？　取ってくるけど」


  「あ、いえ、どれを借りるとかはまだ決まってなくて、タイトルを見せていただいてから、と。日向ひゆうがさんはどこですか？　もう部活も終わって、学校から帰ってきていますよね？」


  　ヌードを観みれなくても、せっかく来たのですから日向さんの美うつ麗くしい顔か貌おを観みなければ、今夜は安ね眠むれません。


  「今日は水球部の先輩のお別れ会だって言ってたぞ」


  　お兄にいさんの答えに、わたしの目が一瞬、点になりました。


  「えっ……お別れ会？」


  「三年生は受験で、夏休み終わったら引退だとか。名門だけに、ＯＢ・ＯＧ集まってけっこう大規模なお別れ会らしい」


  「だ、だとすると、二時間ぐらいかかるでしょうか……？」


  「いや、男女混合ＯＢＯＧ混合の大規模なお別れ会だから、逆にとくに仲がよかった先輩とのお別れが薄くなるっていうんで、仲良しだけで二次会で喫茶店行くとか言ってたから、もっとかかるかもな」


  「とくに仲がよい……先輩？」


  　ぐぬぬ。日向さんがいないのならば、このまま帰か宅えろうかと思っていましたが、わたしの日向さんに「とくに仲がよい」先輩がいるなんて？　お兄さんと仲良しだったり、水球部のチームメイトの三み剣つるぎ凛りん世ぜとの仲良しっぷりに、わたしは常にふつふつと湧わき上がる灼しやく熱ねつのマグマのような嫉しつ妬と心しんを刺激されつづけているというのに、まだ他にもライバルがいるというのか！


  「あの、お兄さん。せっかく電車に乗ってわざわざ来たので、日向さんが帰るまで待たせていただいてもよろしいでしょうか……？」


  　わたしが初めて日向さんに心惹ひかれたのも、水球の試合で手合わせしてのことです。まだ一年生だというのに、体格にさほど恵まれているとも思えないのに、細くしなやかな筋肉から生み出される圧倒的なスピードと、いかなる局と面きでも物もの怖おじしない圧倒的な覇は気きで、それはまさにプールの水を旧約聖書のモーゼのごとく割ろうかという勢いで、ゴールめがけて突っ切ってくる、強く華麗うるわしいマーメイド。


  　フローターバックのわたしはそれを止める立場にあったというのに、その覇気に呑のまれて幾度かのゴールを許してしまい、プライドを挫くじかれたその屈くつ辱じよくが悔しさを生み、復ふく讐しゆうの気概が泥でい濘ねいのように重苦しく沈んだ執しゆう着ちやくを生んだのです。平たく言えばわたしは、コテンパンにやっつけられた相手に一目ぼれしてしまったということです。


  　その一目ぼれを決定的にしたのが、試合終了後、ゴーグルと水泳帽を外した下から現れた、あの幼く愛らしい顔立ちです。試合中の凄すさまじい覇気からは想像もつかないそれは、わたしの心をわしづかみにしました。あんなノーテンキで貧弱なアイドルみたいな顔をした相手に、このわたしが敗ま北けたという悔しさと同時に、あのかわいらしさに心が負けてしまったのも事実でした。試合が終わったあと、プライドを挫くじかれて呆ぼう然ぜんとしているわたしのところにぺたぺたと駆けてきて（プールサイドを走ってはいけないというのに！）、


  『フローターバックさん、根ね雪ゆきさん、だっけ？　あたし日向ひゆうが今日きよう子こ、根雪さんすっごい強かったよねー、何度も超ピンチになって焦あせっちゃった。もう超ドキドキした、また戦おーねっ！』


  　その一言でわたしは完かん璧ぺきにこれは運命さだめだと確信したのですが、あんなに強くてかわいくて校内外でも大人気の日向さんのこと、とくにあの戦闘系マーメイドのような華麗かつ強きよう靭じんな水球中の勇姿すがたを間近で観みている部員ならば、魅了されないわけがありません。現に、同じ水球部の三み剣つるぎ凛りん世ぜが、わたしのライバルとして立ちはだかっているのです。


  　説明が長くなってしまいましたが、それだけ日向さんに対するわたしの愛が強く濃いということで了解していただきましょう。


  　要するに、手短にまとめると、「日向さんの帰りを待って、その先輩とのお別れの感かな傷しみに染まった日向さんの心を、瞬時にわたし色に染めかえなければならない。誰であれ、わたしの日向さんの心の中の場所をわずかでも占拠しめることは、許ゆ容るしておけないから」ということで、それでわたしは日向さんを待たなくてはならないのです。


  「何たくらんでる？　今、ものすごい邪悪な目してたぞ」


  　お兄にいさんが、ものすごく不審そうな目でわたしを観みています。お兄さんは、通常ふだんぼんやりしているくせに、肝心なときにカンがよいのが困こ惑まりものです。
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  　そんなこんなで、わたしは（もちろん玄関に回ってから）日向ひゆうがさんの部屋に上げていただきました。何度か遊びにきているし、泊まったこともありますから、慣れているつもりですが、何度来てもわが心を焦こがすほどの憧あこ憬がれの対象である日向さんの日々の生活の残ざん滓しが残る部屋に入ると、胸が焦げつくように苦しくなってしまいます。


  「ああ、日向さんのベッド……フローラルの香り、はすはす」


  「空気吸いすぎだぞ、過呼吸起こすぞ」


  　お兄にいさんが、部屋のすみっこに座ってわたしの行動をじっと監視しています。お風呂上がりのお兄さんは、Ｔシャツとコットンのズボンのラフな服装を着用しています。平時ふだんお兄さんは、お風呂上がりはもっとラフなタンクトップとハーフパンツ着用なので、今回はわたしと同じ部屋にいるために、少し露出が少なめでかっちりした服装を心がけたのでしょう。


  　お兄さんのファッションは退屈でいかん……と思いながら、わたしはお兄さんに視線を移う動つしました。しかし、その足首に包帯が巻いてあるのを観みた瞬間、わたしの好奇心がキュピーンと引きつけられました。


  「お兄さん、その包帯、超イケてますね！」


  「いや、超イケてるとか関係ないから、ふつうにケガした包帯だから」


  「あら……ケガをされたのですか？　やっぱり好きな子の名前を、ナイフで彫っちゃう系のほのぼの純愛物語ですか？　まあお兄さんったらいけない人ッ、みたいな感じで……」


  「ナイフで木に彫りこんだらほのぼの純愛物語かもしれんが、自分の体に彫りこむのはいけない人どころの問題じゃない。ついでにこれは、ふつうに階段で捻ねん挫ざしたんだ」


  「ふーん、お兄さんはファッションだけじゃなく、ケガの原因も平へい凡ぼんで退屈ですね」


  「ふつうそこは『お大事に』だろ」


  　まったく退屈極まりありません。お兄さんがいないならいないで自由にあれこれできるのに、いるとそれもできないので、本当に退屈です。それでわたしは、気をきかしたフリをして、お兄さんに言いました。


  「お兄さん、わたし一人でこの部屋で待ってますから、お兄さんもすることがなくて、さぞ退屈でしょう？　どうぞご自分の部屋に帰ってくれて大丈夫ですよ、どうぞどうぞお構いなく」


  「緋ひ影かげがお構いなくても、俺はお構いあるんだ。兄として、きちんと留守番をする義務が俺にはある」


  「留守番なら、わたしがしますのに。ごそごそ」


  「妹のお気に入りのフリフリハートの枕をこっそり持って帰ろうとしている輩やからを部屋に入れて、俺がここで中座するわけにいかんだろうが。とっとと枕を返せ！」


  　お兄さんは、わたしがこっそり服の中に入れてお持ち帰りしようとした枕を取りあげました。何という吝りん嗇しよく家、平たく言うとケチなのでしょう。


  「せっかくお持ち帰りして、日向ひゆうがさんの残り香がを楽しもうと思っていたのに……」


  「だから、おまえを一人にしておけないって言ってるんだ」


  「かわりに、日向さんが帰ってきたらお持ち帰りしましょうかね……」


  「妹も一人にしておけなさそうだな」


  　お兄にいさんはそう言うと、ため息をつきました。


  　わたしも、お兄さんはじっと監視しているし、日向さんが帰ってくる気配はないし、非常に手持ちぶさたになってしまい、とりあえずベッドのそばの床に座りました……ベッドの上に座りたいのは山々でしたが、日向さんの残り香が香るベッドに座ったら、日向さんを愛する自分を律しきれなくなって、最終的に危機感を抱いたお兄さんに追い出される結果になりそうな気がしたので、やめました。


  



  　そして、長い時間がたちました。お兄さんは座ざ禅ぜんでも組んでいるかのように、一言もしゃべらず、わたしも話題がありません。お兄さんが無口で、なおかつ女子が苦手なのはわかってはいましたが、ここまで重苦しい沈黙につつまれていると、さすがに息苦しさを感じました。


  「……あの」


  　わたしも口数の多いほうではありませんが、お兄さんは放っておけば百年でも沈だ黙まっていそうだったので、暇だったことと、空気が重苦しかったこととで、声をかけました。お兄さんは顔を上げたので、一応わたしの言葉に反応はしているようでした。


  「えーと……、シャンプー。そう、シャンプーです」


  　わたしとお兄さんに共通の話題があまりにもないので、わたしは必死に話題を探しました。


  「日向さんのフローラルの香り、さっきお風呂でお兄さんも同じ香りがしていたのは、なぜでしょう……？」


  「俺のトニックシャンプーがなくなってたから、妹のを借りたんだ。妹は毎日プールに入るから、ベタベタが残らないタイプのシャンプーを使ってるだろ。だから、匂においさえ気にしなければ男でもそこそこ使えるんだ」


  「ほう、日向さんのシャンプーにそんなこだわりが！」


  　これは、同じシャンプーを買うしかないでしょう。シャンプーが同じ香りだと、なんとなく疑ぎ似じ同どう棲せいカップルのようで、ときめきますし。


  「……なんか、暇そうだな」


  　お兄さんが、わたしに言いました。これは「暇なら帰れ」と言わんとしているのかと警戒し、わたしはあわてて首を横に振りました。


  「べ、別に暇ではないですけれど？」


  「お茶でも淹いれてくる。って言ってもティーバッグだけど……紅茶と緑茶、どっちがいい？」


  「えっ、わたしを監視してなくてもいいんですか？」


  「そうしたいけれど、さすがに息が詰まるかなと思って」


  「お兄にいさんも息が詰まりますか？」


  「そりゃ……女子と二人で部屋にいても、間がもたないし」


  「お兄さんの部屋で待つなら、それでもいいですが。ご自分の部屋なら、趣味の仏像の本を読むなり仏像プラモを作るなり、いろいろ時間もつぶせるでしょうし」


  「いやいやいや、男子の部屋に女子を入れるわけにはいかない、仏の道に反することだし！」


  　お兄さんは真っ赤な顔で、必死にうったえました。わたしは別にまったく知らない間柄ではないし、お兄さんが人じん畜ちく無む害がいであることは理解していますから、別にお兄さんの部屋に入ることに躊ため躇らいはないのですが。


  「でも、飲み物はけっこうです」


  　わたしは言いました。のどが渇かわいていないわけではありませんでしたが、何か飲めばトイレに行きたくなるのが生きとし生けるものの宿命さだめです。すなわち、わたしがこの部屋を後にするときは、たとえ無言であっても「お兄さんちょっとトイレで用を足してきます」と言っているのと同意ということです。わたしが戻ってきたら、お兄さんは何事もなかったかのように迎え入れるでしょうが、心の中ではきっと「ああトイレで用を足してきたな」と思うのです。それは、かなり恥ずかしいではないですか。


  　いえ、別に学校ではふつうに休み時間にトイレぐらい行きますが、お兄さんと二人きりの状態だと少し行きにくい、というか……。なぜ行きにくいと感じるのか、自分でもよくわからないのですが、実際行きにくいのだから仕方がありません。


  　そのまま、またわたしたちの間では沈黙がつづきました。


  「……あの」


  　今度は、お兄さんが気をつかって口を開きました。


  「考えたんだが、妹が帰ってきてからＤＶＤを選ぶと遅くなる。今からＤＶＤの試写を始めて、借りたいＤＶＤを選ぶというのはどうだろう」


  「ああ、それはよい考えですね！」


  　わたしは両手をたたきました。自分の世界の中に閉じこもることは、わたしもお兄さんも得意ではありますが、さすがに他人が側そばにいる状態で閉じこもりにくかったし、会話もつづかないし、こういうときは映画でも鑑賞みるのが一番です。デートコースで映画が人気なのも、映画館に連れていきさえすれば二時間ほど沈だ黙まって座っていられるので、そのあいだ会話しなくてよいため精神力が削られずにすんで楽だから、と聞いたことがあります。


  「では、わたしが選びます」


  　お兄さんと二人で観るわけですから、キスシーンとかラブシーンがあるようなものは避けないと、居心地の悪さを倍増するだけの結果となってしまいます。日向ひゆうがさんのテレビ台に並べてあるＤＶＤは、レンタル落ちのホラーが多めでした。日向ひゆうがさんの友人で粘菌愛好家の草くさ野のさんはグチャドロ系ホラーを好んでいますし、日向さんもそれを借りたり、自分でもすさまじくグログロなスプラッタ─などを借りて観ているようです。


  　なのに自分で持っているのは『アタック・オブ・ザ・キラートマト（巨大トマトが人間を襲う）』や『アタック・オブ・ザ・ジャイアントケーキ（巨大なギリシャ風ケーキ「ムサカ」が人間を襲う）』といった、あまり怖くないコメディ系のホラーＤＶＤばかりでした。


  （日向さんは怖がりだから、ホラーは好きだけど、あまり怖いのは自分の手元に置いておくのも怖いということですね……怖がり屋さんのホラー好きだなんて、なんてかわいくておいしいのでしょう。いっしょに血まみれスプラッタホラーを観て、「やだやだ観たいけど怖いから、緋ひ影かげっちＤＶＤ終わるまで手つないでて～！」と言われたいものです……）


  　ああ、日向さんの部屋にいると、日向さんがいなくても日々の暮らしや思いが浮き出されて、わたしが知らない日向さんが次々に発覚みえてきて、胸がときめいてしまいます。わたしは血みどろとかゾンビとかが大好きなので、なるべく怖いのを探そうとＤＶＤを漁あさりました。その中に、グロテスクな女ゾンビのパッケージの『バタリアン・リターンズ』がありました。日向さんが手元に置いておくにしては、これだけちょっと怖そうな感じで、異質でした。


  　しかし、わたしはむしろホラー映画は怖ければ怖いほど、グロければグロいほど好きなので、迷わずそのパッケージを手に取りました。


  「ゾンビか。グロは苦手なんだけどな……」


  　お兄にいさんは、ちょっと腰が引けています。しかしわたしは、グロとか傷とかが大好きなので、ホラーの中でもゾンビ系がもっとも好みです。とくにこの映画は、パッケージの女ゾンビが顔にも体にもボディ・ピアスのようにクギのような鋭利な金属を刺していて、黒服といい傷といい、スタイリッシュでおしゃれで、わたし好みでした。わたしもこんなのに憧あこがれているので、ファッションの参考にもなりそうです。


  　コメディ系のホラーＤＶＤの中でこのＤＶＤだけ異質なのは、もしかしたら日向さんも、このようなファッションに興味があるのでしょうか？　それはすなわち、これ系のファッションであるわたしに興味がある、ということでは……！


  「ととととととりあえずお兄さん、こここ、このＤＶＤを観てみましょう！」


  「どうしてホラー映画のＤＶＤを手にして、顔を真っ赤にしつつ狼ろう狽ばいしとるんだ」


  「べべべべべ別にうろたえてませんよ？」


  　とはいえ、うろたえずにはいられません。このＤＶＤはもしかしたら、日向さんの秘められたわたしへの恋心を記した罪あいのメッセージとなるかもしれないのですから。


  　わたしは胸を高鳴らせながら、テレビに接続されたＤＶＤプレーヤーに、ＤＶＤを挿入いれました。


  　そして始まった物語を観て、お兄さんはいつの間にか日向さんのフリフリハートのクッションを抱きしめていました。


  「お兄にいさん、ホラーが苦手なんですか……？」


  「苦手っていうか、いや、いい、構わない」


  「他の映画にしますか……？」


  「いいんだ、心が悟りを開いたなら、恐怖など乗りこえられるはずなんだ。もともと仏教の本質は、人間の病気・老い・死・そして生きること、その苦しみを超越するための精神修行なんだ。死の運命に対して恐怖するのではなく、安らかに受け入れることが悟りを開いた仏ぶつ陀だの精神である以上、ゾンビを怖がっている時点では、まだ悟りには遠いんだ。精神修行のために、俺はこの映画を最後まで観なければならないっ！」


  　お兄さん、フリフリハートのクッションを抱きしめながら涙目でそう言われても、そんなに怖ければ観なければいいのに意地を張っちゃって……としか思えません。スプラッタゾンビ映画の中から仏教の教えが導きだされてしまうというのも、なんかそれってどうなの感にあふれています。


  　けれども、お兄さんがかなり本気モードだったので、よけいな口を挟まないほうがいいでしょう。そして、お兄さんは自分の世界に閉じこもっているとばかり思っていましたが、しかしその世界は限りなく広くて遠いようです。わたしも、わたしの中に世界を持っています。今まで自分の世界にしか興味がありませんでしたが、はじめて、お兄さんが観みているその心せかいを観みてみたいと感じました。なぜなら、自分の心せかいを観みつめるお兄さんの目が、茫ぼう漠ばくたる無限の荒野に挑む勇敢な旅人の覚悟のそれに観みえたからです。


  　たかがホラーＤＶＤを観るだけのことで、何を大おお袈げ裟さなと思われるかもしれませんが、内に世界を持つ者どうしだから理わ解かることがあるのです。


  「……どうした、ひょっとして緋ひ影かげも怖いのか？　ＤＶＤ停とめようか？」


  　お兄さんの声で、わたしはハッとしました。無意識のうちにわたしの視線はテレビ画面から、お兄さんの目に移う動つっていました……それは、わたしがお兄さんの目だけが観みつめる世界を観たいという無意識からくる行動でした。


  　けれども、他人の世界に興味を持ったなんて知られることは恥ずかしい。自分の世界を他人に晒みせるのと同じぐらい、恥ずかしいことです。なぜなら「興味を持ったという自分の裸の心」を他人に晒みせてしまうわけですから。


  　……それはたとえば、友達と町を歩いていて、ＵＦＯキャッチャーの中にかわいいぬいぐるみを観みつけたとします。それに三秒視線を停止とめた後、何食わぬ顔で歩き出そうとしたときに、


  『今のぬいぐるみ気に入ったの？』


  　と、友達に聞かれる感覚に似ています。


  『だまってるけど、明らかに気に入ってたよね？　ちょっと見てたよね？　ああいうの好みだって知らなかった、そういうの興味ない人だと思ってたから。意外に、地味系とかブサカワ系とかが好き？　あーでも、正統派好みじゃないところが、らしいっちゃーらしいよね』


  　と、まるでタマネギの皮をむくように、一枚一枚心が丸裸にされていくような、その気恥ずかしさに似ています。


  　だからわたしは、お兄にいさんに興味を持っていないふりをしなければなりませんでした。それはわたしにとって、難しいことではありません。いつもの無表情を保ち、声のトーンを下げ、視線をはずし目の焦しよう点てんを合わせず、棒読みでセリフを返せばよいのです。


  「いえ、けっこうです。怖いわけではありません」


  　わたしはそっけなく答えて、ふたたびＤＶＤを観ました。


  　しかし、映画は意外な展開を観みせました。『バタリアン』シリーズは有名な古典Ｂ級ホラー映画で、目を覆おおうほどの無残さとスリリングなＳＦＸにコメディの味付けをした、スピード感あふれるグロテスク・ホラーだと聞いたことがありました。ところが、この「リターンズ」だけは、なぜかコメディのかわりに恋愛映画の味付けをしていたのです。


  （はう！）


  　ゾンビ映画を観ていたはずなのに、突然始まったラブストーリーに、わたしは驚きました。こ、これは、居心地が悪いです。親といっしょにテレビで映画を観ていて、とつぜんキスシーンが出てくると、焦あせってものすごく居心地が悪くなってしまいますが、今はその何億万倍も居心地が悪いのです。それは、いっしょに観ているのが親ではなく、お兄さんだからです。それは「友達のお兄さん」じゃなくて「日向ひゆうが明あ日す太た」という意味での、「お兄さん」だから……。


  （ど、どうしましょう、これは……ゾンビ映画のくせに、こんな感動的なラブストーリーだったなんて……）


  　わたしは焦りました。ゾンビ映画を観ているはずだったのに、今のわたしとお兄さんの状況は、実質的には「高校生男女がひとつ部屋にこもって恋愛映画のＤＶＤを観ている」という状態です。それというのは、客観的に観みて「おうちデート」と呼ばれるものではないのでしょうか？　わたしとお兄さんがおうちデート？


  　ありえません、わたしは男子に興味など、というか日向さん以外の全人類に興味などないはずなのです。日向さん以外のいかなる人類とも、デートなどするはずがないのです。にもかかわらず「おうちデート」などという単語がひらめいた自分の脳にわたしは疑問を感じずにはいられませんでした。わたしは日向さんからの愛のメッセージを期待してこのＤＶＤを再生したのですから、お兄さんなど無関係のはずなのに……。


  　いや、それよりも問題は、このラブストーリーを前にしたわたしとお兄さんのあいだに漂う、居心地の悪い空気です。わたしは、思いっきり平静を装って、お兄さんに言いました。


  「ああ、この映画って、ホラーだと思っていたら恋愛系の要素を入れてきてるんですね。当時はこれが、斬新だったんでしょうか？　けれどもＳＦＸ的には大したことありませんね、低予算が見えてきているというか、デジタルリマスターされているぶん地デジ対応テレビの高解像度では厳しいものがありませんか？」


  　はうあ！　なんということでしょう、平静を装おうとしすぎて、わたしにしてはありえないほど饒じよう舌ぜつにテンション高くなってしまいました。しかも、映画館を出たときに三分の一ぐらいの確率で出現する、何かわかったふうなことを聞かれてもいないのに批判九割ぐらいで語りまくる、痛い素人映画評論家みたいになってしまっています。


  　というか、今のわたしの客観的状況は「お兄にいさんと二人で恋愛映画を観ながらハイテンションになっている」であり、それはさっきよりもさらにドツボにはまっている状態ではないでしょうか？


  「いえあのその、わたしは別に、この映画がすっごくおもしろくて語りまくっているとか、そういうわけではないのですが……」


  　あたふたしながら、わたしは弁明するために、お兄さんのほうを振りかえりました。


  　そして、絶句しました。なぜなら、フリフリハートのクッションを抱きしめてＤＶＤを観ていたお兄さんの両目から、涙があふれていたからです。


  「お、お兄さんっ？　どうしたんですかっ？」


  「あれっ？　あれ、俺泣いてる？」


  　お兄さんは、あわててこぶしで目をこすりました。自分で、自分が泣いていることに気づいていないようでした。
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  「びっくりしたな、ホラー映画を観みて泣くなんてことがあると思わなかった」


  「あ、いえ。わたしのほうが、びっくりしました」


  　わたしは自分の心を隠そうとして、必死に饒じよう舌ぜつにしゃべっていたのに、お兄にいさんがこんなに素直に涙を流しているのを観てしまうと、自分の焦あせりがひどく滑こつ稽けいに思えました。


  「何事にも動じない心が悟りを生むのに、怖がらない方向にばかり気を張っていたら、まさかの感動系で油断してしまった。まだまだ未熟だな、これじゃ悟りの道は遠い。もっと精神修行しなくちゃな」


  　目め尻じりを赤く染めながら、お兄さんは苦笑していました。


  　お兄さんは、かなり動じないタイプだと思います。以前にわたしが日向ひゆうがさんを拉ら致ちしたときも、けっこう冷静に助けにきました。そのお兄さんがこんなにすなおに涙を流すことが、わたしはとても意外でした。


  　わたしはここしばらく、ちょこちょこと日向さんの部屋を窓からのぞいていましたが、いつもお兄さんが日向さんに頼まれていっしょに観ていたのは、レンタルで借りてきた怖すぎるホラー映画でした。そのときお兄さんは怖さをこらえて涙目になっていることはありましたが、こんなふうに泣くことはありませんでした。


  「……あの」


  　わたしは無意識に、口を開いていました。


  「お兄さんは別に、そのままでもいいと思いますけど」


  「え？」


  「えっ？」


  　わたしは今、いったい何を？


  　自分で自分がどういうつもりでそれを言ったのか理解できず、わたしは狼狽うろたえました。そればかりか、顔がカアアアアッと熱くなって、体じゅうが汗ばみました。


  　わたしはあわてて、再びお兄さんに背を向けました。ど、どうしましょう……こんな顔をお兄さんに観られるわけにはいきません。こんな、感情きもちが丸出しの、心の奥まで全て裸に看過みすかされてしまうようなわたしの顔を。いつも鉄壁の無表情や眼帯で必死に隠しているわたしの顔を、お兄さんに観られるわけにはいかない、と思いました。


  　いいえ、わたしはすでに、お兄さんにわたしのむき出しの本性や感情を観られています。日向さんを拉ら致ちしたときの攻防がそれです。わたしの底なしの泥沼よりも深い執しゆう着ちやくも愛憎も何もかも、お兄さんには知られています。それなのに、今お兄さんにわたしの素顔を必死で隠そうとしている理由が、自分でもよくわかりません。お兄さんはあんなにすなおに、涙する自分をわたしの前で隠すこともなかったというのに。


  「悪い。今、なんて言ったのかよく聞こえなかったんだが……」


  　わ、悪いと思ったら、聞き直さないでそのまま忘れてくれればいいではないですか？　どうしましょう、この行き場のない息詰まるような空気をどうすれば？


  「どうした、緋ひ影かげ。具合でも悪いか？」


  　優しい声は、日向ひゆうがさんにかけられるものと同じでした。お兄にいさんは自分を、日向さんを避さけていてあまり優しくない兄だと認識しているようです。けれど日向さんのストーカーをつづけて、誰よりも日向さんのことをよく知っているわたしからすると、お兄さんはかなり甘くて優しい部類の兄だと思います。ふつうの兄は、妹が「怖いからいっしょに観て」と呼びにきたからといって、忙しいのに好みでもないホラーＤＶＤにつきあってやったりはしませんし、買い物やラーメン屋につきあってやったりもしませんから。


  　しかしその優しさをわたしに向けるのは、やめていただきたいものです。わたしは遠くからじっと相手を一方的に見つめるのは慣れていますが、相手にじっと見つめられるのは不慣れなのです。お兄さんなどわたしにとって存在しないのと同義の存在だと思っていましたが、なぜわたしはこんなにとまどうのでしょう？


  



  　その答えは、もしかしたらお兄さんが知っているでしょうか……？


  



  　わたしは、答えがほしくてお兄さんを振りかえりました。


  　けれどそのとき、お兄さんはドアのほうを向いていました。


  「帰ってきたぞ」


  　ホッとした表情で、お兄さんは言いました。軽やかな足音が、リズムを刻むように階段を上ってくる音が聞こえました。その足音を聞いた瞬間、わたしも「日向さんだ」と理解しました。


  「たっだいまー！　緋影っち、来てるってー？　どこどこー？」


  　ドアを開けて、日向さんが入ってきました。制服姿で、あいかわらず太陽のように笑顔が輝いていました。


  「日向さん……！」


  　わたしはその愛らしさに、胸をぎゅっとわしづかみにされました。そう、わたしはこの圧倒的に愛らしくてキラキラした日向さんが好きなのです。日向さんが帰ってくるのが一瞬遅かったら、わたしは鮮血ち迷ってお兄さんに何を言ってたんだろうと思うと、自分でもそれが想像できないだけに、背中に冷や汗が噴きだしました。


  「おまえが帰ってきたから、俺は行くぞ」


  　お兄さんはそっけなく日向さんにそう言って、部屋を出ていきました。


  「ありがと、兄あにっち♪　足はもう大丈夫？　帰るの遅くなってごめんね、緋影っち。ママが、ＤＶＤを借りに来たんだって言ってたけど」


  　日向さんは、こんなわたし相手にもニコニコと話しかけてくれます。わたしは、その笑顔にときめきました。こんなにときめいて、こんなに好きなのに、どうして一瞬でもお兄にいさんのことが気になってしまったのか。考えて、思いついたのはひとつの仮説でした。


  （……もしかして、日向ひゆうがさんをストーキングしすぎて、お兄さんのことも長時間眺めすぎていたのかもしれません。日向さんの背景にすぎないはずのお兄さんが、サブリミナル的にわたしの心にすり込まれていたのかもしれません）


  　わたしがお兄さんを気にする理由は、それ以外には考えられません。お兄さん本体にわたしが惹ひかれるはずなどありえませんから、なぜならわたしは日向さんを愛しているのですから。


  「でも、うち、緋ひ影かげっちが好きそうな本格ホラーとかないんだよね～。全部ヌルめなんだよね、困ったな～」


  　日向さんは疲れて帰ってきたばかりだというのに、かいがいしくＤＶＤを探してくれます。こんな優しく健けな気げな日向さんがちょっとお別れ会に行ったぐらいで嫉しつ妬としていたことが、申し訳なくなりました。そしてまた、わたしはやっぱりお兄さんのことなんてなんとも思っていなくて、日向さんのことだけが好きなのだ、他のいっさいの人類は関係ないのだ、と実感しました。


  「そうでもありませんよ、日向さん。わたし、このＤＶＤがとても気に入ったので、これを借りて帰りますから……」


  　わたしは何気なく、ただ手元にあったので本当に無意識に、『バタリアン・リターンズ』を手に取ったのでした。
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  四話目　わたしが兄貴さんと学食で間接キスした件


  



  　どうしてだか、ほんとに、自分でもわからないの。


  （わたし、どうしてあのとき、兄あに貴きさんにキスなんかしちゃったのかしら？）


  　自分の部屋の、畳敷きの布ふ団とんの上で何度か寝返りを打ったけれども、今夜もそのことばかり考えて、わたしは今イチ寝つけなかった。障しよう子じごしに、ぼんやり光る月明かり。


  （あ……なんだか、兄貴さんと駆け落ちして二人で泊まった旅館って、こんな感じだった……）


  　あの夜のことを思い出してしまって、わたしはよけいに眠れなくなった。


  



  　わたしは男という生き物が、全般的にあまり好きじゃない。小こ麦むぎみたいに、男が怖いというわけでもない。


  （だって水球部で鍛えた腕力と、お金持ちのたしなみである護身術とで、たいていの男に肉弾戦で負けはしないもの！）


  　わたしの父は海運業を営んでいて、一人娘のわたし……三み剣つるぎ凛りん世ぜは、いずれその跡を継ぐことになっている。そのため、会社を手に入れたいという野心を持った男たちに、小さなころからつきまとわれてきた。年の差十五歳ぐらいの若い男なら射程圏内だと思ってアプローチしてきたし、でなければ自分の息子だとか親戚の男子だとかを紹介しようとしてきた。


  　そういうのはさすがに自信があるだけあって、みんな姿かたちも頭もよくて、それに上流階級らしい上品で優雅な身のこなしを身につけた紳士たちだった。


  　でも、その紳士たちに優しく接しられるたびに、わたしの心はかえってどんどん凍てついていった。わたしではなく、わたしの家……つまり会社やお金に優しくしてくれているのが透けて見えて、男は嫌いだという思いが、少しずつ心の中で大きくなっていった。


  　そういうわけで、優しくされるほど、わたしは孤独を感じたから、それで、


  『男は苦手』


  　だと思って、避さけるようになっていった。男だけではなく、女だってそう。まわりの人間全ての優しさが、わたしには空くう虚きよだった。


  



  　でも、今日きよう子こと出会って、世界が変わった。


  『一年Ｃ組、日向ひゆうが今日子ですっ！　入部よろしくお願いします！』


  　あれは中学一年生の四月の終わり、ほかの部員の入部よりもちょっと遅れて、今日子はまぶたの上で裏ピースしながら、水球部の部室に飛びこんできた。ふつうなら体育会系女子の本能をバリバリにムキ出しにして、


  『一年坊主がザケんじゃねーよ、先輩後輩のあいさつの仕方から教えてやっかぁーアーン？』


  　みたいに敵てき愾がい心しん満載で後輩にのぞむ先輩たちが、


  『きゃああぁ～何このかわいすぎる一年生！』


  　と、一瞬にしてメロメロになったのをわたしは初めて見た。ついでに、


  『小学校まで水泳やってて、水泳部とどっちにしようか迷ってるうちに五月になりかけちゃって、ヤバいと思ったんだけど、水泳部の見学にプールに来たら水球部が練習試合やってて、なんか超燃えてて、水の中なのに超アツそうで、あたしもいっしょにやりたーい、って思ったんだぁ。三み剣つるぎさんの入部の動機は何？』


  『わ、わたしは別に……』


  『そっかぁーまあどうでもいいよね、よろしくね凛りん世ぜ！』


  　と、わずか三秒で二人称が「苗みよう字じ＋さん」から一足飛びに「名前呼び捨て」になる人も初めて見たわ。


  　で、そんなあっさりした理由で入部した今日きよう子こだったのに、本気で水球にハマって燃えてて、水球以外のものなんてまったく見えてなかった。実を言えば、わたしが水球部を選んだのは「水中の格闘技」とも呼ばれる水球を極めることで、男にも誰にも運命を左右されない強い自分を作りたかったから。どこの誰が相手であろうが、屈服することなく戦う高潔な勇気と力を手に入れたかったから。


  　でも今日子はどこまでもまっすぐな瞳ひとみで、


  『凛世っ、受け取って！』


  　ただ、水球の試合で目の前のわたしにパスをつなぐことと、ゴールにボールをたたき込むこと、それしか見えていなかった。


  『ナイスパス、今日子！』


  『たぎってきたぁ～！　一気に攻めるよ、凛世っ！』


  　水を蹴け立たててアグレッシブに、ひたすらアグレッシブに攻めこむ今日子の姿を四字熟語で表わすならば「戦闘人魚」。今日子にとってわたしはパスをつないでともに勝利をつかむべきチームメート、それ以上でもそれ以下でもなかった。わたしが金持ちでも貧乏でも、今日子は変わらず同じ強さでわたしの胸にパスをたたきこんでくるだろう……そんな確かな信頼が、今日子のパスの強さにはあった。


  　だからこそ、わたしは生まれてはじめて人を好きになったんだわ。パスを受け取るたびに、今日子の熱い思いを受け取るたびに、今日子のことをどんどん好きになっていった。


  



  　今日子は、相手によって自分の態度を変えたりしなかったわ。だからこそ、わたしに対してもふつうの態度で、わたしはそこが気に入ったというのに、今日子のそばにいると、その今日子の長所がわたしをモヤモヤさせることにもなった。


  　だって今日子は、誰にでも優しくて人なつっこくて親切で、中学では先輩にかわいがられ、後輩には慕したわれ、同輩の誰もが今日子を一番の親友だと思っていた。今日子を誰かに取られるんじゃないかと思って、心配だった。正直なところ、独占したかった。


  （でも、今日子は自由だから、捕まえてしまえばきっと自分をとらえるわたしの腕を疎うとましく思うわ。振り払って、自由な空へ逃げようとするわ。強く抱きしめて振り払われるより、わたしは友達として永遠に手をつないでいられることを選びたい……）


  　それでわたしは、今日きよう子こへの恋愛感情をけっして伝えず、それは永遠に封印することにして、あくまでも親友としてそばにいることを選んだ。


  　もちろんわたしは、今日子に愛情だけじゃなく、ふつうに友情も抱いている。水球の試合のときは本気で戦う戦友だし、そのときは今日子もいつもみたいにポヤポヤしていない。敵ゴールにシュートをたたきこむときのゴーグルの中の突き刺すような瞳ひとみは、そばにいなければ見えない。プールの中にいるわたしにしか見えない（で、マンツーマンで今日子をマークしている敵方フローターバックの根ね雪ゆきさんも、その瞳を見たせいで、今日子に心惹ひかれてつきまとっているんだとわたしは思う）。


  　でも試合に勝っていつもの今日子にもどったとき、緊張した表情が破は顔がん一いつ笑しよう、ゆるんで崩れてわたしに抱きついて、


  『やったあー凛りん世ぜ、勝ったよー！』


  　と、子供みたいに喜ぶ今日子を、わたしはあくまでも友人としての境界線を越えないよう気をつけながら抱き返すのだけど、その次に決まって今日子が言う言葉は。


  『兄あにっちにも見せたかったなぁー』


  　兄っち。それは博愛主義者で誰にでもまんべんなく優しい今日子が、唯一別格に好きな人間……つまり今日子の兄、わたしが兄あに貴きさんと呼ぶ、日向ひゆうが明あ日す太たのこと。


  　兄貴さんは水が苦手だということで、そのころ、水球の試合を一度も見にこなかった。だからわたしは、高校になって同じ学校になるまで、兄貴さんの顔を見たことがなかった。でもみんなの人気者である今日子の心をいつも独占しているような男子で、しかも一度も水球の試合を見にこないぐらい薄情なのに今日子がこんなに一方的に好きだということは、どんなすごい男子なのかしら……と思っていた。


  　兄貴さんの存在は、もろにわたしにとって恋のライバル的な立ち位置にいたから邪魔だった。でも、張り合ってもぜったいに勝てないぐらい完かん璧ぺきな、高身長・高成績・スポーツ万能・華があって女子にモテモテ、生徒会長なんかもやってて政治力も強く、さらに今日子似の超美形の超ハンサム（しかも、あんなにかわいい今日子がどんなに頼んでも誘っても、水球の試合を一度も見にこないような絶対零度レベルに冷たい超ドＳ）だと思っていたから、半ばあきらめていた。


  



  　ところが、高校ではじめて見た兄貴さんときたら、わたしのそんなイメージと全然違っていた。とにかく地味で、そしておとなしかった。顔立ちは、そりゃあ今日子の兄なので整ってなくはないけど、ひたすら地味。パーツの配置は整然と整っているんだけれど、ひとつひとつのパーツが素朴で地味、という感じ。つまり、仏像みたいな顔。


  　少し話は脱線するけれど、兄あに貴きさんの友達の高たか野のさんと比ひ叡えいさんが輪をかけて仏像フェイスなので、仲のよいこの三人が並んで学食で何か食べていたりすると、図書館で見た美術館の図録の、法隆寺金こん堂どうの釈しや迦か三さん尊ぞん像のようだ。真ん中の仏像が座っている台座の形とか位置とかの関係で、三人の仏像が学食の、白いビニールのテーブルクロスがかかったテーブルについてるみたいに見える。


  　いや、わたしは別に、兄貴さんみたいに仏像が好きなわけではない。むしろわたしは、ヨーロッパのゴシック建築の教会とかが好き。ただ、たまたま図書館に仏像の本があったから、兄貴さんがあれほどハマってる仏像の魅力ってどんなのかと思って、見てみただけ……結局、よくわからなかったけれど。


  　いやいやいやいや、別に兄貴さんがどういうタイプが好きだとか、そんなことに興味があって仏像の本を見たわけじゃないから、絶対に違うから！　むしろ、兄貴さんを見ているだけでイライラしてしまうので、仏像の本を見ていても兄貴さんを思いだしてイライラしてしまったわけなのだし……。


  



  　そう、兄貴さんはいつもわたしをイライラさせる。


  　だからわたしはいつも、兄貴さんに当たってきた。


  



  　はじめて高校で兄貴さんを見たとき、予想とあまりにも違いすぎていて、


  （「こんなのが」今日きよう子こに、あんなに一いち途ずに愛されてるなんて！）


  　納得できなかった。了承できなかった。許可できなかった。


  　なのに、そんな兄貴さんと毎日仲良くうれしそうに、


  『兄あにっちー♪　やっと同じ学校になれたね、いっしょに登校できるねー♪』


  　と、幸せオーラを振りまきながらやってくる今日子を、毎日見せられて、わたしの嫉しつ妬とが怒ど髪はつ天てんをついた。


  　そしてわたしは一学期、兄貴さんを今日子から引き離すため、籠ろう絡らく計画を立てた。


  （だって男なんて、愚かで流されやすいものだから、楽勝だわ）


  　わたしは、今まで自分のまわりにいた男たちがそうだったので、兄貴さんも同じに違いないと確信していた。そして小こ麦むぎをはじめ、三年生の薔ば薇ら園ぞの先輩など、わたしと同じように今日子に思いを寄せていた女子たちがみんなして協力した。


  　けれども、兄貴さんは違った。突然訪れた謎のモテ期に翻ほん弄ろうされることもなく、常に冷静で、決して籠絡されはしなかった。悟りの道をつらぬき、悪魔マーラである女によ性しようの誘惑を頑がんとしてはねのけ、それでわたしたちはついにあきらめた。敗北したのだ。


  　何物にも流されない、兄貴さんの確固たる自分の世界。今日子ですらその中に入ることができない、兄貴さんの世界。


  （……イライラする）


  　出会って半年近くたつのに、兄あに貴きさんのことが全然わからなくて、イライラする。


  （もしかしたらわたしは「今日きよう子こに好かれている兄貴さんがうらやましい」のではなく、「兄貴さんに守られている今日子がうらやましい」のではないかしら？）


  　そう、仮説を立てたこともあった。それで、


  （兄貴さんの本物の妹みたいになったら、気がすむかもしれない）


  　と、考えたりもした。


  　けれど、このあいだの駆け落ちで、それもやっぱり違うことがわかった。兄貴さんは、わたしを本物の妹のように大事にしてくれて守ってくれて、嫌いや々いやでも駆け落ちにつきあってくれて、そしてわたしに家に帰ってきちんと話しあうよう説得してくれた。


  （……やっぱり、イライラする。わたしのことを好きでもないくせに……）


  　兄貴さんは仏像にしか興味がなくて、女によ性しようは避さけるべき悪魔マーラで、そんな自分の世界の中にぜったいに誰も入れようとしないくせに、それでいて仏の慈悲だか慈じ愛あいの心だか何だか知らないけれど、わたしに優しく接したりすると、わたしはますますイライラしてしまう。


  　今まで、「わたしに興味のない人間」はいなかった。みんなわたしを手に入れようとしていた。それがわたしの男嫌いの原因であり、今日子を好きになった理由でもあったのに……。


  （ああ、わたしともあろう者が、なんていうダブル・スタンダード！　優ゆう柔じゆう不ふ断だんにもほどがあるわ、このわたしが、わたしがわたしじゃないみたいに迷走しまくっている）


  　わたしは今、兄貴さんがわたしに興味を持たないことに、イラ立っている。そして、兄貴さんを振り向かせたくてしかたがない。興味を持ってほしくてしかたがない。


  （わたしが、こんな惰だ弱じやくなことを思うなんて……！）


  　自分でも自分が信じられない。


  　駆け落ちにつきあってくれると兄貴さんが言ったとき、認めたくないけど、うれしかった。学校の前で兄貴さんを見たりすると、いつもの無表情で自分の本心を隠していたいのに、隠せない心がもれてしまう。兄貴さんに会えてうれしいと、ほほえみが浮かんでしまう。


  『おはよう、兄貴さん』


  　今朝も思わずそのことばが、口をついて出てしまった。朝の光の中、兄貴さんの顔を見ることが、わたしにはそんなにもうれしいことだった。


  　それには、理由がある。


  



  　駆け落ちの日、山奥の旅館に逃れて眠ったあの夜、兄貴さんには言わなかったけれども、わたしは怖い夢を見ていた。


  　それは、兄貴さんに置いていかれる夢。


  （兄貴さんはわたしの駆け落ちにつきあう理由など何もないのだし、わたしは兄貴さんにいつもきつい態度で接しているのだから、置いていかれてもしかたがない。無理やりつきあってくれてはいても、いつ逃げられてもおかしくないわ）


  　そう思う心が、その夢を見せた。


  　わたしは夢の中で心細くて悲しかったけれど、でもこれもしかたのない当然のことだという、いさぎよい諦めもあった。


  （だって、兄あに貴きさんがわたしのそばに「いてくれるわけがない」んだもの）


  　という、妙な確信にも似ていた。


  　そして、朝の光に目を刺されて布ふ団とんの中で目を開くと、隣に寝ていたはずの兄貴さんがいなかった。


  『……逃げたのね。うん、想定の範囲内。だから驚きもがっかりもしないわ、寂しくなんて感じやしないんだから』


  　わたしは布団から出て、さあこれから一人でどうやって逃げようか、と考えた。とりあえず、今日の天気を確認しよう。晴れならタクシーで山道を行く、雨なら町に下りて鉄道で移動したほうがいいかしら……と、考えながら、縁側のほうへ行った。


  『……あれ？　障しよう子じが開あいてる？』


  　九月のはじめ、まだ残暑の気候だとはいっても、山の夜は冷える。だからわたしは、たしかにゆうべ障子を閉めて寝たはずだった。兄貴さんが逃げたときに、障子を開けっぱなしで行ったのかしら？　首をかしげながら、わたしは縁側に出た。


  　そこには、兄貴さんがいた。


  『……え？　逃げてなかったの？』


  　思わず声に出た。それぐらい意外だった。


  　天気はよかった。夜はもうすっかり明けていて、朝の光が庭にさしこんでいた。この荒れ果てた山の旅館の、ジャングルのような緑をくぐり抜けた木こ漏もれ日びが、掛け布団にくるまるようにして縁側の廊下に転がっている浴衣ゆかた姿の兄貴さんの上にこぼれ落ちていた。


  （なんで、こんなところで寝てるの、この人は……？）


  　ものすごく謎で、わたしは一度、部屋の中を振りかえった。


  　わたしと兄貴さんの布団の間に、堤防がわりの丸めた布団が置いてある。その丸めた布団は、ゆうべはロールケーキ状態だったのに、今見ると、つぶれたロールケーキ状態になっている。


  （……ひょっとしてわたし、寝返りを打って、アレを乗りこえた？）


  　ゆうべ、水球の試合の夢を見ていたような気がする。敵の体を何度も乗りこえた記憶もある。自分の浴衣を見ると、寝る前にきっちり着つけたはずなのに、ふつう以上に乱れている。つまり、けっこう夜中にゴロゴロしたに違いない。


  （そして、ひょっとして兄貴さんは、わたしが転がってきて居場所がなかったから、ここに移動したの？）


  　わたしが転がってきたって気にしなければいいのに、それとも部屋のすみっこに移動すればいいのに、どうしてこんなところまでわざわざ移動する必要があったのだろう？　わたしは半ばあきれながら、兄あに貴きさんの枕元にひざをついて座った。


  　兄貴さんは、わたしがそばにいてもぴくりとも動かずに、すーすー寝息を立てていた。目が少し落ちくぼんでいた。


  『起きないな……疲れてるのかしら』


  　兄貴さんが反応しないので、わたしは少し大胆に、もうちょっと近づいてみた。


  　夏休みの宿題をするために今日きよう子この家に泊まったとき、ゴキブリが出てなんだかんだで兄貴さんを気絶させてしまったことがあったんだけど、あのときはそういういきさつのせいか、眉み間けんにしわを寄せて苦く悶もんの表情で眠っていたような記憶がある。


  　でも、今の兄貴さんは疲れすぎて泥のように眠っていた。夢も見ずに深く眠っているので、少々目が落ちくぼんではいても、安らいでいるような顔をしている。木こ漏もれ日びで照らされて、まつげの先や髪の先に朝露が下りて、キラキラ光っている。寒い山の朝の空気に、体がプルッと小さく震ふるえた。


  『寒っ……。兄貴さん、こんなところで寝て寒くないの？』


  　青白い頬ほおにさわると、ひんやりしていた。やっぱり寒そうだ。


  （風邪をひかなければいいけれど……担いで、布ふ団とんに戻そうかしら？　兄貴さんの身長は百七十センチちょっとで体型は普通ぐらいだから、六十キロを少し切るぐらい？　水球の練習で、八十キロを超える先輩をおんぶしてスクワットできるわたしの背筋力なら、運ぶのは難しいことではないはずだわ）


  　わたしはいろいろ計算しながら、ずっと兄貴さんの頬をさわっていた。それは、朝の光があまりにもきれいだったので、これはまだ夢のつづきで、兄貴さんがここにいるのは夢かもしれないと思ったから。さっき一度、兄貴さんがいないと確信した後だったから、まだ兄貴さんがここにいることを受け入れられなかった。兄貴さんに置いていかれた夢を見て、わたしは置いていかれて当然だと思いこんでいたから、むしろ兄貴さんがここにいるのが意外すぎて、なかなか現実を信じられなかったから。


  （今、目の前に寝ている兄貴さんは、置いていかれたくないというわたしの潜在意識が見せた幻だったりして？）


  　兄貴さんが目覚めないのをいいことに、わたしは何度もさわったけれど、兄貴さんはまったく起きなかった。完全なる熟睡だった。


  『消えない、夢じゃない……わたしのそばから逃げなかったんだわ、兄貴さん』


  　やっとそのことを実感した瞬間、何かが目の奥からじわっと湧わきだしそうになって、わたしはあわてて目をこすった。


  （な、何、これ？　どうして泣いてるの、わたし？　兄貴さんに置いていかれなかった、ってだけのことでどうして？）


  　目をこすってもこすっても、涙が止まらなかった。


  　目の前で眠っている兄あに貴きさんは、光に包まれて、何か神様からの贈り物のようにすら見えたわ。わたしのために縁側に出て冷えきった、冷たい白い頬ほおが愛いとしかった。


  　そう、わたしはそれを「愛しい」と感じていた。


  　相手は男なのに。兄貴さんなのに。


  　そう感じた瞬間には、もうわたしはその動作を終えていた。


  　まったく無意識に、引き寄せられるように背をかがめ、兄貴さんの顔の上に唇くちびるを近づけた。わたしの髪が垂れて、帳とばりのように、あるいは檻おりのように、二人を覆おおった。


  　わたしの髪に隠されて、外の景色が見えなかった。この世界に、わたしたち二人しかいないような錯覚におちいった。緊張と寒さで、一瞬全身が、プルッと震ふるえた。


  　震えながら、わたしのために冷えた頬に唇を寄せると、それはあまりにも冷たくて、人間の皮膚とは思えなかった。けれどもその感覚は、わたしの全身の血を沸騰させるのに十分だった。


  『えええええええぇぇぇーっ？』


  　わたしは一気に五メートルほど後ずさった。


  　頭がガンガンした。今、自分がやったことを理解できなかった。


  　わたしが兄貴さんに、キスをするなんて？　なぜ？　男が嫌いなはずなのに？　わたしは今日きよう子こが好きなはずなのに？


  [image: ]


  　今日子が好きすぎて、兄あに貴きさんで間に合わせた？　いいえ、そんなはずない、少しばかり目元が似てるだけで、二人は基本的にあまり似てないし、それに今日子は天てん真しん爛らん漫まんで兄貴さんは理屈っぽくて、性格は完全に正反対だし、二人は全然違う。


  （どういうこと？　わたしが？　兄貴さんを？　……わたしは、兄貴さんを……？）


  　まさか！


  　まさか、と何度も首を振ったけど、でもいなくなったと思っていた兄貴さんが、縁側で布ふ団とんにくるまっていたのを見た瞬間に何かが胸にこみ上げてきた。


  　あのとき胸にこみ上げてきたものは、いったい何だったのかしら？　熱くて、苦しくて、身を切るように痛くて切ない思い。あれがもし、愛情と呼ばれるものなんだとしたら、わたしは兄貴さんのことを好きなのかしら？


  （まさか……そんな。ありえない！）


  　否定しても、胸につかえた熱いかたまりは消えない。


  　好きなのかしら、兄貴さんのことを？


  （けれども、もし万が一そうだとして、それでどうなるっていうの……？）


  　縁側で眠っている兄貴さんを、わたしは遠くからじっと見つめていた。


  　近づけなかった。光に包まれている兄貴さんを、わたしは薄暗い部屋の片隅から見ていることしかできなかった。だって兄貴さんは、仏教が趣味で、夢は悟りを開くこと。女によ性しようは悟りを邪魔する悪魔マーラだと言って、ひたすら遮しや断だんしてきた。


  　わたしがもし兄貴さんを好きなら、わたしの思いは兄貴さんを困らせる。


  　わたしはたぶん兄貴さんを好きだから、それなら兄貴さんを困らせたくはないわ。


  『これは……なかったことに。わたしの思いも何も、なかったことにしなければならないわ！』


  　わたしは逃げるように布団にもどった。もう一度眠ってしまえば、今目覚めてから起こったことが全て、夢になるような気がしたから。


  　でも、どう考えてもあれは、夢じゃなかった。


  



  　夢じゃなかったことが、もうひとつあるわ。


  　駆け落ちが終わる夜、わたしは高級ホテルの部屋で、全てがすんで兄貴さんと二人で話していた。自分の気持ちは抑えるつもりだったし、抑えなくてはならなかったのに、わたしは兄貴さんに……それもあのときは、よりによって「疲れてぼんやりしてはいるけれど、一応目を覚まして起きている状態の」兄貴さんに、真っ正面から向き合ってキスしてしまった……！


  　兄貴さんは、どうやらあれを夢だったかもしれない、と思っているらしい。わたしも、夢であってほしい。だけど夢ではなかったことを、残念ながら、わたしは知っている。


  　夢だったらどんなによかったか……今日子への思いは完かん璧ぺきに我慢して隠して、四年も親友ごっこを続けられたっていうのに、兄あに貴きさんへの思いを抑えられなかった惰だ弱じやくな自分なんて、夢であってほしかった。


  　だから、このまま夢にまぎれて忘れてしまうには会わないのが一番だと思って、兄貴さんから距離を取りたくて、なるべく顔を合わせずに避けようとしているけれども、同じ学校なんだから当然出会ってしまうことはある。というか、わたしがいつも無意識に、兄貴さんのことを捜している。


  　そして兄貴さんを見つけて、兄貴さんもわたしに気づいたら、抑えたくても顔がほほえんでしまう。うれしくて、ほほえんで、あいさつをしてしまう。そんなとき、兄貴さんははっきりと、困惑の表情を浮かべている。明らかにわたしは、兄貴さんを困らせている。


  （わたしは、自分の意志はもっと強いと思っていたけれども、こんなに優ゆう柔じゆう不ふ断だんだったなんて。兄貴さんを困らせたくない。でも、兄貴さんを好きだっていう思いはどうしても止められない、なんて……）


  　どうすれば、この矛む盾じゆんを解決できるんだろう？


  　わたしは延々と布ふ団とんの中で考えた。集中するために布団を頭からかぶって、外界の音や光を完全に遮しや断だんして、考えて考えて……そしてわたしはようやく、ひとつの結論に至った。


  「そうだ。兄貴さんときちんと向かいあって、駆け落ちにつきあってくれたお礼をちゃんと言おう。そして、ホテルでキスしてしまったことも、ここしばらくのわたしの異様な愛想のよさも、全て『駆け落ちにつきあってくれたことへの感謝の気持ち』っていうことにしてしまおう。そうすれば、兄貴さんはわたしから向けられたものを『愛情』ではなく『感謝』だと思うから、悟りだの煩ぼん悩のうだので悩まなくてもすむ。わたしがうっかり兄貴さんに、ほほえみかけたり顔を赤くしてしまったり『愛情』の側面を見せてしまっても、それを『感謝』だと言い訳できる。今日きよう子こへの『愛情』を『友情』にすりかえたのと同じ、慣れっこだからきっとうまくできるわ」


  　自分でもすごくいいアイディアだと思った。そして今日子への思いと同じように、友情ごっこでごまかしているうちに、なんとか自分の気持ちの落としどころを見つけて、相手に知られる前にきれいさっぱり忘れてしまえればいい。


  「よし、決めた……。今日、わたしは兄貴さんにお礼を言う！」


  　わたしはようやく、ぐずぐずしていた布団から起きあがった。


  



  　いつもの朝とちがって、わたしはずっとドキドキしていた。


  　兄貴さんにいつ会うだろう？　通学路、校門の中、それとも休み時間の廊下で会うだろうか？


  　でも、会えなかった。結論を先延ばしにするのはわたしの性分ではないので、イライラする心を少しでも早く鎮めるためにも、わたしは兄貴さんのいる二年Ｃ組の教室へ行くことにした。


  　ところが、兄貴さんは教室にいなかった。でも兄貴さんの友達の、仏像愛好会の高たか野のさんだか比ひ叡えいさんだかがいたので（わたしにはこの二人の見分けが今イチつかない）、たずねた。


  「あの、兄あに貴きさ……じゃない、日向ひゆうが明あ日す太たさんはどこですか？」


  「おやおや～、日向くんの妹さんのお友達その一、三み剣つるぎ凛りん世ぜさんですな～？」


  　小柄で菩ぼ薩さつ顔のその人は、優しくニコニコ笑いながらわたしに言った。


  「ひょっとして、妹さん関係でお捜しですな？　日向くんなら、学校にくるときに足首をひねったとかで、保健室に行ってると連絡があったですな」


  「保健室に？　ケガ、悪いんですか？」


  「さあ、また聞きなので、ぼくたちもまだ今イチ把握できてないですな～」


  　うぬぬ、特に気にしていないときは校門前で見かけたりするのに、会いたいと思うときに会えないと、気持ちがじりじりしてしまう。ケガの具合もわからないのに、保健室まで押しかけるなんて空気が読めてないんじゃないかとも思ったけれど、じりじりする気持ちを抑えきれなくて、わたしは保健室へ行った。


  （早く兄貴さんにお礼を言わなくちゃ、気がすまない……！）


  　そんな思いに胸をふくらませて行った先には、保健の先生しかいなかった。


  「……あ、あれ？」


  　気合いが抜けて、わたしは保健室の中をきょろきょろ見回した。保健の先生が、腕組みしながらわたしの前に歩いてきた。


  「三剣さん、何か捜し物？」


  「あの、日向さんのお兄にいさんが足をひねったって聞いたので、様子を見に」


  「ああ、さては日向今日きよう子こさんを捜しにきたのね？　日向兄あには捻ねん挫ざだったから念のため、応急手当して病院に行ったわよ。一人で大丈夫って本人はしきりに言ってたんだけど、一人じゃ歩けないだろうから病院で受付などする人がいるだろう、って日向妹が支えていったわ」


  「え、病院ですか……？」


  　お兄さんが今日子に付き添ってもらって病院に行った、というのもちょっとうらやましかったけど、それよりお兄さんに今日は会えないかもしれないと思うと、イライラして心臓をかきむしりたくなってきた。


  （病院なら時間がかかるから、今日はもう学校に来ないでしょうね……）


  　じりじりと焦こげつくような心をかかえて、わたしはしかたなく保健室を出た。


  



  　そして、じりじりしたまま四時間目が終わった。今日子はまだ、帰ってきていなかった。


  　ここで週番が校務員室に、お茶が入ったヤカンを取りにいく。このお茶をコップに入れて、教室の自分の席でお弁当を食べる生徒もいるし、他のクラスや屋上や中庭や学食へ、お弁当を持っていく生徒もいる。


  　わたしは、だいたいばあやが作ってくれるお弁当を持ってきている。以前は、茶道の野の点だて（野外で抹茶を点てること）に使う、小さな黒塗りの三段重箱を使っていた。今は暑いので、通気性抜群の大分・別府の高級竹細工の弁当箱を使っている。わたしも水球部でおなかがすくのでお弁当の量はそこそこ多いのだけれど、食いしん坊の今日きよう子こがばあやのご自慢の超甘口卵焼きのおすそわけを楽しみにしているので、さらに余分に詰めてもらっているため、わたしの弁当用のきんちゃく袋はちょっと大きめサイズ。


  　でも、今日は残念ながら、ばあやが朝から夏風邪で寝込んでいたので、わたしは学食のカフェテリアで昼食をとる予定になっていた。じりじりしていて胸がいっぱいで、食欲は湧わかなかった。けれど今食べておかないと、水球部の活動のときに空腹ではとても全力を出せないので、わたしは兄あに貴きさんのことはあきらめて、学食へ行った。


  



  　学食は、一度に三百人ぐらい入れる巨大な空間だった。長いテーブルの両側に、パイプ椅い子すがずらっと並んでいる。カフェテリアのカウンターにいろんな料理が並んでいて、欲しいものをトレイにのせ、最後に支払う仕組みだ。


  　わたしはクロワッサンとポークピカタとシーザーサラダを取って、レジで支払いをすませると、給水器からコップに水を汲くんで、空いている席を探した。


  　学食自体はかなり広いのだけど、クーラーが効いているため弁当組の生徒たちまで集まって、暑い今日はかなり混んでいた。わたしが学食に行ったのはけっこう遅めだったけれど、すでに食べ終わって食器を返却している生徒がいる一方で、まだ席を探している生徒もいて、満席状態だった。


  　兄貴さんに会えなくてイライラしたうえに、席探しでまでイライラさせられるなんて、今日のわたしは軽く呪のろわれている？（いや、わたしを呪いそうな人物＝根ね雪ゆき緋ひ影かげの心当たりは、たしかにあるといえばあるんだけれど）


  　そんな呪われたわたしも、ようやく一つだけ空いている席を見つけたので、そっちへ急ぎ足で歩いていった（学食にはふつう友達と何人かで来るし、そういうグループは隣同士や向かい合わせなど固まった空き席を欲しがるので、一席だけの空き席は比較的早く見つかった）。


  　ふと、空いている席の横に座ってトロロうどん定食を食べている人物に、わたしの目は釘づけになった。ひょっとして……兄貴さん、では？


  　一瞬、後あと退ずさってしまった。あんなに兄貴さんのことを捜し回ってたっていうのに、いざ兄貴さんを前にすると体が前に進まないなんて、どういうこと？　今までは兄貴さんを見てほほえみすら浮かんでいたのに、いざ襟えりを正して「会ってお礼を言って、兄貴さんへの迷う思いを『単なる感謝』という形で決着をつける」と決めたとたん、なぜためらってしまうんだろう？


  　むしろ今のわたしは、逃げ出したい衝動に駆られている。水球ではどんな強敵であろうが怯ひるみはしないわたしが、あろうことか今、恐怖している！


  　水球で敵にガードされたときには、力ずくでそれを突破すればいい。他人に勝って前に出るのは、わたしの身体能力と気力があれば、さして難しいことではない。けれど今、前に出るためにわたしが勝たねばならないのは、そのわたし自身。自分に勝つことは、他人に勝つことよりもはるかに難しい。自分からは、逃げることもごまかすこともできないのだから。


  （こ……このわたしが！　前に出られないなんて！）


  　わたしはポークピカタなどがのったトレイを手に、愕がく然ぜんとその場に立ちつくしていた。


  　しかしそのとき、少し離れた場所から、同じクラスの女子が親切にもわたしに手を振って大声で呼びかけた。


  「あっ、三み剣つるぎさん！　あそこの席空あいてるよー、日向ひゆうがさんのお兄にいさんの隣！」


  　うぐぅ、ご親切にどうも！


  　そして、その声で兄あに貴きさんが顔を上げた。視線をそらして気づかなかったフリをする余裕もなく、わたしと兄貴さんの視線が合った。


  「あ」


  　兄貴さんが、明らかにそう声をもらした。そのまま、じっとわたしの目を見ている。何かわたしに聞きたそうな目をしている。何を聞きたいのかはわかってる、最近兄貴さんはいつもそういう目をしていたから。


  『あれは夢だったんだろうか？　それとも夢じゃなかったんだろうか？』


  　あの夜のことを……わたしがキスしたあの夜の真相を、明らかに兄貴さんはわたしに問いたがっている。


  『そしてもし夢じゃなかったら、どういうつもりで俺にあの行動をとったんだ？』


  　その次にその疑問が来ることも予想できている。そしてわたしはそれに対して、


  『単なる感謝の気持ちの表現方法のひとつだから、そんなに気にすることはないのよ』


  　と、返事するつもりで兄貴さんを探していた。


  　そう、あれは単なる感謝。好意なんかじゃない。悟りの道を行く兄貴さんが女子からの好意を拒絶することは承知の上だし、それが兄貴さんを困らせることも承知の上。わたしはバカじゃないから、わたしの中に生まれてしまった「好意」に「感謝」という名をつけてすり替えてしまうことが、兄貴さんにとってもわたしにとっても最善であることを知っている。


  　そのためにわたしはここへ来た。自分の中の葛かつ藤とうを断ち切るために、兄貴さんを捜していた。今前へ出なければ、わたしも兄貴さんもいつまでも迷うばかりで前へ進めない。自分のために、兄貴さんの悟りの道の足を引っぱるようなこと、足にすがりついて引き止めるようなそんなマネは、この三剣凛りん世ぜのプライドに懸かけてできはしない。


  「……隣、いいかしら」


  　わたしは力をこめて、一歩を踏みだした。兄貴さんの顔に、とまどいが浮かんだ。


  「あ、う、うん。どうぞ」


  　兄貴さんはもともと、隣の席の人の迷惑にならないよう自分のトレイを体の真正面に置いていた。でもわたしが行くとさりげなく、それをさらに横によけた。こういう細かい優しさや気づかいを、兄あに貴きさんはたぶん気づいていない。気づいていないからこそ、そういう細かい優しさの蓄積が、わたしの心に兄貴さんへの好意を生みだしたことにも気づいていないのだと思う。


  　だって兄貴さんは、どうして今日きよう子こが兄貴さんのことをあんなに慕したってるのかも理解できずに、いつもとまどっている。わたしから見ればそれは兄貴さんの今日子への無意識の優しさや気づかいの当然の結果であり、だからこそ、最初のうちはそれが今日子にまつわる恋こい敵がたきとしての脅きよう威いでもあって、邪魔者である兄貴さんを籠ろう絡らくし排除しようという考えにつながったわけなのだけれど。


  　まさか、そうして兄貴さんに近づいたことで、わたし自身の心が兄貴さんにとらわれてしまうなんて……。


  （でも、この気持ちは封印すべき気持ち。感謝という単語ですげ替え、上書きしなければならない気持ちなんだわ）


  　わたしは意を決して、


  「……どうも」


  　と無表情で一言言い、兄貴さんの隣に座った。兄貴さんは、わたしと目を合わせずに、うつむき気味でトロロうどん定食についた白ごはんを柴漬けで食べていた。


  　兄貴さんの横顔は、やっぱり地味だった。余分な部品がないというか、仏像みたいにツルッとしていた。基本的に無表情なので表情が読みにくいのだけど、視線の動きを見ると、目が泳いで視線が一定していなかった。


  （兄貴さんがとまどっている。座禅の後にひとすじの乱れも感じさせないあの兄貴さんが今、わたしのせいでとまどっている。悟りの道を迷わせるようなことは、してはならないわ）


  　わたしは勇気を出して、兄貴さんのほうをクルッと向いた。


  「……足、大丈夫なの？」


  「えっ？」


  　兄貴さんはわたしが話しかけたことで、明らかに意識して動揺していた。わたしから視線をそらしたまま、必死に平常を装おうとしながら答えた。


  「あ、ああ、捻ねん挫ざのこと知ってたのか？」


  「高たか野のさんだか比ひ叡えいさんだかに聞いたわ。そう言えば、いつもいっしょの二人が今日はいっしょじゃないのね」


  「俺が病院から戻ってくるかどうかわからなくて、先に教室で食べてしまったって。学食がすいてるならいっしょに座るつもりだったけど、混んでたから、食べない人間が席を取っちゃいけないって、一足先に教室へ戻っていったんだ」


  　こんなに混んでるのにジュースだけ飲んでノートを広げて勉強してるような生徒もいる中、そういうマナーのよいところは、本当に兄貴さんの友達らしい行動だと思う。


  　ついでに、わたしが兄貴さんと話していると、周囲に座っている男子たちがザワザワしながらこっちを眺めてささやきはじめた。


  「うおお三み剣つるぎだっ、夏休み明けで初めて見たぞ！　今日を俺のラッキーデーと定めよう！」


  「だが、なんであの三剣凛りん世ぜが、あんな地味な男としゃべってるんだ？」


  「あれ日ひゆ向うが今日きよう子この兄あに貴きだろ、親友のお兄にいちゃんだからしゃべってるんだろ」


  「なるほど。妹もその友達も美人とか、前世でどんな徳を積めば、そんなおいしい人生が待ってるんだ？　俺も仏教やろうかなー」


  　ずいぶんと勝手なことばかり言っている。どうしてわからないのかしら、わたしが兄貴さんに心惹ひかれたのは、兄貴さんがけっして髪ひとすじも、そういう下心で行動する人間ではないからだっていうことが。


  「……ところで、兄貴さん」


  　彼らのほうこそ、わたしにとって路ろ傍ぼうの犬の糞ふんほどの興味もない存在。わたしは聞こえないふりをして、兄貴さんだけを見て、話しかけた。


  「病院から帰ってこられたっていうことは、捻ねん挫ざはもういいの？」


  「うん、テーピングでちゃんと固めて一週間ほど無理をしなければ、ふつうに歩いていいって」


  　兄貴さんはそこまで答えて、ハッとした表情でわたしのほうを見た。


  「ああ、そう言えば妹にまだ会ってないのか？」


  「え、今日子？」


  「病院の中においしそうな手作りパン屋があって、凛世といっしょに食べるって大量に買ってったから、おまえの教室に行ってるはずなんだ。すれ違いになったのかな」


  「ひょっとしてわたしが兄貴さんに話しかけたのが、『今日子はどこに行ったか知ってる？』って聞くためだと思ってる？」


  「他にないだろ？」


  「わたしは今日子のストーカーじゃないわ、用もないのに今日子を追い回したりしない。わたしは兄貴さんに用があるから話しかけたのよ、理解した？」


  「妹関連じゃないことで俺に用って？」


  　兄貴さんが、少し警戒している。そのとまどいをすぐに楽にしてあげるつもりで、わたしは口を開いた。


  「お礼を言いたかったの」


  「お礼……？」


  「駆け落ちにつきあってくれたこと。感謝してるわ」


  　わたしは紙に書かれたセリフを読むように、なるべく自分の感情を出さないように努力しながら話した。駆け落ち、と聞いた瞬間、兄貴さんの視線が泳いだ。


  「……あの。駆け落ちといえば……もし聞いてもよければ、でいいんだが……ずっと聞きたかったことがあるんだが……」


  　やっぱり、予想どおりの疑問だった。わたしが焦あせると兄あに貴きさんも焦るだろうから、わたしはあくまでも冷静に答えようとした。


  「あの最後の夜のことよね？」


  「あ……う、うん」


  　兄貴さんが緊張している。唇くちびるをキュッと引き結んで、わたしの答えを待っている。


  「わたしが兄貴さんに……」


  　大声で言うと、さっきの調子では周囲の男子に兄貴さんが何かされるかもしれないと思ったので、わたしはそこで一度落ち着くためにコップの水を一口飲んで、それから声の大きさを二段階ぐらい小さくして、兄貴さんの耳に唇を近づけ、ささやいた。


  「……キスをしたこと、よね？」


  「ぬえええええええっ？」


  　兄貴さんが、奇妙な絶叫を上げた。驚きすぎてのけぞって、学食のスツールから転げ落ちた。


  「兄貴さんっ、大丈夫？」


  　まさかそこまで驚くとは思わなくて、わたしはあわてて倒れたスツールを起こした。それから、兄貴さんが捻ねん挫ざした足が使えなくて自力で立ちあがりにくそうだったので、支えてもう一度スツールに座らせた。


  「うおおお！　三み剣つるぎに脇わき腹ばらをかかえられるなんて、密着していただけるなんて、日向ひゆうがめええええ！　悟り的な意味じゃなく、成じよう仏ぶつすればいいのにいいいい！」


  　周囲の男子がざわめいた。兄貴さんは今日きよう子こ関連でよく赤の他人に死を願われているけれど、わたしのせいでまた死を願われて、気の毒だ。本人は慣れっこみたいで、あまり気にしていないようなのが救いだけれど。


  「悪い、なんか今、幻聴が聞こえたせいで、狼ろう狽ばいしまくってしまった」


  　スツールに座りなおした兄貴さんは、何かを振り払うように首をブンブン横に振った。わたしはその耳元でささやいた。


  「幻聴じゃないわ、わたしは確かに言ったわよ。それに、あれだって夢じゃないわ。わたしは確かに兄貴さんにキスをしたもの」


  「のええええええ！」


  「だから、いちいち倒れないの！」


  　わたしは兄貴さんの背中を支えて、今度は倒れる前に阻止した。


  「勘違いしないでほしいんだけど、あれは好意とかそういうんじゃなくて、感謝の気持ちだから。それ以上でもそれ以下でもないから、決して個人的な好意とかそういうのじゃないから。ふつう学校を休んでまで駆け落ちにつきあってもらったら、あれぐらいの感謝はして当然のレベルでしょう？」


  　水球で鍛えた肺活量で、わたしは兄貴さんにのけぞる余裕も与えず、息継ぎなしで一気にそのセリフを言い切った。


  　兄あに貴きさんは一度にいろいろ言われて、しばらく脳がそれを処理しきれないようすで、呆ぼう然ぜんとしていた。それから、理解がじわじわと脳に浸透してきたようで、


  「……あ、ああ。なるほど」


  　と、兄貴さんはものすごくホッとした表情で、何度もうなずいた。


  「そ、そうか、そうだよな。まさかあれが夢じゃなかったらどうなんだって周しゆう章しよう狼ろう狽ばいしてたが、感謝か、そうだよな。俺の考えすぎだった、凛りん世ぜの家は貿易をしててパーティとかで外国人ともつきあいがあるだろうから、キスなんかはあいさつがわりだよな。つい仏教男子の俺としては、日本式に考えが凝り固まってしまって……」


  　兄貴さんは苦笑しながら頭をかいている。わたしが目ざした結果……だというのに、兄貴さんがあまりにもホッとした顔をしているので、わたしの胸はざわついた。


  　そんなにも、兄貴さんがわたしに好意を持たれていなかったことに安心しているということが。兄貴さんを安あん堵どさせたかったはずなのに、安堵されるとモヤモヤするなんて、自分のわがままさに、わたしは自じ己こ嫌けん悪おにおちいった。


  （悟りを開くべきなのは、兄貴さんじゃなくてわたしのほうだわ。遠慮しなくちゃならない立場だし、そう覚悟してここに来たはずなのに、なぜ今さら迷うの？　いったい自分が何をしたいのか、自分で自分がわからない）


  　わたしは頭をかかえた。とりあえず、兄貴さんがわたしに好意を持たれることが、ほんとに迷惑なんだっていうことだけは、よく理解できた。それをはっきり目の当たりにして理解することは、胸が引き裂かれるほどの痛みだったけれども、黙って耐えなければならないことも理解していた。勝手なわたしでも、兄貴さんのために最後のプライドだけは守り抜かなければならない。


  （……あきらめよう、兄貴さんはわたしのことなど何とも思っていないのだから。わたしの一方的な気持ちを、一方的に押しつけるわけにはいかないのだから）


  　わたしは、ポークピカタなどがのったトレイをつかんだ。


  「……あっちの席が空あいたから、わたし、移動するわ」


  「あ、うん。じゃ」


  　兄貴さんが、なんということもなく返事した。これでお別れ、わたしなりのさよならが終わった。これからは兄貴さんはわたしにとって感謝すべき友達のお兄にいさん、兄貴さんにとってわたしは妹の友達の一人であって、それ以上でもそれ以下でもない。


  　決意したはずなのに、なぜかしら、目が熱い。涙が出そう。学食で泣くわけにはいかないし、兄貴さんに涙を見せて困らせるわけにもいかないから、わたしはあわててその席を離れようと立ち上がったのだけれど、その瞬間。


  「はうっ、水……！」


  　兄あに貴きさんが唐突にうめいた。コップを持って水を飲んでいたようだけれど、その手が震ふるえている。


  「わ、悪い、凛りん世ぜ……！」


  　何をそんなに取り乱しているんだろう、なぜわたしに謝ってるんだろう、とわたしは首をかしげてテーブルの上を観察した。


  　兄貴さんのトレイの向こう側に、コップがもうひとつある。あっ、とわたしも気づいた。兄貴さんはわたしのために、トレイを少しずらした。そしてわたしは、そこに自分のコップを置いた。兄貴さんは手の届くところにあったわたしのコップを間違えて取って、水を飲んでしまったらしい。


  「ほんとに悪かった、申し訳ない、うっかりなんだ！」


  　兄貴さんはすごく謝っている。どうしてそこまで謝っているのか、わたしにはよくわからなかった。


  「？　いいわよ、別に。また汲くみなおしてくるから」


  「そ、それだけでいいのか？　よかった、もっと怒るかと思ってた」


  「わたし、水を飲まれたぐらいで激怒するほどケチだと思われてた？」


  「じゃなくて……」


  　兄貴さんは視線をそらした。そのせいで、兄貴さんの表情を視線で読むことはできなかった。


  「凛世は男嫌いで潔けつ癖ぺきだから、こういうの嫌いやがるだろうと思ってたから……」


  　けれども、インドア系で研究者肌の兄貴さんはあまり日焼けしていないので、顔色の変化はよくわかるわ。頬ほおがわずかに赤らんでいた。


  　それにつられて、わたしの顔も突然熱くなった。


  「えっ……ちょ、ちょっと？」


  　わたしはあわてて顔を押さえる。すごく熱い、水球の試合の直後よりもまだ熱い。ということは、今のわたしはぜったい、すごく真っ赤になっている。そんなつもりはないのに、兄貴さんのくせに頬を赤らめたりするものだから、うっかりつられて意識してしまった。


  （わたしが何を嫌がるだろう、って？　こういうの、って何のこと？）


  　うろたえながら、わたしはテーブルの上に答えを探した。二人の間に置かれているのは、半分ぐらいまで水が減ったコップがひとつ。


  　その瞬間、わたしは兄貴さんがなんの気を回しすぎたのかを理解した。


  （か……間接……キス！）


  　わたしは思わず、自分の唇くちびるを押さえた。


  　な、なぜうろたえているの、三み剣つるぎ凛世？　キスなんて、旅館の朝（ほっぺ）とホテルの夜（唇）と、すでに二度も兄貴さんにして、とっくに経験ずみのはずなのに？　今さら間接キスぐらいで、こんなにうろたえる必要ないはずなのに？


  　はっ、もしかして、兄あに貴きさんが顔を赤らめてるから？　旅館の朝のときは、兄貴さんは寝てたから無反応だった。ホテルの夜のときは、わたしはすぐに兄貴さんの前から消えたから、兄貴さんの反応をよく見てない。


  　今、初めて兄貴さんの反応をわたしは見ている。兄貴さんが赤くなってるから、それでわたしはこんなにもうろたえているのかもしれない。


  　兄貴さんにしたって、旅館の朝のことは覚えてないし、ホテルの夜のことはわたしから真相を聞いたところで、頭がぼんやりしていて半分夢みたいに実感がない感じだった。でも今この間接キスは、完全にはっきりと頭がクリアに目覚めている状態で認識したキスなのだ。


  　けれども、そもそも兄貴さん、間接キスをしたからといってなぜ頬ほおを赤らめてるんだろう？　わたしのことなんてなんとも思ってないはずじゃなかったの？　女子は兄貴さんにとって、悟りをじゃまする悪魔マーラでしかないんじゃなかったの？　そんな女子と間接キスをしたところで、誰かの後でウォータークーラーの水を飲んだていどの話じゃないの？


  　それとも……好きになってもいい、ってことなんだろうか？


  　うかがうように兄貴さんを見た。兄貴さんは何も言わなかったけれど、その顔はますます赤くなっていた。


  　コップについた水滴が流れるように、わたしの背中にも変な汗が流れていた。やっぱりわたしには、あきらめられない。あのキスのときの気持ちを、感謝だけじゃすませられない。
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  「……わたしはぜんぜん悟りをじゃまする気なんかなかったのに……」


  　わたしは、必死に声を絞り出した。絞り出された声は、あまりにも小さくてかすれたうめきだった。


  「女によ性しようは悪魔マーラだとか他人のせいにしないでよね、兄あに貴きさんだってじゅうぶんわたしのことを迷わせてるんだから……あ、兄貴さんのせい、なんだからね……っ！」


  　それだけ言って、わたしは恥ずかしくて、トレイを持って兄貴さんの前から一刻も早く消えようとした。そのとき、兄貴さんが驚いたような顔で、わたしを見上げて言った。


  「あ、凛りん世ぜ、ちょっと待って」


  「えっ……な、何？」


  　もしかして「返事」？　わたしはどんな「返事」を期待しているんだろう？　胸がドキドキして、顔が熱すぎて、心臓が爆発しそうに拍動している。頭の中の血管がガンガンと鐘が打ち鳴らされるようで、まるで頭の中に心臓が詰まっているような気がした。


  　兄貴さんは、真しん摯しな目でわたしを見つめ、冷静にたずねた。


  「ごめん、今あっち向いててよく聞こえなかった。なんて言ったんだ？」


  　……はあぁ？


  「だだだだ誰が二度と言うもんですかっ！　一回で聞き取りなさいよっ、このバカ兄貴っ！」


  　全身の血が一気に逆流して、わたしは思いっきりどなると、兄貴さんの前から逃げだした。兄貴さんはびっくりして目をパチクリして、つぶやいた。


  「や、やっぱり水のこと怒ってたのか……」


  　バカ、違うわよ、そうじゃないわよ！


  　そうじゃないってことを、いつか必ず伝えてみせる。今はそれを声に出しては言えなくて、兄貴さんをにらんでしまったので、兄貴さんはますます萎い縮しゆくしてしまった。わたしに遠慮する兄貴さんのその優しさが、またわたしの胸をキュンとさせてしまう。


  　今日のところはわたしの心臓がもたないから退却するけれど、いつか揺るがぬ勇気を身につけて、必ず再挑戦してみせる。そして今度こそ必ず伝えてみせる……あの夜のキスの、本当の意味を。


  「ファイトよ、わたし！」


  　他人に勝つよりも自分に勝つほうが難しい、なぜならその勝負の応援をできるのも自分だけだから。けれどもいつか自分の気持ちに勝ってみせる、がんばれ三み剣つるぎ凛世、とわたしは自分で自分を鼓こ舞ぶしながら、もっと元気出していかなくっちゃと思って、ポークピカタをおかわりした。
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  五話目　兄っちが、凛世と同じ香水の香りをしていた件


  



  　先週、兄あにっちが捻ねん挫ざした。思いっきり、あたしのせいで。


  　あの朝、いつもみたいに二人で学校へ行く途中、ホームに向かって駅の階段を下りてたんだ。電車が発車するベルの音が聞こえて、あたしは超ヤバいと思って走った。兄っちが、


  『危ないぞ、一本後に乗ろう』


  　と言ったそのとき、足が「ツルッ」て、「トムとジェリー」のトムがバナナの皮を踏んだときみたいに、大々的にすべった。


  　兄っちは、兄っちとは思えない脅きよう威いの反射神経を発揮して腕をつかんでくれたけど、あたしに引っぱられて、自分がバランスを崩した。踏みとどまろうとして二段下の階段に足を踏みだしたけれど、そのときすでに姿勢がだいぶ崩れていて、踏みだした足が階段の角をこすってもう一段下へすべった。そのときに、足首を外側に曲げるような形でひねった……デッサンが狂いまくった小学生のお絵かきでもまず見られないぐらい、ありえない角度だった。


  　結果、全治二週間。


  　あーもー、完かん璧ぺきにあたしのせい。そしてきょうは月曜日だっていうのに、兄っちは学校を休んでる。


  　きのうの日曜日、兄っちはどこかに出かけた。たぶん高たか野のさんとか比ひ叡えいさんとかといっしょに、お寺めぐりでもしたんだと思うけど、捻挫してまだ一週間もたってないし、まだかなり足が痛そうだったのに、大丈夫かなって心配はしてたんだ。この間みたいにあたしのために何か買いにいってくれたのかなってちょっと思ったけど、今回はお土産はなかった。それはいいんだけど、ただ、その外出のせいで兄っちの足が、ますます悪くなっちゃったんだ。


  　いっぽうあたしはというと、きのうは兄っちがさっさと出かけちゃって退屈だったから、凛りん世ぜをさそってボウリングに行った（小こ麦むぎも来るはずだったけど、やっぱり行けなくなったごめんなさい〈（_ _）〉、的なメールがずいぶん後で来た）。それで帰ってきたら、兄っちはもう帰ってきてたんだけど、もうお風呂に入ってた。


  『どうしたの、兄っち。まだ夕ご飯前だよ？』


  『うわー！　風呂の戸を開けるな、バカ者！』


  　兄っちは別に体を洗うでもなく、湯船に浸かってたんだけど、お湯の下に見える足がすごく赤く見えた。


  『兄っち、ひょっとして足が痛くて、お風呂で痛みをやわらげようとしてる？　それ、冷やしたほうがいいんだよ。炎症だから、温めたり血行をよくしたりしたら、逆にひどくなるから』


  『えっ……そ、そうだったのか？』


  　インドア派の兄っち、そう言えば今まで本格的な捻挫はしたことがなかった。


  『熱を持ってるあいだは冷やすんだよ、足に血がいかないように足を上げて寝ておかないと。顔まで赤くなるぐらい血行をよくしちゃダメだよ、治りは早くなるけど痛みがすごいことになっちゃうから、ゆっくり治さないと』


  『か、顔が赤いのは、おまえのせいだろ』


  『そうだよね、あたしのせいで兄あにっちが捻ねん挫ざして痛いもんだから、お風呂に入って血行が良くなって顔が赤く……』


  『じゃあなくって、風呂の中にずかずか入ってきて、湯船の底にある俺の足をじろじろ見ながらベタベタさわるんじゃあないってことだ！』


  　兄っちは真っ赤になって怒った。あたしは兄っちの患部のようすを見るために、お風呂の中に両手をつっこんで、収穫した大根を洗ってる人みたいに兄っちの足をさすったり触ったりしていたんだけど、兄っちが怒るから手を放した。


  『そんな警戒しなくても大丈夫だよ。あたし水球部で、友達の捻挫の扱いに慣れてるから、痛くないように触るって』


  『意味がわかっとらんようだな。男女七歳にして席を同じうせずって言うだろう、兄とはいえ男が風呂に入って裸でいるところに入ってくるなってことだ！』


  『それ儒教でしょ、兄っちは仏教だから関係ないよね？』


  『天然ボケのくせに下手に成績のいい奴は難儀だな！　いいからとっとと出て行けー！』


  　ああ、兄っちが怒ってる。きっと、それだけ捻挫が痛むのね。


  　捻挫ってほんと痛いから、ピリピリする気持ちはじゅうぶんわかる。そしてあたしのせいで捻挫したんだから、あたしが怒られるのはしかたがない。だけどお詫わびに、ちょっとでも兄っちの力になりたいなあ、とあたしは思った。
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  　それで、兄あにっちが早々にお風呂から上がったとき（いちおう温めたらダメっていうあたしの意見は聞いてくれたみたいだから、それはそれでホッとした）、あたしは兄っちの足の捻ねん挫ざの応急手当（アイシング）をしてあげようと思って、保冷剤とタオルを持って兄っちの部屋へ行った。


  『やっほらほーい、兄っちー♪』


  　ケガをして暗くなった兄っちの気持ちを明るく元気づけてあげようとして、あたしは思いっきり陽気に兄っちの部屋のドアを開いた。


  『ぐあああああああ！　バカ、いきなり開けるな、ノックぐらいしろ！』


  　兄っちは、布ふ団とんの上で慌てふためいていた。お風呂に入ったので、上はパジャマだけど下はズボンを脱いでパンツ一枚になって、ほどいた足のテーピングを自分でやり直してるとこだったみたい。慣れてないから、すっごくへたっぴ。兄っちが真っ赤になって、あたしに、


  『見るな、出てけ！』


  　と怒ってるのは、どうやらこのへたっぴテーピングが恥ずかしいみたいね。


  『そんな照れなくても、テーピングはけっこう難しいからできなくて当然だよ。あたしがやってあげるから安心めされい、兄っち』


  『バカ、そういう意味じゃない！』


  『大丈夫、水球部の友達にもやってあげて、けっこううまいって評判いいんだよ。実は小こ麦むぎのほうがうまいんだけどね。兄っちはウロウロするから炎症起こしちゃうんだよ、テーピングで動かないようにして、冷やして、熱が引くまでおいておかないと。炎症がひどくなると全身に回っちゃって、本気で熱出ちゃうよ』


  『布団に乗ってくるな！　いくら兄妹とはいえ、しょせん妹とはいえ、見られたくないラインってものがあるんだ！』


  『ほら足を貸すがよい、テーピングしたげるから。あっスヌーピーのトランクス、兄っちこのパンツ前もはいてたよね。高校生なのにダサいよってあたし言ったけど、それでもはきつづけてるってことは、けっこうお気に入り？』


  『出てけええええええ！』


  　やっぱり兄っちは、捻挫の痛みで気が立ってるみたい。せっかくパンツを誉めてあげたのに、あんなに真っ赤になって怒らなくてもいいのに。


  （いや、真っ赤になってるっていうのは、怒ってるんじゃなくて、お風呂で温めたせいで捻挫が熱を持ちはじめてるのかも？）


  　心配になったけど、兄っちが怒ってるから、もう一度兄っちの部屋に行って患部を確認するのはやめといた。


  　それで今日、月曜日、兄あにっちは捻ねん挫ざの熱がひどくなって、熱を出して学校を休んでしまったというわけで、


  （わーん、やっぱりゆうべ、もっとちゃんとあたしが診みてあげればよかったー！　またまたあたしのせいで兄っちがああー！）


  　と、あたしは学校で頭をかかえていた。


  



  　とりあえず、歩けないと兄っちはいろいろ不便だろうと思って、あたしはその日は水球部を休んで、大急ぎで家に帰った。


  「ママー、兄っちは？」


  　台所で夕飯の準備をしていたママに聞くと、


  「ずっと寝てるわよ、昼ごはんも食べてないの。いちおう本人は、寝てれば大丈夫って言ってるんだけど……」


  　と、答えた。昼ごはんも食べてない、ってそんなのぜったいおなか減って死んじゃう。


  「あたし、持っていく」


  　あたしは服を着替えて手を洗うと、夕飯用のたきたてごはんに塩を混ぜて、兄っちが好きな柴漬けを入れて、兄っちが好きなたわら形におにぎりを握った。たわら……うん、広い意味でたわら形、たぶん大丈夫。


  　そして、あたしはおにぎりのお皿と渋い緑茶をお盆にのせて、兄っちの部屋に持っていった。


  「やっほらほいほーい、兄っち大丈夫？」


  　兄っちの部屋に入ると、兄っちはもう起きて、きちんと服に着替えて、机に向かって仏像プラモを作っていた。足のテーピングは、きちんと巻かれていた。


  「あれっ、もう元気になったの？」


  「うん、足はまだ痛いけれど熱は引いた。ずっと転がってると今度は頭が痛くなってきたから、さっき起きたんだ」


  「おなかすいてない？　おにぎり持ってきたんだけど」


  「そうだな、食べようかな」


  　今日は、兄っちはいつもどおりおだやかだった（ぶっきらぼうで無愛想なのも、いつもどおりだけど）。あたしの不定形おにぎりについて特に言及もせず、黙って食べてくれるのもいつもどおり。


  「ごめんね、形変になっちゃって」


  「別にいい、どんな形をしてても味は同じだし、仏教では粗食が第一だから食べ物に文句なんか言ったらバチが当たる」


  　微妙に失礼なんですけど、冷静に分析すると「味はおいしい」ってことを遠回しにほめてくれてるような気もする。おなかがすいてたのか、兄っちは三つあったおにぎりを五分ほどで食べてしまうと、渋いお茶をずずっと飲んだ。


  「ありがとう、ごちそうさま」


  　兄あにっちは何だかんだ言って、ちゃんとこういうときに、妹相手でもお礼を言える人なのがえらいと思う。


  「どういたしまして。テーピングもやり直してあげるつもりだったんだけど、なんかちゃんとしてるね。どうしてそんなにうまくなったの？」


  「俺じゃない。親父が話を聞いて、ゆうべ巻いてってくれたんだ」


  　おお、さすが元ラガーマン。そう言えば、ラグビーと水球はよく似てる気がする。あたしが水泳から水球にうつったのは、もしかして大学時代にラグビーをしていたパパの遺伝なのかも。兄っちは物静かでインドア派なところとか、きちょうめんなところがママ似だと思う。


  　部屋の中に布ふ団とんはなかった。きちょうめんな兄っちのことだから、起きてすぐ自分でたたんで上げたっぽい。


  「捻ねん挫ざしてる人が布団の上げ下ろしとかしちゃダメだよ、兄っち。あたしのせいでケガしたんだから、あたしに何でも言いつけてくれればいいのに」


  「別におまえのせいじゃない、俺の運動神経とか筋力の問題だから気にするな」


  　兄っちはそう言ったあとで、ふと早口に「俺がもっと……れたんだけどな」と、何かつぶやいた。


  「兄っち、今、何かつけ加えて言った？」


  「いや別に、個人的な独り言だ」


  　兄っちはサラッとそれを流して、話を続けた。


  「足のほうは心配しなくても、テーピングしっかりしてもらったから、熱さえ引けばふつうに動けるし、たぶん明日は学校に行けると思うぞ。まあ今日は動けないついでで、これを仕上げてしまおう」


  　兄っちは千せん手じゆ観かん音のんの手を一本一本、ピンセットでていねいにつまんで、接着剤でくっつけていた。これは、写経なんかするよりもずいぶん悟りが開けそう。


  「仏像、増えたよね～」


  　あたしはおにぎりのお皿を台所へ片付けにいく前に、兄っちの部屋をゆっくり見学した。


  　兄っちの部屋は、なんかいろいろとすごい。いつもきれいに掃除されてるのもすごい。大仏の掃除（お身ぬぐいとかいうやつ）のときに使う大きなハタキみたいなやつで、一日一度は部屋中のホコリを取って回ってるみたい。


  　ブラウン管テレビの横には、撮りためた仏像番組のＶＨＳテープがきっちりと整列して並んでいる。あたしの部屋にはＨＤＤレコーダーがあるんだけど、兄っちは比ひ叡えいさんや高たか野のさんと貸し借りするのに便利だからって、ＶＨＳを使いつづけてる。あたしは、このＶＨＳテープが並んでるのを見るのがけっこう好き。題名から放送日から内容から、小さい手書きの文字でびっしり書いてあって、ある種写経っぽくて、すごく兄あにっちっぽい。


  　兄っちの部屋は、どこもかしこも兄っちっぽい。カーテンのかわりに、どこかのお寺で買ってきた、般はん若にや心しん経ぎようが書かれたのれんみたいなのがかかっている。本棚には経きよう文もんや仏教関係の本がずらっと並んでる。


  　着替えが入ってるタンスの上にはアクリルボックスが置いてあって、その中に仏像プラモがずらっと並んでる。小ぶりのボックスの中には、寺社仏閣の建物のプラモがデデンと鎮座している。プラモというより、まわりの木やコケむした地面なんかも緑のパウダーと木工用ボンドで作っていたから、これはいわゆるジオラマっていうやつかな。


  「すごいねー、兄っち。仏像はよくわかんないけど、この建物のやつはけっこう好き。このお寺とかいいね」


  「ほほう、これのよさがわかるのか。これは黄おう檗ばく山ざん万まん福ぷく寺じの山門だ、開祖は江戸時代に明みんから渡ってきてこの黄檗山万福寺を建こん立りゆうした。だから他の日本の寺と違って、中国っぽいのが特徴だ」


  「なるほどー。昔のカンフー映画とかで、よくこんなの出てくるよね」


  「少林寺も中国の寺だから、似てて当然だ」


  「少林寺ってお坊さんがバトルするやつでしょ、お坊さんって暴力ふるっていいの？」


  「仏の道と信念を守るためには、自衛するための力もいるんだ。お釈しや迦か様ぐらい修行を積めば、ただ立ってるだけでも殺人鬼が降参したりするけどさ」


  「えー何それ、立ってるだけで敵を倒すとかポ○モン的な？　あーわかった、あの仁に王おうとかいうのが、お釈迦様のポ○モン？　強そうなポ○モン持ってるねーお釈迦様。あれって阿あ修しゆ羅らと戦わせてみたいよねー」


  「おまえ、俺が買ってやった『よいこの仏教入門』さては全然読んでないな？」


  「あっでもピンクのブレスはかわいかった、キャミに超合ってた♪　超お気に入りだよん、ありがと♪」


  「あればブレスレットじゃなくてだなー！」


  　なぜか兄っちが、真っ赤になって怒っている。さてはあたしにブレスのお礼を言われて照れておるな、照れかくしについ怒ってしまうツンデレキャラだな、かわゆい奴め。


  　お寺の模型にかぎらず、兄っちの部屋に来ると、何かしら発見があっておもしろい。すごく物知りだし、基本は無愛想だけどこっちが興味があるんだなって思ったら、すごく丁寧に説明してくれる。子供のころは、兄っちの部屋で兄っちのマンガを読んだりするのも好きだった。マンガを読み終わって、このマンガおもしろい、って一言言ったら、次の日に部屋に来ると、本棚からそのマンガ家のマンガだけ選んで、床に積み上げられてたりした。


  　兄っちはそんなふうに優しかったから、小さいころから大好きだった。でも、兄っちと仲がいいのを友達にからかわれて、ツンケンしちゃってた時期もあった。それでも兄っちはやっぱり優しくて、あたしのことをいつも見守ってくれていた。あたしが冬の用水路に落っこちたとき、兄あにっちは命がけで助けてくれた。


  　兄っちは、すごくふつうに当たり前に、マンガを積んでおいてくれたり用水路に飛びこんだりするから、自分で優しいことをしてるって気づいてない気がする。あたしは兄っちはすごく優しいし、それにすごく強いと思う。気持ちが強くなければ、人に優しくはできないと思うから。


  　だからあたしは、小さいころからずっと兄っちのことが好き。兄っちの妹に生まれてよかったな、って思う。妹じゃなければ、兄っちの部屋にこうして入れないし、兄っちの部屋をいろいろ眺めたりできないし、小さなころから兄っちのそばにいられたのは妹だけの特権だし。


  「あんまり人の部屋をウロウロするな、仏像壊すなよ」


  　あたしがあんまり長い時間兄っちの部屋をあっちこっち見て回ってたせいか、兄っちが気が散ってるようすで声をかけてきた。


  「別に触ってないもーん、見ってるだけどっえぇ～すっ」


  「上手に腹立つ言い方するなあ。おまえは運動神経がいいくせに肝心なときにドジこくタイプだから、見てるだけでも壊しそうな気がするんだ」


  　それは、あたしが階段ですべったことを言ってるのかな？　たしかに、そのドジこいたせいで兄っちが捻ねん挫ざしちゃったんだけど。それで、兄っちの足のことを思い出して、またちょっと気になったので、


  「パパは、足のこと何か言ってた？」


  　と、兄っちに聞いた。兄っちはうなずいて、


  「テーピング取れても無理するな、完全に治るには一か月ぐらい見とけって」


  「一か月～！　長いねえ」


  「でもずっと足を動かさないのも、今度は足が固まってしまってよくないから、腫はれと熱が引いたら少しずつマッサージとリハビリしていけってさ。つまり、明日からふつうに生活しろってことだ」


  「そっかー。しばらく大変だね」


  　あたしは、さらに兄っちの部屋を見て回った。仏像プラモは最近のものだけど、兄っちの部屋にはもっと昔からの懐かしいものもいっぱい置いてある。棚の上にある紙粘土のマグカップは、兄っちが幼稚園のときに作ったやつ。あたしの記憶で言うと、あたしがものごころついたときから家にあったもののひとつ。昔は居間のテレビの上にあった。ピンクの服の女の子の絵がかいてあって、あたしが小さいころ兄っちはそれを「きょうこちゃんだよ」と教えてくれたけど、今聞くと「忘れたけどぜったいおまえじゃない」と、ちょっと赤い顔で答える。


  「これ、懐かしいな～。兄っちの部屋にきて、このマグカップ見るの好きなんだ」


  　あたしはマグカップの前に立った。すると、ふと良い香りがただよってきた。マグカップに、どこかのお寺で買ってきた香木を立ててある。


  「この木、いい匂においだね」


  「ただの白びやく檀だんだけど、よかったらやるぞ。悟りを開く手伝いなら、いくらでも。そのかわり、ちゃんと『よいこの仏教入門』も読めよ？」


  　白檀の香りは、いい匂いだけど、どんなに嗅かいでもフローラルの香りとはかけ離れている。二学期のはじめに兄あにっちと凛りん世ぜが行方不明になって、見つかって、なぜかニャーニャーランドのホテルのすごいいい部屋であたしたちも泊めてもらえることになったとき……その朝、兄っちが、凛世と同じフローラルな香水の香りがしていた。


  　いろいろ考えて、高たか野のさんや比ひ叡えいさんにも聞いてみて、あの香水の香りはやっぱり、兄っちのじゃなくて、凛世と同じ香水を使ったとしか思えない。


  　あの夜、あたしたちが寝る前の兄っちは、何か男物のフレグランスみたいなのをつけていて、凛世みたいな甘いフローラルの、いかにも女物の香水の香りじゃなかった。考えられるのは、夜の間に二人が、香りがうつるぐらいくっついたって可能性。


  　それがどういうことなのか、あたしにはピンとこない。凛世は男嫌いだし、兄っちは悟りを開くために女子に近づかないようにしてるんだから、二人がくっつくという状況が考えられない。たまたま、凛世が座ったあとに兄っちが座って香りがうつったのかな、とかあたしはいろいろ考えていた。


  　どうしてそれだけのことがこんなに気になるのか、自分でもよくわからない。兄っちか凛世に聞いてしまえばすぐに解決する問題だとわかってはいたけど、答えを出すのが嫌いやだなって思って、あえて聞かなかった。


  　正直あたしは、もしかして兄っちと凛世が好き同士になってて、夜のあいだ並んで座って仲良くおしゃべりしてたんじゃないかな、って思ってた。いっしょに駆け落ちするぐらいだし、兄っちは優しいし頭もいいし、無愛想だけど礼儀正しいから、男嫌いの凛世が好きになっても全然おかしくないし、むしろあたしが凛世なら絶対に好きになるし。


  　二人は前まであんまり仲がよくなかった気がするから、最近凛世の兄っちに対する態度がやわらかくて笑顔が多いのも、個人的にはすごくうれしい。なのに、ざわざわするのは、二人がくっついてしまったらあたしは、大好きな兄っちと大好きな親友をいっぺんになくしちゃうからかな、と思った。でも、たとえ二人がくっついたって、兄っちは兄っちだし、凛世は親友だし、ほんとは何も変わらないのに、それはわかってるのに、でもなぜなんだろう？


  　自分で自分の気持ちがよくわからないから、とりあえずあたしは、この問題を先送りすることにした。追及しないままなら、兄っちや凛世との関係は今までと何も変わらない。そして兄っちはいつまでも、あたしのラーメン道につきあってくれるあたしの兄っちのままでいる。


  （……でも、いつまでも三人の関係がそのまま変わらないってことはないよね。来年、兄っちは三年生になる。そうしたら、受験勉強が始まって、大学を受験して、嫌でもいろいろ変わっていくんだから）


  　そう、あの香水の香りであたしの気持ちがざわざわしていたのは、兄あにっちを取っていく凛りん世ぜへの焼きもちだとか、逆に凛世を取っていく兄っちへの焼きもちだとか、そういうのじゃあない。「今」が「変わってしまう」予感を感じさせるせいだった。


  （変わるのはしかたないって頭ではわかっちゃいるけど、でもできれば変わってほしくない。今がとっても大好きだから、何もかも変わらなければいいのに……）


  　だけど、変わることはどうしたって避けられそうにない。なぜかというと、あたしが兄っちに数じゆ珠ずや線香をもらった何日か後、つまりつい最近のことなんだけど、珍しくパパが早く帰ってきた日があった。それで久し振りに、家族全員で夕食を食べた。メニューはすき焼き、それはどうでもいいんだけど、そのときに兄っちが急にあらたまって、奈良の大学に行きたいと言った。仏教をもっと勉強するために、どうしてもその大学でなければできない研究があるんだって。


  　あたしはその瞬間、頭が真っ白になってしまって、あまり話を覚えてないし、お肉の味もよく覚えてない。とりあえず兄っちは、四年間でかかる学費と下宿代を自分で調べて計算して、パパとママに見せて、受験していいかどうか聞いていた。あたしは頭がクラクラして目の前はチカチカしていたけど、不安そうな兄っちの肩をパパが大きな手でポンとたたいて、うなずいたときの寂しさとうれしさが混じった笑顔だけは、はっきり覚えている。


  　パパも大学時代は家を離れて下宿していたとかで、熱心に兄っちにアドバイスしてあげていた。あたしはそれを聞きながら頭がガンガン痛くなってきて、パパはそんなに熱心に教えなくていいのに、ってイライラしてた。


  　あたしが今見てるこの部屋が、一年半たったら誰もいなくなってしまうなんて、想像できなかった。たぶん仏像プラモとかは置いていくと思うけど、でもその中に兄っちはいない。今、こうして部屋の中にいる兄っちが、そのうち、確実にいなくなってしまう。


  （兄っちがこの部屋からいなくなっちゃうなんて……やだよ）


  　あたしはたまらなくなって、千せん手じゆ観かん音のんの腕をくっつけている兄っちを後ろからぎゅっと抱きしめた。


  「わっ！」


  　兄っちが叫んで、千手観音の腕を五本ほどバラバラと取り落とした。


  「きゅ、急に何するんだ、部品が落ちただろ！」


  「……」


  　この部屋からいなくならないで、ずっと変わらないでいて、って言いたかった。でも、ことばは出なかった。そんなこと言ったって、兄っちを困らせるだけなのはわかってたから。でもつらくて、兄っちをどこにも行かせたくなくて、あたしは兄っちを抱きしめずにはいられなかった。


  「おい、放せよ、接着剤が固まる」


  　兄あにっちは必死にもがいたけど、でも本気でもがいてはいなかった。あたしを本気で振り払うような兄っちじゃないことは、わかってる。兄っちの髪は、白びやく檀だん……だっけ、お香の香りがした。あたしは気がすむまで、兄っちにしがみついていた。


  



  　次の日、兄っちは予告どおり学校へ行った。まだ足の腫はれは引いてなかったから、バスの高いステップを上るときとか、満員電車で座る場所がなくて立つしかないときなど、ちょっと足がきついところはあたしが支えて助けてあげた。


  　いつもの朝なら、兄っちはあたしと学校に行くことを微妙に嫌いやがっている。照れてるんだろうと思うけれど、なるべくならあたしと別々に歩きたがって、急に走りだしたりしてる。あたしは、兄っちのいつもハネてる後頭部の毛とか、制服の胸もとについてる朝食のトーストのくずなんかを、きれいにしてあげたいのに。


  　けれど今日は、兄っちはおとなしい。足の調子がきのうと比べて、そんなにもよくはなってないんだろう。でも、兄っちはまじめなので学校には行きたがってる。だから、珍しくあたしのことを必要としていた……家から学校まで兄っちを支えられる、唯一の人間だから。


  「悪いな、今日きよう子こ。俺といっしょに学校行くせいで、水球部の朝練に出られなくて……」


  　兄っちがあたしに遠慮するなんてことも、すごく珍しい。
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  「いいんだよ、兄あにっち。たった二人の兄妹じゃない」


  　あたしは兄っちを支えながら、すごくうれしかった。兄っちに感謝されることもうれしかったし、あたしが兄っちの役に立ってることもうれしかった。こんなこと、今まではなかった。


  （このまま、兄っちの足が治らなかったらいいのにな……）


  　ふと、あたしの胸の中にそんな思いがよぎった。


  　兄っちが奈良に行っちゃったら、嫌いやでもあたしと兄っちと凛りん世ぜの状況は変わる。どんなふうに変わるかまだわからないし、無理にあれこれ予想もしたくない。だけど兄っちの捻ねん挫ざさえ治らなければ、一人暮らしは難しいから奈良の大学になんか行かないし、兄っちはずっとあの部屋にいるし、あたしのそばにいるし、あたしたちは今と何一つ変わらないままでいられる。


  （兄っちの捻挫がずっと治らなかったら、あたしはずっとこうやって兄っちを支えていられる……。それが、一番いいような気がする……）


  　揺れる電車の中で、あたしは兄っちの脇わき腹ばらを横から抱きかかえるようにして支えていた。兄っちをしっかり支えるようなふりをして、あたしは腕にぎゅっと力を加えた。


  　あたしが「抱きついてる」ことに、兄っちは気付いてないようだった。


  「きょうはいつも以上に混んでるな、悪いな」


  　あたしが強く抱きついたのが、混んでるせいだと勘違いして、きょろきょろしていた。


  （このまま電車が、どこの駅にも止まらずに永遠に走りつづけちゃってもいいのに……）


  　兄っちの制服も、白びやく檀だんのお香の匂においがしていい香りだった。あたしは夢を見てるような気持ちになって、しばらく目を閉じて、兄っちの香りにひたっていた。


  



  　兄っちの帰りも、あたしがいっしょに帰るつもりだったんだけど、水球部の放課後の練習はさすがにサボれない。高たか野のさんと比ひ叡えいさんが兄っちを送るって言ってくれたから、帰りは二人に任せることにした。


  　あたしがスポーツバッグと学生カバンを持って室内プールに行くと、見覚えのある黒いセーラー服がプールサイドに立って、水球部の顧問の先生と話をしていた。黒いセーラー服には赤いラインが入っていて、ボブカットのその女子は目に眼帯をしている。


  「あれー、緋ひ影かげっち。どうして三ウ高チにいるの？」


  「今度の練習試合の予定表を、先生に言われてお届けにきたんです……」


  　緋影っちは、手に持っていた大きな封筒を顧問の先生にわたすと、あたしのほうに歩いてきた。


  「日向ひゆうがさんは、まだ水着にお着替えではないようですね……？」


  「あ、うん、今来たばかりだから。これから着替えようと思ってたとこ、だけど」


  「それならば、よかった」


  　緋影っちは、ずいっとあたしのほうに顔を近づけてきた。なんかいつも距離感が他の子より三十センチほど近い。それであたしは、つい微妙にのけぞってしまう。いつも眼帯をしてるし、目が悪いのかもしれない。


  　そして緋ひ影かげっちが、持ってたトートバッグから取りだしてあたしの目の前に出したものは、『バタリアン・リターンズ』のＤＶＤだった。


  「このあいだお借りしたＤＶＤ……今日会えると思って、お返ししようと持ってきておいたんです。まだ日向ひゆうがさんがカバンをロッカーに入れてしまう前にお返しできて、大変よろしかったです」


  「わー、ありがとう。いつでもよかったのにー」


  「いえいえ、いつまでもお借りするわけにはいきませんし、それに……」


  　と、緋影っちはもう一個、ＤＶＤのパッケージを取りだした。


  「それに、わたしもお返しに、お貸ししたかったのですよ。お気に入りのＤＶＤをね……フフッ」


  「えー貸してくれるの、ありがと。原作、スティーヴン・キング？　ってことは、ひょっとして超怖い？」


  「そうでもありません。ある小説家の大ファンの女が、彼を独占するためハンマーで足の骨をブチ折って監禁するという、ほのぼのラブコメディです」


  　ラブコメでいいのかな、そのあらすじは。たぶんぜったい怖そうだから借りておこう、そして兄あにっちにいっしょに観てもらおう。


  「ありがとう、じゃあ借りるね」


  　あたしはＤＶＤのパッケージをもらって、その裏にある説明を読んだ。ふと、横からその説明をいっしょに読んでいた緋影っちがつぶやいた。


  「……好きな人を手に入れるために、傷つけるって。よく考えてみると、人魚姫ってそういう話ですよね」


  「え？　人魚姫が王子様を傷つけようとしたのは、自分が海の泡になって死なないように、でしょ？」


  「でも結果的に、王子様を殺せば人魚姫は隣の国の姫にも誰にも王子様を渡さずにすむ……永遠に独占できるじゃないですか。そうでなければ、王子様を殺せって言われた時点で、他に方法はないのか探すじゃないですか。殺すしかないって思った時点で、人魚姫には王子様を殺したいっていう意志があったんですよ」


  「うぬぬー、なんか『本当は怖すぎる童話』みたいな話～」


  「そういうことだから、わたし……人魚姫の話が好きなんですよ」


  「あたしは、ハッピーエンドじゃないから、あんまり好きじゃないなあ」


  「その儚はかなさがまた、いいんじゃありませんか……。最初から王子様は人魚姫のことなど眼中になくて、親切心だけで拾ってやって、自分は命を助けてもらった隣国の王女と深い恋に落ちていて……人魚姫が割り込める隙すきなんかぜんぜんないあの絶望感と、割り込めないなら王子の心臓をナイフで刺すことで誰のものにもしないという選択肢、命がけのヤンデレっぷりにときめいてしまいます……」


  「そんな話だっけ？　また『本当は怖すぎる童話』みたいになってるけど」


  「まあ、わたしの独自解釈を多分にふくんでいますがね。最後、王子を仕留めそこねて自分が海の泡になってしまうあたりが、不満ですけれどね。それならいっそ、最初に王子が溺おぼれていたときに、好きになったのならおばかさんな人魚姫は、陸に助け上げたりせずそのまま海の上で暮らせばよかったんですよね……そうすれば、人魚姫がいなくなったら王子様は溺れ死ぬしかないから、人魚姫のことを一生必要としてくれてハッピーエンドになっていたのに」


  「おー、ハッピーエンドにするために、そういう作戦があるのかあ。『本当は怖すぎる童話』みたいなのは好きじゃないけど、そういうのは大好き！　あたし全然思いつかなかったよ、緋ひ影かげっちかしこい！」


  「ま、わたしの王子様はわたしより水泳がうまいのでこの作戦は使えないんですけれどね、ウフフ♪」


  「えっ、緋影っち彼氏できたの？　水泳うまい人？　ひょっとして同じ水球部？　わおわお、今度紹介して♪」


  　すごーい、高一で彼氏がいるなんてさすが六月生まれの緋影っち、大人だぁ～。


  「ええ、そのうちですね……日向ひゆうがさんも、ものすごくよく知っている人ですよ。にこり」


  「えー誰だろう誰だろう～」


  「そのときが来れば、いずれわかりますよ。にこり」


  　緋影っちは思わせぶりなセリフだけ残して去っていった。えー気になるなあ、そして緋影っちも彼氏ができたりして、みんなちょっとずつ変わっていくんだなあ。


  （みんな変わっていくのに、あたしや兄あにっちだけ変わらずにいるってことは、やっぱりできないのかな……）


  　緋影っちが言ってた人魚姫の話はなんか変な話になってたけど、でもちょっとだけ気持ちがわかるところもあった。王子様は嫌いやでも隣の国のお姫様と結婚してしまうんだから、今このときの流れを止めてしまうには、殺すしか人魚姫には方法がなかったんだと思う。


  　じゃあ、どうして人魚姫は王子様を殺さなかったんだろう？　好きだったから？


  （でも、好きだったから殺そうとしたのに、好きだったから殺さなかったって、理屈がおかしい気がする……）


  　あたしは、緋影っちが貸してくれたＤＶＤのパッケージを眺めた。緋影っちが言ってた話をまとめると、要するに好きな人を逃がさないために足をたたき折っちゃったっていう話なんだよね。


  「兄っちも、このまま足が治らなかったら、どこにも行けないし、ずっとあたしが側にいないと何もできなくなるのかな。王子様だって海の中なら、人魚姫がいなかったら何もできずに溺おぼれちゃうから、一生人魚姫が必要なんだよね」


  　そうすれば、人魚姫はハッピーエンドになれるのかな……？


  



  　その日、あたしは水球部の練習で泳いでるあいだじゅう、そのことをずっと考えていた。水しぶきが玉になって高くはじけるたびに、泡になった人魚姫のことを思った。


  　人魚姫のハッピーエンドってなんだろう。


  　あたしのハッピーエンドって、なんだろう……。


  



  　部活が終わって家に帰ると、先に帰っていた兄あにっちは、自分の部屋で雑誌を読んでいた。表紙を見ると、タイトルは「月刊上しよう人にんテンプル」、グラビア特集は「座高十五メートルのダイナマイトボディ・東とう大だい寺じ盧る舎しや那な仏ぶつ」、特集記事は「イケてる僧職系男子のお百度詣まいりファッション」「精しよう進じん料理三分クッキング」、付録は「冬の座ざ禅ぜんの寒さもヘッチャラ・般はん若にや心しん経ぎようフリースひざかけ」だって。ひざかけ、ちょっとほしい。


  　そして机の上の千せん手じゆ観かん音のんは、まだ作りかけのままで置かれていた。


  　作りかけのものをほったらかしておくなんて、兄っちにしては珍しい。色塗りから組み立て、仕上げまで、何日も集中して、一気に完成させちゃうタイプなのに。


  「兄っち、ただいまー。足、大丈夫？」


  　あたしは兄っちの部屋に顔を出した。


  「うん、まあまあだな。体育は見学したんだけど、生物の移動教室で階段上り下りして、またちょっと腫はれて、保健の先生にしばらくエレベーター使えって言われたぐらいかな」


  「そっかー、じゃあまだウロウロ歩いたりはできないね」


  「そうだな、今日あたり光硬化パテを買いに行けるかなと思ってたんだけど、保健の先生に叱しかられたから安静にしてないとな」


  「ひかりこーかぱてって何？」


  「蛍光灯の光で硬化するプラモ用のパテだ。ラッカーパテに比べて粘度がゆるくて、紫外線に当てなければ硬化時間がゆっくり取れるから、プラモの継ぎ目埋めや補強に便利なんだけど、千手観音の手を複製するのに大量に使ってしまって、肝心の組み立てに足りなくなってしまったんだよな」


  「よく意味がわからなかったけど、今の何経？」


  「お経じゃないし。要するにパテがないから千手観音作りは小休止、ってことだ」


  　なるほど、最初からそう言ってくれればよかったのに。


  　……ふと、あたしはそのとき思いついた。


  「ねー兄っち。そのなんとかパテって、どこに売ってるの？」


  「スーパーの玩がん具ぐコーナーの奥に、Ｎゲージなんかが置いてある模型コーナーがあって、その奥に白い棚が並んでるところがあるだろ？」


  「？？？」


  　さっぱりわからなくて、あたしは首をかしげた。中学生になったあたりから、玩具コーナーってほとんど行かなくなっちゃったし。


  「いいよ、おまえじゃわからないだろ。また歩けるようになったら自分で行くから、気にしなくても……」


  　そう言って兄あにっちは、また「月刊上しよう人にんテンプル」を読みはじめた。でもそのとき、あたしはピコーンとひらめいた。


  「そーだ、兄っち！　あたしが連れてったげる、ケガさせたお詫わびだし！」


  「連れてったげる、ってどうやって」


  「自転車の後ろに乗せて」


  「二人乗りは禁止だぞ」


  「えー脚力は自信あるよ？」


  「道路交通法違反だっての！　一台の自転車に二人で乗ったらバランスが崩れて他の人をケガさせるかもしれないし、車道側に倒れた上から車に踏んづけられでもしたらどうするんだ！」


  　ちぇー、兄っちは相変わらず言うことがカタい、かっちんこっちん。


  　さっきの人魚姫の話じゃないけど、兄っちが動けなくて、あたしが自転車をこいであげて、「今日きよう子こがそばにいてくれないと俺は何もできないな」って兄っちが言ってくれたりしたらいいなぁー、なんてちょっと思ってたのに。


  　あたしは兄っちと喧けん々けん諤がく々がく言いあって、結局「歩いて買い物に行って、兄っちが足が痛くなったら、あたしが支える」という方向で話がまとまった。


  



  　スーパーへの道は、家の裏にある水路を越えていく。東京によくある水路は昔は小川だったらしくて、ふたをされたり地下にもぐったりしているものも多いけど、ここの水路は何もないから、水路を越えるための橋が何か所かかかっている。


  　この水路はあたしが小学生のころに落っこちて、兄っちが助けてくれた場所。


  　高校生になった今見ると、なんでこれに落っこちて死にかけたんだろうって思うぐらい、ちっちゃな溝にしか見えなかった……そりゃあたしかに、しばらく雨が降ってないから、水も底のほうにちょろちょろとしか流れてない。それに比べて、あのときは真冬だったし雪水で増水してて、流れが速くて冷たかったけど、でも今ならたぶん落っこちても、両腕をつっぱって流れをふんばって、自力で登ってこられそうだと思う。


  「足をケガしてなかったら、橋まで回り道せずに飛び越えられるのにな、これ」


  　兄っちが、面倒くさそうに言った。足をケガしてなかったら、橋まで回り道するのを面倒くさいとも思わないとも思う。そして、この水路ってあたしたち兄妹にとってもう、飛び越えられるものになってたんだなあ……ほんと、昔どうしてこんなので死にかけるなんてできたんだろう、これで溺おぼれろって言われるほうが難しいよね。


  　だけど、それでもこの水路はあたしにとって懐かしい場所。小学生になって、兄あにっちに生意気ばかり言ってすなおじゃなかったあたしなのに、兄っちが命がけで助けてくれた場所。体が弱かった兄っちが、必死に助けてくれて、そのあと高熱を出して一か月以上寝込んでしまって、そうまでしてあたしを助けてくれた場所。


  　そっか、あのとき兄っちはずっと寝込んでて動けなかったんだっけ……あたしは心配で、早く兄っちに治ってほしくて、ずっとおでこのタオルを替えたりしてたっけ。


  「ねえ兄っち、覚えてる？」


  　橋までの回り道をてくてく歩きながら、あたしは兄っちにたずねた。


  「何を？　ああ、文房具屋さんのことか」


  　えっ、文房具屋さん？　あたしは、水路で溺れた話で昔のことを懐かしもうと思っていたんだけど。そういえば昔、文房具屋さんが近くにあって、あたしが溺れたときにいっしょにいた従妹いとこのみかんちゃんが、そこに助けを求めたんだったっけ……今はもう、その文房具屋さんはないけれど。


  「そうだなあ、あの文房具屋さんがまだあったら、スーパーまで行く必要ないんだけどな。接着剤関係、充実してたし」


  　兄っちは残念そうに言った。そうか、なんとかパテのことを考えてたから、文房具屋さんの話になったのか。あたしもよく、シールや折り紙を買ってたし、思い出すと懐かしい。


  「ひょっとして……子供のころのほうが、よかったのかな」


  　あたしは兄っちにたずねた。


  「まあ、パテとかに関してはそうかもな。俺が工作が好きなのも、もともとは文房具屋さんが近くにあって、すぐに材料がいろいろ調ちよう達たつできたからだし」


  「あのころに戻りたい、とか思う？」


  　兄っちと並んで歩きながら、あたしはドキドキしてたずねた。


  「ずっと子供のままでいたいとか……変わりたくないとか、今のままがいいとか、そんなふうに思ったりする？」


  「え？」


  　兄っちは、不思議そうな顔であたしのほうを見た。


  「まさか。今のほうがいいに決まってるだろ」


  「文房具屋さん、ないんだよ？」


  「ないけど、別に今は高校生だから、自分でスーパーまで買いに行けるし」


  「そっかあ……あたしは、小学生ぐらいのときが懐かしいけどな」


  　あたしは、水路を見下ろした。でも兄あにっちは顔を上げて、まっすぐ道の向こうを見つめていた。


  「俺は、あのときには戻りたくないけどな。今なら飛び越えられるていどの水路なのに、子供だったら溺おぼれ死にかけたりするからな。今だったら、おまえが落ちたってあんなに苦労せずに、あんなに体が冷え切って死にかけ状態にしてしまう前に、すぐ助けられるわけだし」


  　……え？　兄っちが子供に戻りたくないっていうのは、あたしを助けることが前提になってるの？


  「身長、止まったかと思ったら夏休みで二センチ伸びてたから、来年なら駅でおまえが転げ落ちかけても、捻ねん挫ざもせずに助けられたかもしれないし」


  　やっぱり、あたしを助けることが、当たり前に兄っちの前提になってる。そして、あたしはそのとき、こないだ兄っちの部屋で兄っちにしがみついてたあの日、兄っちが早口でつぶやいてた「俺がもっと……れたんだけどな」ってセリフのことを思い出した。あのとき、兄っちは「俺の運動神経とか筋力の問題だから気にするな」って言った。


  　今の兄っちのセリフを代入してみると、もしかしてあのとき兄っちは「俺がもっと運動神経とか筋力があれば、駅でおまえが転げ落ちかけても、捻挫もせずに助けられたんだけどな」って言おうとしてたの？　「もっと力があれば捻挫しなかった」じゃなくて、「もっと力があればより安全にあたしを助けてあげられた」って意味なの？　あたしを助けることが、兄っちの大前提なの？　あたしのせいで、こんなひどい捻挫をしたのに？


  「だから俺はちっとも、昔に戻りたいとは思わないし、今のままでいたいとも思わないけど。また捻挫するのはもうこりごりだしな……骨折より痛い気がするぞ、これは」


  「そっか……兄っちはそーだよね。ずっと、そーだったよね」


  　あたしの胸が、じんと熱い。あたしが振りかえってるあいだに、兄っちはずっと先を見つめてる。小生意気でエラソーなくせに、すぐに落っこちたり転んだりしちゃう、おばかな妹を守るために。


  「何が『そー』なんだ？」


  「すっごい怖いスリラー映画のこと」


  「ああ、『ＳＡＷ』」


  「そう。『ＳＡＷ』だけに」


  「綺き麗れいすぎるダジャレって、逆に微妙なもんだな」


  　人魚姫は、溺れた王子様を見てすごく心配だったにちがいない。水路に落ちたあたしを助けて、高熱を出した兄っちのそばにいたときのあたしみたいに、早く目が覚めてほしかったにちがいない。だから王子様を陸へ連れていったんだと思う。自分のものにしてしまうのは簡単かもしれないけど、そうすると永遠に王子様の笑顔は見られないことを、人魚姫はとっくにわかってたんだと思う。


  「兄あにっち、そこアスファルトがデコボコになってるから気をつけて」


  　あたしは兄っちの杖つえになるように、兄っちの腕を手で支えた。兄っちは、少しとまどっている。


  「お……おい、外で何してるんだ、放せよ」


  「腕組んでるんじゃないからいいでしょ、腕支えてるだけだよ」


  「だが、男女七歳にしてうんたらかんたら」


  「だからそれは儒教だから兄っちに関係ないし、そんなことで意地はって、うっかり足をまたひねって捻ねん挫ざが悪くなったら困るでしょ？」


  「これぐらいのデコボコでひねらないから、放せって！　人に見られたらどうするんだ」


  「どうもしませんけど？」


  「いいから放せ！」


  「兄っちの足が治れば、ちゃんと放しますよーだ」


  「あのなあ、ずっと言ってるけど別に俺の足がどうでも、おまえは関係ないし、罪悪感感じる必要とかもないし……」


  「罪悪感とかじゃなくて、兄っちの足が早く治ってくれないと、あたしが困るってこと！」


  　あたしは、兄っちの腕を支えたまま言った。


  「日曜は兄っちがいなくて、つまんなかったんだから。凛りん世ぜが遊んでくれたから退屈で死なずにすんだけど、やっぱり休みの日は兄っちとどっか行きたいから、ぜったい足が治ってもらわないと困るんだよね」


  「別に、凛世と遊べばいいだろ」


  「だって兄っち以外の誰が、あたしといっしょに怪しい新作ラーメンを食べに行ってくれるの？」


  「俺だってお断りだぞ！」


  「またまたそんな、次はどんなすごいのが出てくるか期待してるくせに」


  「期待してない！」


  「えー、地じ獄ごく漆しつ黒こくイカスミラーメンいっしょに行くって約束したじゃーん」


  「約束もしてない！」


  「兄っち、大好きだよ」


  「えっ」


  　固まった兄っちの腕を、あたしはぎゅっと抱きしめた。


  　あたしを守ってきてくれた腕……あたしもいつか、兄っちを本当に支えられるようになりたい。それには、後ろを振り返らずに前へ歩いて、兄っちを支えられる力を手に入れなくちゃいけない。それは「変わる」ってこと。「変わる」ことを「変わってしまう」って言うと寂しい。でも「変われる」だと、なんだか勇気が湧わいてくるのが不思議。


  　あたしはもう水路を見なかった。見上げた空には星が輝いていた。


  　人魚姫はもしかして、海に住む自分では、どんなことをしても王子様を手に入れられないことに気づいてたのかもしれない。王子様が自分のものにならない予感を感じていても、それでも王子様を陸へ連れていって、そうして王子様の手を放して隣の国のお姫様に助けてもらった人魚姫の勇気が、あたしもほしい。


  　あたしは空を見上げて、星に願った。


  　変わることを恐れない勇気を、独りぼっちで泡になっても自分の愛を後悔しない強さを、あたしもほしい。


  　大好きな兄あにっちのために。


  あとがき


  



  『女子モテ』も六冊目となりました、読者の皆様のご愛顧にたいへん感謝いたします。


  　今回は少し趣向を変えて、『女子モテ』初の短編集になりました。五本の話のうち、一話目の明あ日す太た以外は、それぞれ四人のヒロインの視点から見た、彼女たちそれぞれのモノローグ形式でつづられる、もうひとつの女子モテ世界の物語です。


  　明日太との出会いによって、今までの女子モテの物語の中で、四人とも少しずつ変化してきましたが、この巻ではその変化に対する「とまどい」を四人に共通するテーマにしました。いかがだったでしょうか？


  　今日きよう子こは、明日太の「香水」の件で初めて、自分と明日太の関係が変化しつつあったことに気づいてとまどいます。明日太と二人の「子供時代」が永遠につづいてほしいと願う今日子は、変化を望みません。基本的に能天気な今日子ですが、明日太といた時間が他の三人に比べて圧倒的に長いため、変化への耐性ができていないのです。


  　今日子の物語はこの巻の中で一番切なくて、書いていても今日子がかわいそうで、なかなか先へ進めませんでした。今日子の心はいろいろ迷いながらも、最後には今日子らしく前向きに歩きだせたので、ホッとしました。


  　小こ麦むぎは、男が怖いという気持ちから始まっているので、明日太への感情の変化に対するとまどいが生まれます。そのとまどいの中から、ひとつ踏み出す決意をするまでの小こ麦むぎの物語を描きました。


  　小麦は基本的に頭のいい策士ですが、自分の心にだけは策をかけられないので、真っ向勝負で向きあわないといけません。策士キャラが白兵戦にのぞまざるを得なくなったときに見せる意外な弱さがかわいくて、小麦の新しい表情が見られる話だと思います。


  　緋ひ影かげの場合は、明あ日す太たと出会ったのも他の三人よりも後だし、他校生なので明日太との接点も少ないため、変化はまだ「とまどい」まで至らず、「わずかな違和感」にとどまっています。恋へ成長する前の、淡い思いとも言えないぐらい微妙な思いのほのかさを描きました。


  　そして凛りん世ぜは、他の三人が感じた「とまどい」を、すでに明日太との駆け落ちで突っ切っているので、この巻では「とまどい」の先へと物語が進んでいます。


  　四人の女子のそれぞれちがう性格や思いを、甘く酸っぱく楽しんで読んでいただけるとうれしいです。


  　ぎん先生、今回は短編集ということで四人のヒロインそれぞれの話のそれぞれの見せ場を描くという、ふだんの四倍大変なお仕事をしていただいて、どうもありがとうございました。女子たちの愛らしい姿ゆえに、切なさがいっそう胸にしみます。


  　読者の皆様、ご愛読ありがとうございました。今後とも、どうぞよろしくお願いします。


  
    二〇一三年二月　夏緑＠映画館の巨大ポップコーンバケツをかかえる女の子に萌もえる　
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  代表作に「魔王学校に俺だけ勇者!?」（ＨＪ文庫）、「ネコにも描けるマンガ教室」（ポプラ社）、「ぼくのかわいい病原体～ライトノベルでざっくり学べる感染病原体入門」（中外医学社）、「ぷいぷい！」（ＭＦ文庫Ｊ）などがある。


  その他、科学読み物「子どものための防災ＢＯＯＫ-72時間生きぬくための１０１の方法-」「遺伝子・ＤＮＡのすべて」（童心社）、「免疫学がわかる」「遺伝子・ＤＮＡがわかる」（技術評論社）など著作は多岐多数。漫画原作「獣医ドリトル」（小学館・ビッグコミック連載中）はＴＶドラマ化・ＤＶＤ化された。


  本作品「女子モテ６」は、ガガガ文庫通算４００作品目になるそうです。キリのいい番号は縁起が良さげでうれしいです☆
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